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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　整理整せい頓とんされた清潔感のある部屋で、少女が舞まうようにステップを踏ふんでいた。ベッドの上に置かれた大きな犬のぬいぐるみの前で、ゆるやかに旋せん回かいし、立ち止まると。

　その小さな口から、凜りんと引き締しまった声を響ひびかせる。

「──私は、《救世主》です──」

　しん、と静せい寂じやくに包つつまれる中、芝しば居いがかった言葉を放った少女は、ぬいぐるみと見つめ合う。暫しばらくして、少女はため息を吐つき、ぬいぐるみを小さな体一いつ杯ぱいで抱だきしめた。

「はあ……久し振ぶりに、お会いできるんですね。……待ちくたびれました」

　ベッドの端はしに座った少女が、枕まくら側に付いた棚たなに飾かざられていた写真立てを見つめる。写真の中で微笑ほほえむ男性の姿を眺ながめ、ぎゅっ、とぬいぐるみを一ひと際きわ強く抱きしめて。

「もうすぐ会いに行きますから、待っていてくださいね──お兄様」

　写真の〝お兄様〟へと、少女は小さく微笑み返した。




　　　　■■■




「──は、はっくしょーいっ！　……う、うわっとと!?」

　教室内で脚きや立たつに乗り、盛せい大だいにくしゃみをかましたのは、亜あ人じんの少女達が通う《聖デミグリーン学園》で唯ゆい一いつ、人間の男子である結ゆう城き勇いさ海み。

　くしゃみの拍ひよう子しで脚立から落ちそうになった勇海に、下方から心配そうに声をかけてきたのは、水色の髪かみを持つ大人しそうな少女──《スライム》の亜人、来くる栖す来らい夢むだった。

「い、勇海さんっ、大だい丈じよう夫ぶですか？　落ちてもわたしがクッションになりますから、心配しないでくださいっ。ぷるぷるっ！」

「いやそんな自分を犠ぎ牲せいにしなくてイイから、むしろ来夢の方が心配になるから。……にしても、誰だれか噂うわさでもしてるのかな……まあイイか。よ、っと」

　鼻の頭を擦こすってから、勇海がフリルのついたカーテンを高い位置に取り付ける。上手うまく取り付けられたのを見届け、一段ずつ脚立を下りる勇海に、来夢が語りかけてきた。

「勇海さん、助かりましたっ。わたしだと、高いところは手が届かなくってぇ……」

「これくらいお安い御ご用ようだって。何せ俺は《亜人ちゃん救世委員》として、〝学園祭実行委員〟の来夢をサポートするコトになったんだからな。いくらでも頼たよってくれ！」

　そう、今《聖デミグリーン学園》では、一ヶ月後に迫せまる学園祭の準備が進められていた。当然〝問題児クラス〟の勇海達も例外ではなく、それぞれが作業に勤いそしんでいる。

　と、〝学園祭実行委員〟である来夢は、何やら沈しずんだ顔を見せてきた。

「あう……本当は実行委員のわたしが、もっと頑がん張ばらないといけないのに……学園祭なんて一年に一度のことなのに、勇海さんにサポートさせちゃって、情けないですぅ……」

　学園祭の実行委員は、クラスメイトの総数自体が少ない事もあり、元々は来夢一人だった。しかし一年に一度とはいえ、それでは大変だろうと案じた勇海が、『亜人ちゃん救世委員として』という名目で〝学園祭実行委員〟の兼けん任にんを買って出たのだ。

　生徒会長のミリィも同意の上だが、来夢はそれでも後ろめたいらしい。しゅん、と俯うつむいてしまう彼女に、けれど勇海は安心させようと優やさしく声をかけた。

「そんなコトないぞ、来夢。そもそも学園祭の準備なんて、皆みんなで協力してやるもんだし、誰かに頼って当然なくらいだよ。ほら、皆だってさ」

　勇海の言う通り、クラスメイトは総出で作業に勤しんでいる。普ふ段だんはマイペースで引きこもりな《ミミック》の亜人、小こ匣はこでさえ、面めん倒どう臭くさそうにだが手を動かしていた。

『ふあぁ～……んもー、めんどいよー。アンアンにひっぱりだされなかったら、寮りようにひきこもって寝ねてたのにーっ。んもー、んもー』

『こら、小匣！　怠なまけてないで、ちゃんと作業を……ナニコレめっちゃ進んでる。飾り付けに使う切り抜ぬきとか、すごい上手いんだけど。《ミミック》って手先が器用なの？』

『アンちゃん、見て見て～。おにぎりを作る練習してたんだけど、なぜかお手玉になっちゃったの～♪　これ、飾ってイイかしら～？』

『ああ、カナ子こ、うん……ところで聞きたいんだけど、ここに置いてた料理用の鉄板しらない？　その前衛的なオブジェみたいになってるお手玉、すっごい見覚えあるんだけど。……そして重っ。アンタこれ軽々と投げ上げてたけど、軽く引くほど重いんだけど』

　しっかり者の《ゾンビ聖女》アンや、《鬼オーガ》でありながら何かを作る事に興味のあるカナ子などは、率そつ先せんして手伝っているくらいだ。まあ、役に立つ立たないではなく、重要なのは気持ちである。勇海はそう自分に言い聞かせてから、来夢に笑いかけた。

「それに俺なんて、しょっちゅう来夢に助けられてるしな。こんな時くらい、力になりたいからさ。だから俺に出来るコトがあれば、何でも言ってくれ！」

「勇海さん、そんな……わたしこそ、いつも良くしてもらって……は、はうぅ～」

「いやいや、こちらこそ……ぷっ、ははっ、これじゃキリがないな。まあとにかく、学園祭の準備を進めて行こうか──」

『ねえねえ、イサミっ、イサミっ──見て見てっ♪』

「ん、エイミか？　やけに機き嫌げんが……え、ええっ!?」

　弾はずんだ声と足取りで駆かけ寄って来たのは、金色に輝かがやく《竜人ドラゴンメイド》美少女エイミ。だが、その姿は、普段とはあまりにもかけ離はなれていた。

　そう、今のエイミは──いわゆる〝メイドさん〟の姿をしているのだ──！

「ふっふー、どうだっ？　試着してみたんだけど、似合うかっ？」

「う、うん……すごく似合ってるぞ、エイミ！　ちょっと驚おどろいたくらいだよ」

「本当かっ？　えへへ……《竜人》だけに、これが本当のドラゴンメイド、だなっ。ねっ、イサミ……じゃなく、ご主人様っ♡」

　なかなかツボを押さえた呼び方をしてくれるエイミに、普段とのギャップも相まって、勇海の頰ほおが熱くなる。そこで更さらに、聞き慣れた幼おさな馴な染じみエルフの声も聞こえてきた。

「ほらほら、手が止まってますよー？　私も手伝いますから、ちゃんとお仕事しましょうね、勇海ちゃん……いーえ、ご主人様っ♡」

「み、ミリィまでメイド服を？　いやまあ、ミリィもめちゃくちゃ似合ってるけどさ」

「うふふ、ありがとうございます♪　エルフメイド、頑張りますねっ♪」

　さすが普段からお淑しとやかなミリィだけあって、メイド姿も上品に決まっている。そんなエルフメイドに、ドラゴンメイドが火花を散らした。

「ふふんっ、ミリィもなかなかのメイドぶりだが、まだまだだな。イサミの専属メイドたる、この私が……《金きん竜りゆう》はメイド力も最強という事を、教えてやろう！」

「あらあら、エイミさんったら……勇海ちゃんが最も頼りにしているのは、生徒会長で幼馴染エルフの私ですよ？　そんな事も分からないなんて、まだまだですねー」

「ほほう？　面おも白しろい……ならばどちらのほうがイサミの役に立つか、勝負だ、ミリィ！」

　事あるごとに張り合うのには困りものだが、モチベーションの高さに繫つながるなら悪くはない。喧けん嘩かしている訳ではないし、これはこれでいいか、と勇海は無理やり納なつ得とくした。

「まあとにかく、俺も皆に負けず、準備を進めなくちゃな。えーと」

　学園祭は土日の休日を利用した二日に分けて行われ、学外からの招待客も招く事になっている。《亜人》という存在が危険ではない事を人間側にも知ってもらい、同時に人と魔まの友好を深めるのが大きな目的だ。

　その重要な学園祭において、勇海のクラスで予定している出し物は、二つあった。

　一つは、初日に行われる、《亜人コスプレメイドカフェ》。今まさに、エイミとミリィが試着しているメイド服は、その日のために用意したものだ。

　そしてもう一つは、二日目──学園生と招待客の前で、《演劇》を披ひ露ろうする事になっている。しかも勇海達の〝問題児クラス〟には〝ビッグゲスト〟を招く事になっており、演劇に参加してもらう手て筈はずになっていた。
















（確か〝ビッグゲスト〟は、人間の女子学生だっていう話なんだよな。サプライズってコトで、誰なのかは教えてもらえなかったけど）

　演劇には『人間としての役』が一枠わくあるのだが、それを担当するのがビッグゲストの女子学生という事になっていた。そのため勇海は舞ぶ台たいには立たないので、楽しているようで気が引けてくるものの、すぐさま首を横に振ふって心を引き締める。

（まあ俺が演劇に出ないってコトは、前もって皆にも伝えてるしな。その分、俺は裏方として、準備とかに専念するって決めたし。よし、頑張ろう！）

「あの、勇海さん、わたしと一いつ緒しよに備品の確認を……い、勇海さーん？」

「！　ああ、来夢、分かった。細かい仕事は何でも任せてくれ！」

　勇海はやる気満々で来夢に返事しつつ、学園祭の出し物に必要な備品等のリストを確かく認にんする。一通りリストに目を通してから、勇海はぽつぽつと呟つぶやく。

「うーん……備品や材料の買い出しに行かなきゃな。ちょっと量が多いから、クラスの皆で分担しようか」

「は、はいっ。けど、一人だけだと大変そうですし……あっ、それじゃ二人一組になってもらうのはどうでしょう？　そうすれば、負担も軽いと思いますしっ」

「ああ、いいアイデアだな！　それなら食材とか、飾り付けの材料とか、種類ごとに分けて担当してもらおうか。となると、全体的に必要な物は……よしっ、来夢！」

「？　は、はいっ、何でしょうかぁ？」

　勇海はリストから目を離し、返事してきた来夢の目を、真っ直すぐ見つめて言う。

「次の休日、俺と二人で……買い出しに行こう！」

「えっ？　二人で、って……ふ、二人っきりで、ですかぁ!?」

『────！』

　なぜか俄にわかに慌あわてだした来夢と、一いつ瞬しゆんのざわつきを見せた教室内。一体どうしたんだろう、と勇海は軽く首を傾かしげつつ、来夢に向けて言葉を続けた。

「それはまあ、俺も〝学園祭実行委員〟を兼任してるワケだし、同じ実行委員の来夢と組むのが普ふ通つうだと思うんだけど……あ、あれ、もしかしてイヤだったか？」

「そ、そんなことないですぅ！　そんなこと、全然……で、でも、それってぇ……」

「？　ど、どうしたんだ、来夢、何か気になるコトでもあるのか？」

　口ごもった来夢が、汗あせ……もとい汁しるを飛び散らせ、黙だまり込んでしまう。その様子に勇海が首を傾げると、メイド服姿で作業していたエイミが、不意に歩み寄ってきた。

「イサミ？　来夢と二人っきりで、お買い物に行くと聞こえたが」

「いや、お買い物っていうか、買い出しだぞ？　それがどうか──」

「それって、まるで───デートみたいだな？」

「へ？　デートって……そ、そんな大げさな話じゃないって。なあ、来夢……来夢？」

「は、はわっ……い、勇海さんと、二人きりでお買い物……は、はわわ[image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　呼びかけるも、来夢は真っ赤になった頰ほおに両手を当て、返事どころではないらしい。

　いや、気付けば教室中、様子がおかしい。誰もが無言で、勇海に注目している。

「え、何この異様な雰ふん囲い気き、クーデター前夜？　お、おーい？」

『………………』

　勇海が呼びかけるも、彼女達はひたすら見つめてくるばかりで、やはり返事は無い。

　この不思議な静けさが、何となく──嵐あらしの前まえ触ぶれに思えて、仕方なかった。








第一章　既き知ちとの遭そう遇ぐう（あくまで偶ぐう然ぜん）









《聖デミグリーン学園》の広大な敷しき地ち内には、〝自由商業区〟という亜あ人じん専門の商店街が存在する。かつて勇いさ海みが、エイミとデートした事のある場所だ。

　そして勇海はこの休日に、学園祭の出し物に必要な備品等を買い出しに来ている。来らい夢むとは午前中に現地で落ち合う予定で、もうすぐ待ち合わせ場所に到とう着ちやくするのだが。

「待ち合わせの時間まで、まだ十五分くらいあるな……ちょっと早く着いたけど、遅おくれるよりは全然イイか。……って、あれっ？」

　一人で納得するように呟いた勇海の視線の先、待ち合わせ場所の広場に、少女の後ろ姿が見えた。見覚えのある水色の髪かみを確認し、まさか、と勇海は慌てて声をかける。

「ら、来夢!?　早いんだな、もう来てたのか……お、おおっ？」

「あっ……い、勇海さん。お、おはようございますぅ」

　振り返って挨あい拶さつしてきた来夢の姿に、思いがけず勇海は目を奪うばわれた。今日の来夢は私服姿で、清せい楚そな白のワンピースを身に纏まとっている。普段からお淑しとやかな印象のある彼女だが、品のある仕草も相まって、深窓の令れい嬢じようを彷ほう彿ふつとさせる雰囲気さえあった。

　つい硬こう直ちよくしてしまう勇海に、来夢は軽く汁を飛ばしつつ、おずおずと語りかけてくる。

「あ、あのう、勇海さん……どうかしましたか？　勇海さんー？」

「……はっ!?　い、いや、何でもない！　それより、随ずい分ぶんと早かったんだな？　待ち合わせ時間まで結構あるはずだけど、もしかして待たせちゃったか？」

「あ、一時間……あ、いえっ!?　その……い、今来たところですぅ！」

「いや定番の誤ご魔ま化かし方してもらっといて悪いんだけど、割と踏ふみ込んだトコまで発言してたぞ。一時間も待ってたのか？　電話でも入れてくれれば、すぐ行ったのにさ」

「い、いいえっ、わたしが勝手に早く来たかっただけですし、そんなっ。……それに、待ってる時間も、その……ドキドキして、色んなこと考えて、楽しかったですし……」

「そ、そういうもんか？　まあ確かに俺も、今日は何を買うかとか、楽しみだったけど」

「あう。……それも楽しみ、でしたけど……それ以外も、その……ご、ごくごくっ！」

　何やらもじもじと身み動じろぎしていた来夢が、誤魔化すように首から下げていた水すい筒とうを傾かたむける。そのまま顔を赤くして何も言わなくなった彼女に、勇海は改めて話しかけた。

「まあとりあえず、買い出しに行こうか？　ちょっと早いけどさ」

「あ……はいっ。あ、えっと、その……い、勇海さんっ」

「ん？　来夢、どうかしたか？」

「あ、あう。えと、その……あ、あのですねっ。……っ」

　ワンピースのスカート部分を、ぎゅっ、と両手で握にぎった来夢が、暫しばし逡しゆん巡じゆんした後──ようやく紡つむぎだした一言は。

「……なんでも、ないですぅ……」

「？　そっか？　それじゃ、行こうか」

　どことなく落ち込んだ様子の来夢だが、彼女がゆっくりと歩き出したのを見て、勇海も足を前に向けようとする。が、勇海は不意に立ち止まり、おもむろに口を開いた。

「あ、そういえばさ……ちょっとだけ、恥はずかしいコト言うんだけど」

「……あう？　い、勇海さん？」

　きょとん、と首を傾げて見つめてくる来夢に、勇海は──素す直なおな感想を口にする。

「今日の服……来夢に、すごく似合ってる。どこのお嬢じよう様さまかって、驚いたくらいだ」

「ふえっ？　服……ふ、ふ……ふえええっ!?」

「お世辞とかじゃなく、本気でさ。だから、その……そ、そういうワケだからっ」

「あ、わ。……[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　今さら照れ臭くさくなった勇海が顔を背そむけると、来夢はぷるぷると体を震ふるわせ、そして。

「あ──ありがとうございますぅ！　……え、えへへぇ♪」

　ふわり、花の蕾つぼみが綻ほころぶように、可か憐れんな笑え顔がおを見せてくれたのだった。

　その笑顔を見られたなら、恥ずかしがった甲か斐いもあったと、勇海は改めて歩き出す。

「そ、それじゃ改めて、行こう！　まずは広場から出て、店のある方へ歩こうか」

「は、はいっ。お買い出し……がんばりますよう！」

　ふんす、と気合を入れる来夢に、勇海は苦く笑しようしつつ、彼女と歩調を合わせて歩き始める。二人きりで買い出しに出かける、大変そうな一日だが、勇海の足取りは軽かった。




　　　　■■■




　休日の〝自由商業区〟は、授業のある平日とは比べ物にならないほど活気づいている。就労意い欲よくの高い学園生の多くは、休日を狙ねらって働きたがる者が多いからだ。平日では見る事の出来ないような珍めずらしいお店も、この休日には多く開いている。

　しかも、人間界の商店街と酷こく似じしているとはいえ、さすがは《亜人》の学園──道行く者も、働く店員も、どこかしらに普通とは違ちがう特とく徴ちようが垣かい間ま見みえた。

　勇海も、食材や日用品の買い出しのため、この場所には慣れるほどに足を運んでいる。とはいえ、この光景と不思議な活気は、いつ見ても新しん鮮せんに思えるもので。

（相変わらず、すごい活気だなぁ。一人一人が元気っていうか、生命力に溢あふれてるっていうか……いつも思うけど、何かこっちまで元気がもらえそうだな）

『へい、らっしゃいッスー！　ハーピーちゃんの唐から揚あげ出張店、お買い得ッスよー！』

『涙なみだなくしては語れませぬ、立ち食い馬ば刺さし店……ケンタウロスの私がお料理いたす』

『ミノタウロス印の牛乳、販はん売ばい中よ～♪　生産元は……？　ヒ・ミ・ツ～♡』

（ただ、自じ虐ぎやくネタを挟はさまずにはいられないのは、一体なぜなのか……!?）

　そこのところが気になって、ちょっぴりもやもやしてしまう勇海だった。

　しかし隣となりを歩く来夢は特に気にする様子もなく、おずおずと勇海に語りかけてくる。

「買い出しと言えば……クラスの皆みなさんで分担してますよね。皆さんは、もう買い出し終わっちゃってるんでしょうかぁ？」

「ああ、いや、分担が決まってから、今日が最初の休日だしさ。今日あたり買い出しに来てる子もいるんじゃないかな？　まあアンからは、『とっくにルゥと終わらせちゃったわよ』って言われたけど。アンは本当にしっかり者だよな」

「な、なるほどです……でもそれなら、買い出しが終わってない人とは、ばったり会っちゃうかもしれないですね」

「可能性はあるよな。そういえばエイミも、珍しく朝早くに外出してたから、買い出しに来てるかもしれないし。どこ行くのか聞いても、なぜか返事は濁にごされたけど……」

　その時のエイミの様子は、どうもあからさまに不自然で、勇海は怪け訝げんに思って首を傾げる。そんな事をしている間に、来夢は再び気合を入れながら声をかけてきた。

「よ、よぉーしっ……じゃあ他ほかの皆さんに、負けてられませんねっ。勇海さんっ、わたし、全力でがんばりますから……頼たよりないかもですけど、頼りにしてくださいねっ」

「いやいや、別に競争じゃないんだからさ。……それに、頼りないなんて、そんなコトないぞ。来夢は優やさしくて気配りできる子だし、いつも頼りにしてるよ」

「あ……えへ、えへへぇ……そ、そんなこと、ないですう……ぷるぷる♡」

　頰ほおに手を当て、いつもより多めに汁を飛ばして恥ずかしがる来夢に、勇海も口元が軽く緩ゆるんでしまう。と、勇海は慌てて口と気を引き締しめ、自分達の担当を確かく認にんした。

「俺達の担当は、食材から備品まで満まん遍べんなく、細かい物を中心にチェックしていくからな。色んな店を巡めぐるコトになるだろうし、長なが丁ちよう場ばは覚かく悟ごするんだぞ！」

「は、はいっ！　長ければ長いほど、その……の、望むところですぅ！」

「おおっ、頼たのもしいな！　それじゃ、まずは食料品店から見て回ろうか！」

　手て頃ごろな店を指差した勇海が、来夢を引き連れ、店内に足を踏み入れる。まずは保存に耐たえる調味料でも当たろうか、と周囲を見み渡わたした、その時。

『く、く──くっ、殺せぇ！』

「入って早々なんだけど、別の店から回った方がイイかなって気がしてきたよ、俺」

「き、気持ちはわかりますけど、そういうわけにもいかないようなぁ……」

　微び妙みような表情で来夢と顔を見合わせる勇海だが、とりあえず聞き覚えのある声のしたほうに視線を向けてみる。すると、天てん井じように届きそうなほどの、細長い一本角が見えた。

　そこにいるのが誰だれなのか、もはや考えるまでもないが、勇海は彼女の名を呼ぶ。

「あの……ユニ？　一体なんで騒さわいでるんだ？　何かあったのか？」

「くうっ……はっ!?　い、勇海殿どの!?」

　案の定、声を上げていたのは《ユニコーン》の亜人である一ひと角つのユニだった。食料品店で事件があったとも思えないが、何はともあれ話しかけようとした……が、しかし。

「ダメだ、勇海殿！　こちらへは……くっ、来るな！」

「今回は〝くっ〟の始め方、わかりにくいな！　って、一体何で取り乱してるんだ？」

「こ、この店は、危険だ！　とんでもない物を置いてるんだ！」

「とんでもない物？　いや、ただの食料品店で、そんな……」

　ユニを疑う訳ではないが、勇海は『ユニのコトだし、卑ひ猥わいな形の野菜でも見つけたのかな』と、口にこそ出さないが漠ばく然ぜんと考えていた。特に危機感は抱いだかず、ユニが両手を広げて隠かくそうとする〝とんでもないもの〟を確認すべく、勇海が身を乗り出すと。

「だ、ダメだ、勇海殿！　ここに置いてあるのは、人の形をしたっ……」

「野菜とか？　まあそんなコトだろうと思ったけど、割とよくあるコトじゃ──」

『オオオオオォォォ』

「マンドラゴラなのだ！」

「おおお思った以上に人型っぽかったー!?　何か唸うなり声も聞こえるし！　ていうかこの店、食料品店じゃないのか!?　マンドラゴラなんて普ふ通つうに並べて、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　完全に油断していた勇海も、思わず驚おどろかされてしまう。この店、ユニの言う通り、本当に危険なのでは──と勇海が危き惧ぐしていると、来夢が横から説明してくれた。

「え、えっと、マンドラゴラは……確かに毒性が強く、取とり扱あつかいには資格が必要で、購こう入にゆうにも免めん許きよの提示を求められますが……調合次し第だいでは、薬品として有用ですからっ。このお店さんも、表に資格を有する証しよう拠このシールを貼はってましたし、大丈夫のはずですぅ」

「えっ。……そ、そうなのか、来夢？」

「はいっ。あとは例外として……育て方、ですねっ。毒を中和する特別な土や肥料を使うとか、清せい浄じような魔ま力りよくを籠こめたお水などで育てれば、最初から毒性のないマンドラゴラが収しゆう穫かくできますっ。蜂はち蜜みつや生しよう姜がで浸つければ美味おいしいですし、すっごく体によかったりするんですよっ。……実はわたしも、ひそかにマンドラゴラの調理資格を持ってたりして……」

「マンドラゴラの調理資格とかあるんだ!?　い、いや……それにしても」

　珍しく饒じよう舌ぜつに喋しやべり終えた来夢に、勇海は軽く面めん喰くらいながら、感心して声をかける。

「すごい知識だな……マンドラゴラのコトなんて詳くわしく知らないし、勉強になるよ」

「……は、はわっ!?　わたしったら、つい長々と……ご、ごめんなさいですっ!?」

「謝るトコじゃないぞ!?　良く知ってるなって、普通に感心しただけだしさ!?」

「そ、それは……わたしは《スライム》の亜あ人じんで、力が弱いから……その分、家事とか勉強は、がんばろうって……それで今、勇海さんのお役に立てるかもと思ったら、つい口が勝手に……得意げに語っちゃって、お恥ずかしいですぅ……」

「！　来夢……」

　しゅん、とうなだれてしまう来夢の、その頭に──ぽん、と勇海は手を置いた。

「あうっ？　……い、勇海さん？」

「来夢はさ、確かに他の子と比べれば、力は弱いかもしれないよな。けど、エイミに料理を教えたり、カナ子こさんの力加減の練習に付き合ったり、皆が苦手なコトを手伝ってあげたりしてる。ちょっと前にも言ったけど、俺だっていつも助けられてるしさ」

「い、いえっ、それは、わたしがやりたいから……そ、それだけのことでっ」

「ほら、そういうトコとかさ。力があるとか、ないとかじゃなく。来夢のそういう優しさが、誰よりも強いんだって。少なくとも俺は、そう思うよ。よしよし」

「みゃっ。は、はわ、ゎ……ぷ、ぷるぷるぅ……♡」

　来夢の頭に置いた手を動かし、優しく撫なでると、彼女の口から気持ちよさそうな声が漏もれる。すると、それを見ていたのだろうユニが、感極きわまった声を上げてきた。

「い、勇海殿……何という仁じんの心！　ユニは、ユニは感動して……くっ、昂たかぶるっ！」

「……あ、そういえば今も、来夢のおかげで解決したよな。ユニ、聞いただろ？　このお店、マンドラゴラを置いてるからって危険なワケじゃないってさ。もう安心だよな？」

　思い出したように勇海が声をかけると、ユニも納なつ得とく──していない。何の話かとばかりに、彼女は思いがけない言葉を投げかけてきた。

「へ？　勇海殿、何か勘かん違ちがいしていないか？　私も薬学については多少なり詳しいし、マンドラゴラの事くらい知っていたぞ？」

「あれ？　知ってた、って……じゃあなんで、あんなに騒いでたんだ？？？」

　全く腑ふに落ちない勇海が問いかけると、対するユニは、なぜか……本当になぜか胸を張り、堂々とした態度で言い放つ。

「決まっているだろうっ──このマンドラゴラ達が皆、素すっ裸ぱだかで卑猥だからだッ！」

「植物に対してそういう目で見ちゃってるなら、ユニのほうが心配になるぞ!?　ていうか俺が最初に考えてたコト、ほぼ正解だったぢゃねーか！」

「だ、ダメだ勇海殿、見ちゃダメだぁっ!?　このマンドラゴラなんて特に女によ体たいっぽいし、マンドラゴラの純潔が、勇海殿の目で危険だっ！」

「俺はそういう目で見てないし、見たからって純潔は失われないからね!?　……ていうかユニ、一回落ち着こう。店員さんは、可哀かわい想そうな子を見る目でこっち見てるから」

「くっ、清き《ユニコーン》の娘むすめとして、このマンドラゴラの純潔を守るため……かくなる上は、私が身代わりになるしか！　勇海殿っ……くっ、見つめろおっ！」

「服をはだけるなぁぁぁ！　どうしたんだユニ、普ふ段だんから貞てい操そう観念にうるさいクセに、どんどんポンコツ化してるぞ！　割と最初からだけど！」

「だ、誰がポンコツだぁっ！　あ、あん……くっ、着せるなあぁ……」

　ユニが自ら乱した着衣を、勇海が慎しん重ちように整えていく。そうしていると、なぜかユニは頰を赤らめて大人しくなったが、不意に来夢が声を上げてきた。

「あ……ところでユニさん、お一人なんですか？　もしかしたらわたし達と同じで、お買い出しなのかな、って思ったんですけどぉ……ペアになった方は？」

「あうーん……うっ？　ああ、もう一人も、ちゃんと来てるぞ？　えーと」

　勇海に服を整えられ、何やら惚ほうけていたユニが、返事しつつ店内を見回すと──ほとんど間を置かず、何者かの甲かん高だかい声が響ひびいてきた。

『きゃーっ♪　た、大変ですわーっ。ユニさん、見てくださいまーしー！』

　嬉うれしそうに声を弾はずませ、スキップしながら、彼女は駆かけ寄ってきた。

　その両手に、今にも零こぼれ落ちそうなほどの──トマトジュースを抱かかえて。

「このお店、すっごいですわーっ！　豊富な種類に様々な味、定番から変わったコンセプトまで、ありとあらゆるトマトジュースを揃そろえてますのっ！　もうもうわたくしテンション上がり過ぎて！　こんな姿、イサミ様には見せられないのですけれ──どえっ」

「……お、おはよう、カーミラ」

　恍こう惚こつに輝かがやいていたカーミラの表情が凍こおりつき、サーッ、と血の気が引いていく。吸血鬼ヴアンパイアだけに。挨あい拶さつしたきり何も言えずにいる勇海だが、対するカーミラは「ふっ」と口元に笑えみを湛たたえたかと思いきや、優ゆう雅がな動作で髪かみをかき上げた。

「あらイサミ様、どうなさいましたの？　まるで《吸血鬼》がトマトジュースでテンション上がってる場面に出くわしたようなお顔をして……うふふ、おかしいですわっ」

「いや今まさに出くわしたトコだけど。ていうかカーミラがトマトジュース好きなのは今さらだし、別に誤ご魔ま化かさなくたって──」

「違ちがいますわ！　わたくしは人間と《吸血鬼》の混血たる、華か麗れいなる《ダムピール》……高貴で華麗で優雅で典てん雅がなこのわたくしが、そんな醜しゆう態たいを晒さらすなんてありえませんの！　気のせいですわ、気の迷いですわ、白昼夢ですわ。おわかりですわね、イサミ様!?」

「わわ分かったから、そんなに畳たたみ掛かけるなってば!?　カーミラはトマトジュースでテンション上がってないんだよな！　うん、俺の気のせいだった！」

「そうですの！　ふーっ……さすがイサミ様、ご理解が早くて助かりますの♪」

　非常に強ごう引いんなカーミラの主張だが、勇海が認めると、彼女は満足そうに微笑ほほえんだ。それはともかく話を進めよう、と勇海が改めて、カーミラに問いかける。

「と、ところで！　ユニとペアのカーミラもいるってコトは、やっぱり学園祭の買い出しに来てたんだな。食材は日持ちしないし、ちょっと早い気もするけど……」

「え？　ええ、それはまあ。当日に配達してもらえるよう手配しておけば、間ま違ちがいないですし。その下見も兼かねて、こうしてお店を見に来たんですの」

「あ、なるほど。にしても、こうバッタリ会うなんて、奇き遇ぐうだよな」

「……ふぁ!?　そ、そういう事もありますわよっ。ふふ普通に偶ぐう然ぜんだと思いますわ！」

「お、おおっ？　どうしたんだカーミラ、急に慌あわてだして」

「！　なっなな、何でもありませんわよ？　き、気にしないでくださいましっ！」

　気にするなと言われても、カーミラは明らかに動どう揺ようしているし、どうにも怪あやしい。勇海が訝いぶかしんでいると、彼女は小さく咳せき払ばらいしてから、強引に話を進めようとしてきた。

「こほんっ。と、とにかくですわっ。このお店、なかなか品質も良いみたいですし、食材の手配はここに頼たのみますの。イサミ様達の担当分も、ついでにやっちゃいますわよ」

「あ……そ、そうだな。そうしてもらえると助かるよ。ありがとな、カーミラ！」

「！　い、いいえぇ、これくらいの気配り、高貴なる《ダムピール》たるわたくしなら、当然ですことよっ！　おーっほっほっほ！」

「《ダムピール》が関係あるかは、よく分からないけど……と、とにかく、よろしくな」

「ええ！　ちゃんと手配しておきますから、安心するんですのよっ♪」

　きゅっ、と軽くウインクしてくるカーミラに、勇海は軽く頷うなずいて返事する。そのまま振ふり返った勇海は、続けてユニにも声をかけた。

「それじゃ、俺達は次の店に行くから。ユニも、ここは任せたからな」

「！　うむ、勇海殿、万ばん事じ万ばん端たんに整えておこうっ。だからこここは、この私達に任せて……くっ、先に行けえっ！」

「何か死亡フラグっぽく聞こえて不安になるぞ!?　ま、まあとにかく、任せるからな？」

　ちょっぴり不安になる勇海とは反対に、ユニとカーミラは元気よく手を振って送り出してくれる。そんな彼女達に見送られ、勇海は来夢を伴ともなって店を出た。

「とりあえず、買い出しは何とかなったけど、ちょっと疲つかれたな……来夢は大丈夫か？」

「は、はい……ユニさんとカーミラさんは元気一いつ杯ぱいというか、個性的なお二人ですから、何だか圧あつ倒とうされちゃいますねぇ……ぷるぷる」

「ま、まあ確かに。でも二人とも、食材は順調に確保してくれそうだし、任せても大丈夫そうだな。俺達はこのまま、次に行ってみようか」

「は、はいっ！　それではぁ………んぅ？」

「？　来夢、急に振り返って、どうかしたのか？」

　不意に後ろを向いた来夢に、勇海が問いかける。対する彼女は怪け訝げんそうに首を傾かしげて、むう、と口元に細い人差し指を当てながら、おずおずと声を漏らしてきた。

「う、うぅん……何だか、その……誰だれかに見られてるような、気がしまして」

「誰かに？　って言っても、後ろには誰もいないと思うけど」

「……そ、そうですよねっ。きっと、気のせいで。……う、うーん？」

「来夢、大丈夫か？　お、おーい、来夢ー？」

　やはりどうにも気になるらしく、来夢はそれから何度も後ろを振り返っていたが、結局誰かが見つかるという事はなかった。




　　　　■■■




〝自由商業区〟を歩いていく内に、勇海と来夢は森林公園に辿たどり着く。瑞みず々みずしい青葉が強い陽ひ射ざしを反射するのを眺ながめていた勇海は、来夢に一つ提案してみた。

「はあ～……こういうトコ、なんか落ち着くよな。なあ来夢、ちょっと歩き疲れたし、休きゆう憩けいがてら寄っていかないか？」

「ぜえっ……い、いえ、わたし、平気です……休憩なんて、全然……ぜえ、ぜえ」

「うん、平気じゃないよな。息切れスゴイし、絶対に休憩していこうな、来夢」

「あ、あうぅ……う、うしろ、気にしながら、歩いてたら……つい、疲れを、忘れちゃってぇ……ご、ご迷めい惑わく、おかけしますぅ……けほっ」

　かなり限界な様子の来夢を気き遣づかい、勇海は森林公園のベンチに向かった。横長のベンチに来夢を腰こしかけさせてから、懸念を口にする。

「それと水すい筒とうの中、大だい丈じよう夫ぶか？　ほら、たまに切らしてるのに気付かないコトがあるだろ？　今日なんて忙せわしない感じだし、もしかして忘れてないか？」

「ふぇ？　……は、はわっ!?　そういえば、いつの間にか……もう残り少ないですっ!?　ほ、補ほ充じゆうしないと……どこかに水飲み場か、自じ販はん機きはっ」

「まあまあ、慌てなくてイイって。ちょっと待っててくれよ……はい、これ」

「えっ……あっ？　こ、これって……」

　勇海が自分の鞄かばんから、ミネラルウォーター入りのペットボトルを取り出し、慌てる来夢に手て渡わたす。軽く目をぱちくりとしていた来夢に、勇海は簡単に説明した。

「こんなコトもあろうかと、用意してたんだ。鞄に入れっぱなしだったし、冷えてはないけど、貰もらってくれると嬉しい……って、もしかして好みの銘めい柄がらとかあったり──」

「い……いいえっ、銘柄なんて、全然っ!?　強しいて言うなら、勇海さんから頂けるお水が好みですぅ！　あ、ありがとうございますっ……いただきますっ、〝勇海さん水〟！」

「そんな銘柄、存在しないぞ!?　で、でもまあ、喜んでくれたなら良かったよ」

　笑顔を輝かせる来夢に、勇海も釣つられて笑みがこぼれる。ペットボトルから水筒へ、一いつ生しよう懸けん命めいに水を移し替かえる来夢が微笑ましくて、何となく勇海は彼女の頭を撫でた。

「はうっ？　あ、あの……勇海さん？」

「あっと、ごめんな。つい手が勝手に……邪じや魔ましちゃったか？」

「い、いえ、そんなこと！　……けど、何だか今日は、よくナデナデしてくれるなあ、って。う、嬉しいんですけどぉ……もにょもにょ」

「あれ、そっか？　……いや、言われてみれば、確かに」

　ほとんど無意識だった事を今さら自覚し、勇海も少し気き恥はずかしくなる。指先で頰ほおを搔かきながら、何となく思った事を口に出した。

「なんていうか、来夢と一いつ緒しよにいるとさ、この学園に来る前のコトとか思い出すんだよな。懐なつかしいっていうか、落ち着くっていうか。それでついつい、こんな風に……」

「学園に来る前……ですか？　それって、人間界のほうに……いた頃ころの？」

「そうそう。なんか来夢とは、家族みたいな感じで接するコトができて……妹みたいな感じでさ。って、そういうの、もしかしてイヤか？　き、気持ち悪かったりする？」

「い、イヤじゃないです！　だって……か、家族。勇海さんと……えへ、えへへぇ」

「ホントか？　引かれたりしないなら、ありがたいけど」

「ひ、引いたりなんてしませんよう。……あっ、水、早く入れますねっ♪　～♪」

　宣言した来夢が、水筒へ水を注つぐ作業に集中する。彼女の上じよう機き嫌げんな様子を眺めてから、勇海は軽く顔を上げ、降り注ぐ木こ漏もれ日びを浴びて深呼吸した。

　自分でも、少しばかりジジ臭くさい事は自覚しつつ、ぼんやりと呟つぶやく。

「はあ……ホント、落ち着くな。なんかもう、ずっとこうしていたい、っていうか」

「ええ、ホントね、イサミさん。今日は、とてもいい陽気だし」

「だよな。夏だっていうのに、今日の風は不思議とひんやりして、気持ちイイし」

「そう……喜んでくれたなら、氷ひよう塊かいを作った甲か斐い、あったわ。公園の隅すみに置いてるの」

「はは、なるほど、道理で涼すずしいと……ん？　あれっ？」

　ところで今、勇海は一体、誰と喋しやべっているのだろう。来夢は勇海の右みぎ隣どなりに座り、水の移し替えに集中している。では、左ひだり隣どなりから聞こえてくる声は、誰のものなのか。

　勇海が反射的に、左側を向き──いつの間にか座っていた人物を確かく認にんし、驚きよう愕がくする。

「みっ……ミミッ!?　何でここに……っていうか、いつの間にいたんだ!?」

「ぴいっ!?　勇海さん、急にどうしたんで……ぴゃあっ!?　ミミさん、いつの間に!?」

　どうやら来夢も気付いたようで、二人してミミに問いただす。しかし当のミミはといえば、《キラー・ラビット》の象しよう徴ちようである大きな耳を両手で伏ふせ、落ち着いて答えた。

「二人とも、急に大声を出すの、無ぶ粋すいよ。せっかくの雰ふん囲い気きが、勿もつ体たいないわ」

「いや落ち着いてないでさ!?　頼むから説明して欲しいんだけど!?」

「説明、と言われても……偶然よ。偶然、イサミさん達を見かけたから、来てみたの」

「偶然？　そ、そうなのか？」

「ええ、もちろん……ウソなんて吐つく理由、あるかしら？」

　ミミの言う事も、尤もつともだ。来夢が気にしていた謎なぞの視線や、ユニとカーミラの事もあり、つい神経質に尋たずねてしまったが、少なくともミミに噓うそを吐いている様子は無い。

　自意識過か剰じようを恥はじる勇海だが、不意に周りが暗くなる。太陽が雲に隠かくれたのかと、空を見上げようとした勇海だが──その視界は、二つの立派なお山に阻はばまれた。

「私もいるわよ、勇海く～ん♪　うふふ……会いたかったわ～♪」

「こ、この声は、カナ子さん!?　顔、全く見えないけども！」

　ならば、勇海の視界を阻んでいるのは、彼女の大きなお胸だろう。《鬼オーガ》の亜あ人じんとは思えない、のんびりした声を送ってくる彼女に、慌てて立ち上がった勇海が話しかけた。

「か、カナ子さんまでいるってコトは、やっぱり買い出しなんだよな？　確かミミとペアだったはずだし……こうして鉢はち合あわせるなんて、ホントに奇遇だな」

「ん～？　えっと～……そうそう～。とっても奇遇ね～♪」

「な、なんか微び妙みような間があったけど……にしても公園で会うってコトは、二人ともここで待ち合わせでもしてたのか？　確か二人の担当は、飾かざり付けとかに使う木材だよな……今から買い出しに行ったり？」

　勇海が尋ねると、ミミはきょとんと首を傾げ、落ち着いた声こわ色いろで返答してきた。

「？　いえ、買い出しには行かないわ。学園祭で必要なモノ、調達はするけど」

「ミミ？　えっと……どういう意味だ？　調達するなら、買い出しに行くんじゃ？」

「ううん、違ちがうわ。ここで……調達するの」

　その不明めい瞭りような発言を勇海が理解できずにいると、ミミとカナ子は息ピッタリに言う。

「この森林公園に生えてる木を」「一本、もらっていくの～♪」

「なるほど！　よーし、止めるぞー！　そんなコトしなくても木材くらいお店で買えばイイし、そもそも公園の木なんて勝手に伐きって持っていっちゃ、ダメだからな!?」

　至し極ごく真っ当な意見で二人を諫いさめようとする勇海だが、カナ子が相変わらずのほんわかとした口調で、安心させるように言葉を紡つむいだ。

「うふふ、大丈夫よ～、勇海くん。ちゃあ～んと許可は、取ってるから～」

「許可って、学園の関係者から？　って、一体誰が許可なんて出して──」

『……あ、あれれ～っ!?　ゆゆ結ゆう城きくんと来くる栖すさんじゃないですか！　偶ぐう然ぜん……ホント紛まごう方無く、完全なる偶然ですねーコレ!?』

　突とつ然ぜんに割り込んできた、不自然極きわまりない焦あせり声に、勇海は聞き覚えがあった。そう、彼女は勇海の所属する〝問題児クラス〟の担任エルフ、ティティ先生である。

「お、お二人も学園祭の買い出しですか？　き、奇き遇ぐうですねー！　実はわたしもミミさん達にお願いされて、一緒に監かん視しを……はっ!?　いえ監視といっても、木の伐ばつ採さい許可を取った身として、ミミさん達をですけどね!?　決して結城くん達ではなく、ねっ!?」

「いやあのティティ先生、落ち着いてくれます!?　一体どうしちゃったんですか!?」

　何も聞いていないのに、勝手に色々と喋ってくれるティティの様子は、明らかに不自然だ。勇海は困こん惑わくしながらも、ティティに向けて問いかけてみる事にする。

「あ、あの、ティティ先生。そういえばついさっきも、ユニやカーミラに出くわしたんですけど……この公園でも、ミミやカナ子さんに、ティティ先生とまで会っちゃったりして。ちょっと奇遇すぎると思うんですけど、これってホントに偶然なんで──」

「も、もちろんですよ!?　結城くんと来栖さんが二人きりで買い出しに行くのが気になって、得意の《通信魔ま法ほう》で所在を確認してクラスメイトの皆みなさんに連れん絡らくを取ってたなんて、ありえません！　あくまで偶然……そう、ミミさんと鬼き怒ぬ川がわさんと一緒に、今まさに偶然を装よそおってるだけですー!?」

「食い気味に全すべて暴ばく露ろしてくれてどうも！　買い出しに行くだけなのに、何で俺ってそこまで信用ないんだ!?　ていうか教室で皆みんなの様子がおかしかったのも、そういうコト!?」

「……は、はうあ!?　《金きん竜りゆう王おう》様でさえ欺あざむいたこのわたしを、こうも容易たやすく手玉に取るとは……ユウキくん、恐るべし！」

「手玉どころか、手の平に乗る前にコロコロ落っこちてますけどね！　自ら！」

〝問題児クラス〟の担任・ティティのうっかりっぷりは、問題児以上に大問題ではなかろうか。だが、つまり先ほど『偶然』を装っていたミミとカナ子は、偽いつわりだった訳で。

「それと。……ミミ？　カナ子さん？」

「………ぁ、ぁぅ」「？　うふふ～♪」

　ミミはバツが悪そうに、顔を背そむけている。……カナ子は普ふ通つうにニコニコしているが。

　さて、勇海が彼女達を黙だまって見つめていると、ミミが堪たえかねたように口を開いた。

「わ、ワタシ、暗殺者の家系で……き、危険な女？　だから……ウソくらい、つくの。えっと、だから、こういうコトも、あるというか」

「けど将来、暗殺者になる気はないんだよな？　なら、ウソは控ひかえないとな？」

「ぁぅ。……う、うう。だって、だって……わ、ワタシっ……」

　普ふ段だんはクールなミミが、珍めずらしく狼ろう狽ばいしていると思いきや、次の瞬しゆん間かん。

「わ、ワタシだって──イサミさんに、〝かまってほしい〟のっ！」

「！　……み、ミミ？」

「けど、そんなコト、恥ずかしくて言えないもの……け、結局言っちゃったけど。だから、二人でお出かけできる、来夢さんが……羨うらやましくて、気になって、ジッとしてられなくて……でも、ウソまでついて、迷惑かけて……ご、ごめんなさい」

「いや、迷惑だなんて、そこまでは思ってないって。むしろ俺のほうこそ、責めてるみたいな感じになっちゃって、ごめんな」

　素す直なおに謝ってくるミミに、勇海も謝り返すが、更さらにカナ子も声を上げてきた。

「勇海くんに〝かまってほしい〟っていうなら、私もよ～。だから今、勇海くんに会いたくて、ここに来たの～。でも、邪魔しちゃってたなら、ごめんなさい～……」

「そんな、邪魔だとも思ってないってば。だからカナ子さんも、謝る必要なんて……」

　しゅん、と落ち込んだ様子の二人に、勇海も思わず言葉に詰つまる。

　しかし、そんな二人に横から声をかけたのは、来夢だった。

「あのう……わたし、ミミさんと鬼怒川さんの気持ち……わかります」

「ら、来夢、さん？」「来夢ちゃん～？」

「もしわたしが逆の立場なら、ミミさんや鬼怒川さん、一角さんやカーミラさんと、同じような行動に出てたかも……いえ、きっと出ちゃってたと思います。気になって、どうしようもなくなって……だから、えっと」

　ミミとカナ子、二人の手を優やさしく取りながら、来夢は明るく言い放った。

「もう、そんなに……落ち込まないでくださいっ。勇海さんはきっと、そんなこと、気にしませんし……いつまでも暗い顔してると、きらわれちゃいますよっ？」

「……来夢さん、ワタシ達のコト、励はげましてくれてるの？」

「来夢ちゃんったら……うふふ、もうっ、抱だきしめたくなっちゃうわ～♪」

　来夢が手を取り、励ましてくれたおかげで、落ち込んでいた二人は顔を上げてくれた。勇海もまた、来夢に心の中で感謝しつつ、ミミとカナ子に語りかける。

「二人とも、寂さびしい思いさせちゃってたなら、ごめんな。それに気付かなかったんだから、俺も悪かった。だから、そのお詫わび、ってワケじゃないけど」

　ミミとカナ子、それぞれの目を真っ直すぐ見てから、勇海は言った。

「今度ちゃんと、埋うめ合わせするよ。買い物とかでも付き合うし、やりたいコトがあれば手伝う。何でも言ってくれてイイからな！」

「！　イサミさん、それホントっ……あっ。いえ、その……う、嬉うれしいわ。……です」

「わぁ～、それ、とっても素敵ね～♪　勇海くん、約束よ～っ♪」

「ああ、もちろんだ！　……ユニとカーミラにも、っていうか、クラスの皆にも伝えないとな。俺が気付かない内に、寂しい思いさせちゃってるかもしれないし」

　全員分の埋め合わせは、なかなか骨が折れそうだが、それほど苦に思わないのも不思議なものだ。と、なぜか担任であるティティ先生が手を挙げてきて。

「あ、あのぉ～……わたしは、わたしは頭数に入ってます～？　あ、あの～」

「いやあの、イヤってワケじゃないですけど、教職者的にそれってアリなんですか？」

「が、学園の時間でなければ、わたしだって一個人ですからっ！　教師である前に、一人の七十八歳独身エルフですからっ！　で、ですから、わたしもーっ！」

「わ、分かりました!?　ティティ先生がイイなら、付き合いますってば！」

「や、やたっ！　あ……こ、こほん。う、うふっ、ありがとうございます、ユウキくん」

　何やら大人ぶって取り繕つくろっているが、大いに手て遅おくれな気がする。軽く微妙な心境に陥おちいる勇海だが、そこでミミとカナ子が、〝本来の目的〟を果たそうと動き始めた。

「さて、それじゃワタシ達も……そろそろ、調達しましょう。目的のモノを」

「あっ、そうね～、ミミちゃんっ。ん～、この木なんて、いいかも～？」

「ええ、いいわ。それじゃ、カナ子さん、お願いね」

「うふふ、任せて～♪　それじゃ、早さつ速そく～」

　どうやら本当に、木を一本持っていくつもりらしい。二人が狙ねらいを付けたのは、なかなかしっかりした大木だ。しかし不思議な事に、二人は道具の一つも持っていない。

　一体どうするのだろう、と勇海が注目していると、カナ子は右手を振ふりかぶり、

「せえーのっ、え[image: ～][image: ～][image: ～]いっ♪」

　右手を振り下ろすと、和なごやかな声とは裏腹に──めぎりっ、鈍にぶい音を立て、たった一いち撃げきで大木が倒たおれ始める。更に、傾かたむく大木が地に横よこ倒だおしになるよりも、速く、ただ迅はやく。

「あとは任せて──ふっ！　はあっ……やあっ！」

　氷の刃やいばを両手に形成したミミが、目にも留まらぬ速度で大木の周囲を駆かけ巡めぐる。見る見るうちに大木は解体され、均一に切り揃そろえられた木材が積み上げられていった。

　結果、なんと物の数秒で、有り余るほどの木材が出来上がってしまう。

「ん。木材の調達、完かん了りよう。あとは落ちないよう、きつく縛しばって……カナ子さん、お願い」

「は～い♪　よいしょ、っと～。……それじゃ、勇海くん～っ」

　山積みになった、大木丸々一本分の木材を軽々と背負い、カナ子が微笑ほほえんできた。

「約束、お願いね～♪　楽しみにしてるわ～っ♪」

「わ、ワタシもっ。今度ちゃんと、〝かまって〟、ね？　そ、それじゃっ」

　ミミも、カナ子でさえ、ほんのり顔を赤らめ、乙女おとめの表情を見せてくれる。それは思わず、胸のときめく反応だった──直前の無む双そうぶりさえ、目まの当たりにしていなければ。

「……約束、ちゃんと守らないとなぁ。はは、ははは……」

「い、勇海さん……その、なんというかぁ……ご、ご武運を、ですっ」

　来夢の言葉は決して冗じよう談だんではなく、正まさしく激げき励れいであるのが悩なやましいところだ。




　　　　■■■




　ミミとカナ子、そしてティティと別れた後は、驚おどろくほどスムーズに買い出しが進んだ。他ほかのクラスメイトに会うかもしれない、と思っていたが、その予想も外れる。

　結果、昼を少し過ぎる頃ころには、ほとんどの買い出しが終わってしまった。

「えーと、これで大体、終わりかな。結構な大荷物になったけど……」

「あ……思ったより、早く終わっちゃいましたね……あう」

　仕事は全まつとうできたのに、なぜか残念そうな来夢が、少し不思議である。とはいえ、二人して両手に荷物を抱かかえている状態で、自由に身動きが取れる状態でもない。

　とりあえず、学園内には学園祭専用の保管所が作られているし、そこに荷物を置きに行き、それで解散か──勇海が軽く段取りを思い浮うかべていた、その時。

「───イサミ、来夢」

　勇海にしてみれば完全に聞きなれた、凜りんとした声が響ひびいてくる。呼びかけられた方向を確かく認にんすると、そこには誇こ張ちようなしで金色に輝かがやく美少女ドラゴン・エイミと、勇海の幼おさな馴な染じみにして生徒会長エルフでもあるミリィが立っていた。

「あれ？　エイミとミリィじゃないか。どうしたんだ？　あっ、そういえば二人も、ペアだったよな。エイミは朝からいなかったし、もしかして買い出しに──」

「っ──ごめんっ！」「ご、ごめんなさいっ！」

「へ？　な、何で急に謝るんだ？」

　要領を得ず困惑する勇海に、暫しばしの沈ちん黙もくを経て、まずはエイミが語り始める。

「あ、あのな？　実は今日、私達……ずっとイサミと来夢の事、見張ってたんだ」

「み、見張ってた？　って、じゃあユニ達と別れた後に来夢が気にしてた、『誰だれかに見られてる気がする』っていうのは……エイミとミリィのコトだったのか？」

「う、うん。二人が買い出しに託かこつけて、イチャイチャするんじゃないかと、心配で」

「エイミとミリィまでそんなコト考えてたの!?　俺の信用、低空飛行すぎない!?」

「ち、違ちがうんだっ！　イサミを信用してないんじゃなくって……ただ、私達が嫉しつ妬としてただけだったんだって、さっき気付いたんだっ！」

　エイミの絞しぼり出すような叫さけびに、勇海は思わず面めん食くらってしまう。どういう意味なのか、と尋たずねるより先に、ミリィが詳くわしく説明してくれた。

「私達、お二人がミミさん達と話していたのも、聞いてたんです。もちろん、その時の来夢さんの言葉も……そうしたら、私達のしてる事が、急に恥はずかしくなって。私達も皆と同じで、ただ勇海ちゃんに〝かまってほしい〟だけだと……ようやく気付いて」

「ミリィ……」

「だから、そのっ……ごめんなさい、ですっ」

　重ねて謝ってくるミリィに、エイミも続き、二人に頭を下げられる。勇海は一度来夢と目を合わせ、彼女が微笑んで頷うなずいたのを確認し、エイミ達に声をかけた。

「いや、ミミ達との話を聞いてたなら、知ってるだろうけど……悪いのは、俺だってそうだ。気付かず寂しい思いをさせてたなら、俺にも充じゆう分ぶんに非があるからさ」

「あ……い、イサミ」「勇海ちゃんっ……」

「だから、俺も悪かった！　……ってコトで、お互たがいに謝り合ったんだし、この話は終わりにしよう。クヨクヨしたりせず、さっぱり割り切るぞっ！」

　勇海が言い切ると、エイミとミリィは顔を見合わせ、続けて頷いてくる。

「あ、ああっ……わかった！　イサミが言うなら、そうするっ。……えへへっ」

「はいっ！　勇海ちゃん……来夢さんも、ありがとうございますっ！」

　久し振ぶりの笑え顔がおを見せてくれた、エイミとミリィ。そんな二人が、「ふう」と息を吐はいたかと思いきや──突とつ然ぜん、けろっ、とした様子で胸を張り。

「うんっ。じゃあもう全然、全く気にしないぞっ。《金竜》は常に前向きに全力な種族だからな。もう完全に振り切ったぞっ」

「立ち直り早すぎない!?　それはそれで、ちょっぴり腑ふに落ちないんだけど!?」

「うふふー、でも勇海ちゃんだって、暗い顔なんてされても、困っちゃいますよね？　来夢さんもミミさん達に言ってましたし、私達だって、きらわれたくないですからっ♪」

「い、いやまあ、元気でいてくれるなら、何よりだけど……それはホント、何よりなんだけどっ……くっ、解げせぬっ！」

　最近はクラスメイトの口くち癖ぐせが板についてしまいそうで、ちょっぴり怖こわい勇海だった。さて、何とも前向きに話が纏まとまった……と思いきや、エイミが思いがけない発言をする。

「よし、それじゃイサミ、来夢。二人の荷物、私達に渡わたすんだ」

「解せぬぅ……んっ？　荷物をって、どういうコトだ？」

「ほらほら、勇海ちゃんっ。来夢さんもお荷物、預かりますからねーっ」

「わっ!?　み、ミリィまで、急にどうしたんだ？」

　問いかける勇海に構わず、二人は全ての荷物を奪うばっていった。

　来夢も困こん惑わくしているが、そんな彼女に向けて、エイミとミリィが順番に語りかける。

「この荷物は、私達が学園の保管所に持っていこう。だから二人はもう少し、お店でも巡って息いき抜ぬきしていくといい」

「ふぇ？　……え、えええっ!?　エイミさん!?」

「ふふっ。お二人は〝学園祭実行委員〟で、ずっと頑がん張ばってくれていますからね。今回だけ、サービスですっ♪　たまには遊んでも、バチは当たりませんよっ」

「み、ミリィさんまで……そ、そんな、わたしなんてっ……あ、あう」

　顔を赤くし、しぱぱっ、と汁しるを飛ばす来夢。そうしている内に、ミリィがテレポートの魔ま法ほうを発動させる。そのまま転移してしまう直前、エイミが声を上げた。

「来夢っ。今日だけは、イサミを譲ゆずろう……今日だけだぞ？　……まあ」

「え、エイミさん？」

「イサミの事では──私は負けないからなっ。覚えておけっ♪」

「！　わ……わたしだって、負けないですよう！　……って、あっ」

　思わず口走ったらしい来夢が、慌あわてて口を押さえるが、対するエイミは『ふっ』と笑みを返し、そのまま転移してしまう。エイミとミリィ、まさに嵐あらしのように過ぎ去っていった二人を見送り、勇海は来夢と顔を見合わせて。

「え、えーと、二人も、ああ言ってたコトだし……ちょっと、遊んでいくか？」

「！　は──はいっ！　……あ、あう」

　元気よく返事した来夢は、それが恥ずかしかったのか、軽く頰ほおを赤らめていた。




　　　　■■■




　亜あ人じん専門の商店街とも呼べる、〝自由商業区〟を道なりに歩きつつ、勇海と来夢は今しがた購こう入にゆうしたクレープを頰ほお張ばっていた。昼食代わりという事でハムサラダとチーズの入ったクレープを齧かじる勇海が、来夢に尋ねかけてみる。

「来夢……昼ごはん、ホントにクレープで良かったのか？　どこかお店とか、入っても良かったんだぞ？　俺が奢おごるなんて言ったから、遠えん慮りよしちゃったんじゃないか？」

「もきゅ？　……ふ、ふえっ!?　違います、違いますっ。……って、あっ！　もしかして勇海さん、お店で食べたかったとか……？」

「いやいや、俺はこういうの好きだし、充分すぎるくらいだよ。このクレープもサービスがイイのか、ハムとかすごいボリュームだしさ。ただ、来夢はイイのかな、って」

　勇海がそう言うと、来夢はクレープに視線を落とした後、軽くはにかんだ表情を浮かべる。そしてぽつぽつと、水面みなもに滴しずくを落とすような、落ち着いた声こわ音ねで語り出した。

「わたし、こういうの……ちょっと、憧あこがれてたんです。二人で並んで歩いて、色んなお店を眺ながめながら、お喋しやべりして……クレープなんて食べながら、たまに交こう換かんしたりして、おいしいね、って笑い合ったり……そうして、ゆったりと過ごす、そんな時間に……」

「……そっか。確かにこういうのって、ちょっとイイよな」

「はいっ。それでっ、隣となりにいるのが勇海さんだと思うと、すっごく幸せに──！　……ぇ。あ、いえ、今の、は……口が、その、ぷるっと滑すべっ……あ、あうう」

　ぷるっと滑ってしまったらしい来夢が、ぷしゅーっ、と沸ふつ騰とうする勢いで真っ赤になる。勇海も不意打ちで顔が赤くなるのを感じていたが、けれど、と行動を起こした。

「来夢。こっちのも、食べてみるか？」

「あう？　……え、ええっ!?　い、いいんですか？　あ、でも……そ、そんなぁ」

「いらないなら、イイんだけどさ。俺だけで、全部食べちゃうかな」

「はわっ、い、イジワルですぅ！　た、食べますっ。あ、あ……あー、んっ」

　勇海の差し出したクレープに、はみっ、とささやかに来夢が口をつける。小さな口を動かし咀そ嚼しやくした後、お返しとばかりに、今度は来夢がクレープを差し出してきた。

「あ、あのっ……良かったら、勇海さんも……わたしの、どうぞっ！」

「イイのか？　それじゃ、一口だけ……もぐっ」

　クレープに嚙かみつき、勇海も頰張ってみせると、来夢は柔やわらかな微び笑しようを浮かべ、

「お……おいしいですねっ」

「ああ、おいしいな！」

「……あ、あはっ……えへへっ♪」

　互いにクレープを味見させ、おいしいね、と笑い合う。そんな、ささやかで穏おだやかな時間の中、来夢はとても幸せそうだった。その笑顔を見て、勇海も思わず頰が緩ゆるむ……が、この和なごやかな空気をぶち壊こわすのを覚かく悟ごで、聞かずにはいられない事があった。
















「ところで来夢。その……来夢の食べてるクレープって、ナニが入ってるんだ？」

「もきゅ？　んくっ、これは……マックスぷるぷるゼリー、ブルーハワイ味ですよっ！」

「そっか……何とも形容しがたい、新感覚の味と食感だよな……」

「はいっ、とってもおいしいですよね！　ゼリー、好きなんですぅ……ぷるぷるっ♪」

　クレープ生き地じに包まれた大量のゼリーが、なかなかアグレッシブな食感を演出していたのだが、来夢はいたく気に入っている様子だ。

　来夢が幸せならそれでいいか、と遠い目をする勇海。そこで不意に来夢が足を止め、

「あっ。……わあ、綺き麗れい……」

「来夢？　急に立ち止まって、どうしたんだ？」

　言いながら勇海が、来夢の視線の先を目で追うと、そこはアクセサリーを売る露ろ店てんだった。その中に一つ、来夢が注視している物を見て、勇海は何となく納なつ得とくする。

　それは零こぼれる水すい滴てきのような、アクアマリン色のモチーフをあしらったネックレス。見ようによっては、スライム形のモチーフにも見える。

「ふふっ……あのネックレス、なんだかスライムみたいですよねっ。って、わたしが《スライム》の亜人だから、そう思うのかもですけど」

「いや、実は俺も、そう思ってたトコだよ。何となく、来夢に似合いそうだよな」

「え……う、うーん、あんなに綺麗なの、わたしには似合わないですよう。それより……あっちの金色のブレスレットは、エイミさんに似合いそうですねっ。ピンクのリボンは、アンさんに……緑の指輪は、ミリィさんにっ。他ほかには、他にはぁ……」

　露店を楽しそうに眺めている来夢の横から、勇海はこっそり手を伸のばし──アクアマリンのネックレスを手にし、手早く会計を済ませた。

　ワンテンポ遅おくれて気付いたらしい来夢が、勇海を見つめて問いかけてくる。

「……あ、あれっ？　勇海さんも、そのネックレス……気に入ったんですかぁ？」

「ん？　あー、えっと……うん、そうだな。来夢に似合いそうで、気に入ったんだよ。だからこれ、プレゼントな」

「へ？　……え、ええっ!?　な、なに言ってるんですかぁ！　わたし、そんなつもりで見てたんじゃないですよう!?　無む駄だ遣づかいしちゃダメですっ、勇海さんっ！」

「俺だって、無駄遣いのつもりなんて無いぞ。来夢は、自分には似合わない、なんて言ったけど……俺は本当に、来夢に似合うと思ったんだ。それを証明したかったんだよ」

「え……い、いえ、そのっ、お気持ちは嬉うれしいですけど……でも、やっぱりダメですっ。お金、ちゃんと払はらいますから──」

「えーい、聞く耳持たん！　動くなよ、来夢……よ、っと！」

「ひゃ、ひゃわっ!?　あ、あのあの、勇海さんっ……!?」

　強ごう引いんに来夢の背後に回り込んだ勇海が、彼女の無防備な首筋に狙ねらいを定める。水すい筒とうの紐ひもと水色に潤うるおう髪かみをかき上げ、『ひんっ』と漏もれた声にも構わず、目的を果たしてみせた。

　勇海の戦果として、来夢の首からは──水滴のようなモチーフの、ネックレスが。

「あ……い、勇海さん、これ……」

「……うん！　よく似合ってるぞ、来夢！　やっぱり俺の目に、狂くるいはなかったなっ。それじゃ満足したし、行こうかっ」

「あ……待ってください、勇海さんっ。こ、こんな素す敵てきなもの、貰もらうなんて──」

「……デートの記念としても、ダメか？」

「──ふぇっ。で、デート……えっ!?　これ、デートなんですかぁ!?　けど、勇海さんは買い出しって、ずっと言って……」

「うん、それはまあ、買い出しの時はそうだけどさ。でも、エイミとミリィに荷物を預かってもらってからは、よく考ると……これデートなんじゃ？　って思ってさ」

「あっ。……い、言われてみれば、確かにっ!?」

　そこで来夢も思い至ったのか、何やら衝しよう撃げきを受けているが、勇海はそのまま続ける。

「それに、さっきさ……二人でゆったり過ごす時間に、憧れてるって言ってただろ？　つまり、それって……デートしてみたかった、ってコトじゃないかと思ってさ」

「はうっ。そ、それは……な、なにも、言い返せませんけどぅ……」

「だから、そのネックレス……デートの一いつ環かんってコトで、何も言わず受け取って欲しいな、って。突つっ返されたら、俺が悲しくなっちゃうぞ？」

　少し卑ひ怯きような言い方だったかな、と勇海は思う。案の定、来夢は少し悩なやんでいたが──白のワンピースの奥で、光を反射して輝かがやくネックレスに手を添そえ、言葉を紡つむいできた。

「わたし……わたし、このネックレス……大切にします、宝物にしますっ。だから、えと、その……勇海さん、ありがとうございますぅ！」

「……ああ！　そうしてくれると……俺も嬉しいぞ！」

　来夢が今日一番の笑え顔がおを見せてくれたのを見て、勇海も素直に笑顔を返し。

　この日は、二人でゆったりと──日が暮れるまで、共に過ごしたのだった。








第二章　許嫁いいなずけ達の、同どう棲せい・楽園・スクリーム









　学園祭の日まで、残すところ、あと十日。学園から帰宅した勇いさ海みは、寮りようのリビングで掃そう除じに勤いそしんでいた。普ふ段だんから使っている広いテーブルを拭ふき終えて、軽く息を吐はく。

「よーし、とりあえずこれで、お迎むかえの準備は整ったかな」

　時刻は夕方、布ふ巾きんを置いた勇海が呟つぶやく通り、今日は来客がある日だ。後は待つだけ、と構えていると、絶ぜつ妙みようなタイミングで玄げん関かんの呼よび鈴りんがなった。

「おっ、来たかな。はーい、すぐ出まーす」

　確かく認にん用のカメラは一応ついているが、確認するまでもない、と勇海は玄関に赴おもむく。そして大きな扉とびらに手を掛かけ、ゆっくり開け放つと。

「来らい夢む！　いらっしゃい、待ってたぞ」

「……はわっ！　い、勇海さん、その……お、お邪じや魔ましますぅ！」

　訪おとずれたのは、肩かた掛かけバッグを下げた、来夢。一度彼女自身の寮に戻もどってから、私服に着き替かえてきたのだろう。前に勇海が『似合う』と言ったワンピースを着ている。

　もじもじとして頰を赤らめる彼女に、勇海は軽く笑いかけた。

「来夢、今日もワンピースなんだな。うんうん、何度見ても、ホントに似合ってるな」

「……ふえっ!?　い、いえ、そんなことっ……わ、わたし、お洋服は、こういう地味なのばかりで、その……わ、ワンパターンで、恥はずかしいくらいでぇ……」

「そんなコトないって。前の時も思ってたけど、清せい楚そな感じが来夢の雰ふん囲い気きにはピッタリ合ってるし。……って、何かまた、恥ずかしいコト言っちゃってる気がするけどさ」

「ぁ、ぁぅ。うぅ……は、はい、恥ずかしいですよう、ぷるぷるぅ……」

　二回目ともなると、少しは慣れたのか、素直な言葉が勝手に出てくる。とはいえ来夢の方は顔を真っ赤にし、俯うつむいてしまったが。

　さすがに勇海も気き恥はずかしくなり、とにかく、と来夢を家に上げようとする。

「ま、まあ、そろそろ家に入ろうか。どうぞ、来夢」

「あっ……はいっ！　お、お邪魔しますねっ」

　勇海が扉を開きながら促うながすと、来夢は小走りでついてきた。

　玄関で靴くつを脱ぬいだ彼女を伴ともない、廊ろう下かを渡わたり、リビングへと向かう。微び妙みように緊きん張ちようした様子の来夢をソファに腰こしかけさせてから、勇海はお茶の準備を始めた。

「じゃあ、お茶とお菓か子しでも持ってくるから、ちょっと待っててな」

「あっ……わ、わたしもそのっ、手伝いますっ！」

「いやいや、来夢はお客さんなんだからさ。主人、とまで言うのは恥ずかしいけど……この寮に住んでる俺としては、楽にしててくれたほうが嬉しいぞ？」

「う、うう、じゃあ、お言葉に甘えてぇ……ぷるるんっ」

　初めてこの寮に来た訳ではないはずだが、やはり緊張しているのか、『ぷるるん』と柔じゆう軟なんそうな体とは裏腹に、どことなく動作が固い。

　来夢の前のテーブルにお茶とお菓子を並べた勇海が、彼女とは少し離はなれた位置に腰かけ、緊張を解ほぐそうと出来る限り穏やかな口調で告げる。

「それじゃ早さつ速そくだけど、始めようか。〝あれ〟、持ってきた？」

「は、はい、もちろんっ。えっと……これですぅ」

　頷うなずいた来夢が、持参していた肩掛けバッグに手を突っ込み、数冊のノートを取り出す。それは、迫せまる学園祭の準備に使用した、経費や材料費などを記録する帳ちよう簿ぼだ。

　今日、勇海が来夢を寮に招いた理由は、彼女と帳簿管理を行うためである。バッグから更さらに大量の領収書の束を取り出した来夢が、それをテーブルの上に規則正しく並べた。

　種類別で分けているため、帳簿の数もそれなりに多い。なかなか大変そうではあるが、勇海は前向きな言葉を口にした。

「さすがに結構あるけど、学園祭までは、まだ十日もあるからな。少しずつやっておけば、後が楽だからさ。来夢、頑がん張ばろう！」

「は、はいっ！　わたし、こういうの得意ですから……頼たよりにしてくださいねっ」

「おっ、頼たのもしいな！　まあ帳簿の提出自体は学園祭が終わってからだし、暫しばらく待ってもらえるみたいだから、焦あせる必要はないぞ。気楽にやっていこうか」

「了りよう解かいですっ。ふ、二人でがんばってぇ……あ。……そ、そういえばぁ」

　作業に取り掛かろうとしていた来夢が、不意に辺りを見回し始める。どうしたのだろう、と勇海が首を傾かしげていると、来夢はおずおずと尋たずねてきた。

「エイミさんとアンさんも、一いつ緒しよに住んでるんです……よね？　確かわたしが、放課後にお邪魔するって教室で言った時、お二人も寮で学園祭の準備をする、って言ってましたけど……お姿が見えないので、ちょっと気になっちゃって」

「ん？　ああ、二人とも帰ってきてから、それぞれ用事してるみたいだな。でも、同じ家に居るのは確かだし、そのうちリビングに来ると思うけど」

「そ、そうですかっ。では、とりあえず二人でお仕事を……って、あっ」

　来夢が仕事に取り掛かろうとした、その時──がちゃり、廊下とリビングを繫つなぐ扉が開く。すると、リビングに入ってきたのは、今まさに話題に上っていたエイミで。

「ふう～、いいお湯だったぞ、イサミっ♪　……ん？　ああ、来夢。もう来てたのか」

「あ、お邪魔してま──ってエイミさーんっ!?」

「ど、どうした来夢、急に大声なんて出して。ビックリするじゃないか」

「いえビックリしたのはこっちですよう!?　なな、なんて恰かつ好こうしてるんですかっ!?」

　来夢が驚おどろくのも、無理はない。そこに立っていたのは、風ふ呂ろ上あがりのエイミである。だが、しかし、男である勇海がいるのにも拘かかわらず、身に着けているのはバスタオル一枚。

　比ひ喩ゆでも誇こ張ちようでもなく黄金色の輝きを放つ白しら肌はだに、つう、と伝う水滴が艶なまめかしい。そんなエイミに、勇海は顔を赤くし──思いきり顔を逸そらし、努めて平静に語りかけた。

「エイミ……いつも言ってるけど、ちゃんと体を拭いて、服を着てくるんだ……」

「勇海さん、何度もこんなことがあるんですか!?　いつもと言っちゃうほどに!?」

　来夢に問いただされる勇海だが、今だけはノーコメントを決め込んだ。にも拘わらず、当のエイミは遠えん慮りよする様子もなく、その恰好のまま勇海に接近してきて。

「むーっ、イサミってば、何で目を逸らすんだ？　イサミになら良いって言ってるのにー……もーっ、少しは慣れないと、これから先も大変だぞ？」

「エイミ、違ちがうぞエイミ。これは慣れちゃダメなんだ。だからちゃんと服を──」

「ん？　ところで今、イサミは何してるんだ？　あ、学園祭の帳簿か。こういう細かいの、私は苦手なんだ……ちょっと見せてね、よいしょっと」

「あああああ。乗り出してきちゃダメだって……当たって……うわああああああ」

「うーん、やっぱり難しいな。こんなの出来るなんて、イサミはやっぱりすごいなっ♪　……イサミ？　ねーねーイサミ、イサミー？　どうしたんだ？」

　エイミが地上最強の種族、《金きん竜りゆう》の亜あ人じんだという事を、勇海は改めて思い知らされる。その豊かすぎるスタイルを武器に、天てん真しん爛らん漫まんかつマイペースに攻せめてくる彼女の攻こう撃げき力がどれほど強大なのか、本人は本能的に理解しているのだろうか。

　まあ考え過ぎだろうが、そこで来夢が憤ふん慨がいして割り込んでくる。

「もおっ……いい加減にしてください、エイミさんっ！　いくら〝許嫁〟だからって、限度がありますよう!?　同居してるんなら、なおさら節度を持ってくださいっ！」

「むっ。来夢まで何だ、そんな……ミリィと同じような事を言って」

「それはミリィさんが正しいですよ!?　もうっ……早く服を着てきてくださぁい！」

「むー、仕方ないな。来夢にはお料理を教えてもらった恩義もあるし、今回は引き下がるとしよう。それじゃイサミ、また後でなっ♪」

　最後に一言残してから、エイミが手を振ふって退室していく。二階の彼女の部屋へと向かう足音を聞きながら、勇海は来夢へと声をかけた。

「ご、ごめんな、来夢に止めさせちゃって。ホントは俺が、もっとちゃんと止めなきゃいけないんだろうけど」

「い、いえっ。……あ、でも、勇海さんの鼻の下、ちょっと伸のびてたようなぁ～……」

「そっそそ、そんなコトないぞ!?　いや本当に、気のせいっていうか、うん!?」

「本当ですかぁ？　む～、む～……」

　珍めずらしくジト目で言げん及きゆうしてくる来夢に、勇海もタジタジになってしまう。対する来夢は、まだ不満はありそうだが、渋しぶ々しぶ元の位置に戻った。

「むむーっ……本当はまだ心配ですけど、分かりましたぁ……よく考えればアンさんも、一緒に住んでるんですよね。じゃあ普段は、アンさんが止めてくれてるはずで……」

「えっ、あっ、そうだな。アンが居合わせてたら、確かに止めてくれるし」

「そうですよねっ。アンさんはしっかり者さんですから、一安心で──」

　来夢が安あん堵どの息を吐こうとした、その時──再びリビングの扉が、ぱたん、と開かれる。すると、リビングに現れたのは、今まさに話題に上っていたアンで。

「ねーイサミーっ？　洗せん濯たく物もの、アタシの分もちゃんと取り込んでくれたー？」

「アンさーん!?　洗濯物を勇海さんに取り込ませたんですか!?　それって、自分の衣類とかでしょう……？　女の子として、恥ずかしくないんですかぁ!?」

「きゃっ!?　ら、来夢、来てたのね。……って、いつもしてもらってるワケじゃないわよ!?　今日は偶ぐう然ぜんっていうか、その、たまにっていうか」

「たまにでもダメですう！　勇海さんは男の人なんですよっ!?　勇海さんも気を遣つかっちゃいますし……って、まさかとは思いますけど、下着とかは……？」

「さ、触さわらせるワケないでしょっ!?　洗せん濯たくも干すのも、ちゃんと自分で………あっ」

「……アンさん？　あの、その不ふ穏おんな『あっ』は一体……どういう……？」

　アンはバツが悪そうに顔を背そむけ、何も答えない。その様子に不安を感じたのか、勇海は来夢に問いかけられるよう見つめられ、アンに返事するのと同時に答えを出した。

「ああ、うん、洗濯物、ちゃんと取り込んだよ。……下着も全部、入れといた」

「やっぱり勇海さんにさせちゃってるじゃないですかぁ！　女子として本当にダメですよ、デリケートな部分ですよう!?　取り込みだけとはいえ、触らせちゃうなんて……」

「あ、そうそう……きちんと畳たたんで置いてるから、後で部屋に持って帰ってね……」

「がっつり触らせちゃってますし！　勇海さんの目から光が消えちゃってますよ!?」

「左手は添そえるだけ、右手も添えるだけ……そして心は殺すだけ。我を失なくして無私の境地に立てば、己おのれが何も感じぬ内に、下着とて自おのずと畳まれてゆくべし……」

「勇海さんが悟さとりを開く勢いに！　どうしてこんなになるまで放ほうっておいたんです!?」

　遠い目をする勇海だが、内心で『今日の来夢、ツッコミ絶好調だなぁ』と考えていたりもするのだった。

　それはともかく、アンは来夢の追つい及きゆうに窮きゆうしてか、洗濯物を手にリビングを飛び出す。

「と、とにかくっ！　アタシ、一回部屋に戻るから、この話は終わりにしましょ？　あ、勇海、洗濯物ありがとっ。それじゃ、また後でっ！」

「あっ、アンさん!?　まだ話は終わってないで……もう、もうもうっ！」

　珍しくぷりぷりと、いやぷるぷると怒おこる来夢が、はあ、と深いため息を吐つく。

「はあ……勇海さんの同どう棲せい生活が、こんなにも乱れてるなんて……しっかり者のアンさんがいるから、もっと節度をもってると思ってたんですけど……」

「い、いや、エイミもアンも、普ふ段だんからあんな感じってワケじゃないんだぞ？　ちゃんと締しめるところは締めてくれるし、実際アンは諫いさめてくれるコトも多いしさ」

「ほ、ほんとですかぁ？　う～ん……それならいいんですけどぉ……」

「──勇海の言う通りだ。心配しすぎだぞ、来夢」

「はうっ。あ……え、エイミさん？」

　いつの間にかリビングに入っていたのは、少し前に自室へ向かったはずのエイミ。今度はきちんと服を着てきた彼女が、自信に満ち溢あふれた声を来夢に送る。

「私達とて、守るべき節度は、きちんと守っている。その証しよう拠こに、ふふっ……見ろ！　この通り、ちゃんと服だって着ているだろう！」

「いえエイミさん、当たり前ですからね。当たり前のことで胸を張られましても……」

「誇ほこり高き《金竜》の亜人たるこの肉体、ダンナであるイサミにだけは、見せつけたい気もするが……ふっ、〝許嫁いいなずけ〟として貞てい淑しゆくな一面も見せるために、我が慢まんしないとなっ」

「貞淑な人はお風呂上がりに、バスタオル一枚で出てこないんですよ？　もう～……エイミさんは、もっと自重してくださいっ」

　来夢は〝問題児クラス〟でも真ま面じ目めなほうだし、寮りようでの事とはいえ風紀が乱れるのは見過ごせないのか、エイミを厳しく窘たしなめている。すると、エイミに続いてアンもリビングに舞まい戻もどってきて、共感するような声を上げた。

「全く、来夢の言う通りよっ！　エイミってば抱だき着いたり押し付けたり、隙すきあらば勇海とイチャつこうとしてっ。ホンット、いい加減にしなさいっていう──」

「アンさんもですよ？　勇海さんに下着まで畳ませちゃうなんて、エイミさんのことばかり言えませんっ。アンさん自身、もっと気を付けてくださいっ！」

「うっ。い、いやその、それはちょっと油断しちゃっただけでね？」

「その油断が事故の元ですぅ！　普段はしっかりしてるんですから、生活習慣もしっかりしてくださいっ。じゃないと、勇海さんが大変で──」

「わ、わかったわよ、わかったってば!?　あ、そうだわっ、それより、学園祭の準備をしにきたんでしょっ？　こんなコトしてないで、さっさと進めましょっ」

「むむむ。何だか誤ご魔ま化かそうとしてるような……う～、仕方ないですぅ」

　まだまだ言い足りなそうな来夢だが、慌あわて気味のアンに促うながされ、勇海の左ひだり隣どなりで帳ちよう簿ぼ管理を行おうとする。ちなみに、来夢は気付いているのかいないのか、最初に二人で座った時よりも、随ずい分ぶんと距きよ離りが近づいているのだが。

　難を逃のがれたと一息吐いたアンも、来夢とは反対側の勇海の右みぎ隣どなりに腰こしかける。軽く身を乗り出してきたアンが、領収書の山の一つに目を向けながら呟つぶやいた。

「にしても、ホントすごい量ね。二人だけじゃ大変そうだし、アタシもそっちを手伝おうかしら。イイでしょ、勇海？」

「ん？　ああ、それはもちろん……それじゃ三人で、三等分して作業しようか」

「イイわよ、そんなケチ臭くさいコト言ってないで、半分貸しなさい。アタシ、計算とか得意だし。さーて、それじゃ片付けていくとしますかっ。ノートも一冊もらうわよー」

「い、いやでも、かなり多いぞ？　半分もなんて、丸一日かけても終わらなそうな……」

「大だい丈じよう夫ぶだってば。それじゃ、集中するから。………んん」

　帳簿に使うノートを広げたアンが、ペンを取り、言葉通りに集中する。大量の領収書を幾いくつかの束に分け、規則正しく並べると、黙もく々もくとノートに書きこみ始めた。

　計算が得意というだけあって、アンの手て際ぎわは非常に良く、領収書がどんどん片付いていく。その目覚ましい仕事ぶりに驚いた勇海が、来夢に話しかけようとした、が。

「さ、さすがアン、こういうトコ見ると、やっぱりしっかり者なんだな、って実感するよな。なあ、来夢……あれ？」

「ごく、ごく……ごくごくっ」

「ら、来夢？　何でお茶を一気飲みして……そんなに喉のどが渇かわいてたのか？」

「ごくんっ……ふうっ。いいえ、勇海さん、見ていてくださいっ。……んっ！」

「へ？　見てて、って……お、おわあっ!?」

　勇海が先だって持ってきていたお茶を、あっという間に飲みほした来夢が、何やら力を籠こめた瞬しゆん間かん──ぼんっ、ぷるるんっ、と来夢のお胸が巨きよ大だい化した。ワンピースと、その下に着き込こんでいたのだろうスクール水着からも、はみ出しかねない勢いで。

　来夢が見ろと言ったのは、これなのか。それはまあ、見ざるを得ない光景ではあるが、しかし帳簿管理中になぜ、と勇海が思っていると。

「いきますようっ……〝ぷち〟ちゃん達、出てきてください……ぷるぷるーっ！」

　来夢がぷるぷると声を上げるのと同時に、彼女の体から小さな《スライム》が、三体ほど飛び出してくる。以前の七不思議でも見た事のある、来夢の分身のような存在だ。

　二頭身ほどのお人形のようで、どこか来夢の面おも影かげがある。それぞれに個性があるのか、来夢に似た気弱そうな子、反対に活発そうな子、やけにおっとりした子までいた。

　そんな三体のスライムに、来夢は顔の横で人差し指を立てながら指示を出す。

「ようし、〝ぷち〟ちゃん達、がんばりますよっ。手分けして帳簿管理しますぅ！」

『ぷ、ぷる～っ』『ぷるぷるぷる～っ！』『ぷるぷるぅ？』

　来夢が仕事に取り掛かかると、〝ぷち〟達もそれに倣ならい、役割分担して作業を始める。

　領収書をチェックする者、小さな体でペンを抱かかえて記入する者、帳簿を広げてページをめくる者、そして特に手際の良い本体の来夢。アンが優ゆう秀しゆうな個の力だとするならば、来夢は統とう率そつのとれた集の力というべきか。

　ノートと領収書の半分をアンが、もう半分を来夢と〝ぷち〟達が担になう。この完かん璧ぺきな布ふ陣じんを目まの当たりにした、勇海の反応はといえば。

（……お、俺の出る幕が、全く無いぞ……!?）

　全すべての領収書と帳簿は、アンと来夢、そして〝ぷち〟達が使っている。完全に手持無ぶ沙さ汰たになってしまった勇海は、何かすべき事はないか、と二人に語りかけた。

「え、えーと、二人とも、俺も何かしようか？　あ、アン、どうかな？」

「ん、んー……肩かたとか、二にの腕うで……マッサージ、お願いー。アタシ、凝こりやすいのー」

「わ、わかった！　よっ、ほっ……あっ、来夢も何か無いか？　何でもするぞ!?」

「……あ、はいー。勇海さんに応おう援えん、してもらえるとー……嬉うれしいですー」

「よ、よし！　がんばれ来夢、すごいぞ来夢！　来夢はよくできる子だぞーっ！」

「ん～、ちょっと勇海ー、座りっぱなしで、足も凝ってきたー。足も揉もんでー」

「え、ええっ!?　うう、何か気が引けるけど……わ、わかった。もみ、もみ……っと」

「あ、勇海さん……〝ぷち〟ちゃん達も、褒ほめてほしいみたいで……お願いしますー」

「お、おお！　〝ぷち〟達も、小さいのにスゴイな！　撫なでてやるぞ、よーしよし」

『ぷ、ぷる？　ぷるぷる……』『ぷるっ、ぷるるぅ♪』『ぷるる～んっ……♡』

（良かった、俺にもできるコトがあるんだっ。こんなに嬉しいコトはない……！）

　帳簿管理の仕事と関係があるのかは微び妙みようなところだが、暇ひまを持て余あますより、ずっといい。さて、アンと来夢のおかげで帳簿管理は順調だが、ふと勇海は考える。

（そういえば、エイミは今、何の仕事してるんだ？　珍めずらしく静かだけど）

　仕事の内容によっては、そちらも手伝えるかもしれない。エイミはどこなのか、と捜さがすまでもなく、勇海の対面側のソファに座っていたのだが。

「あっ、エイミ！　何か作業してるなら、俺にも手伝えるコトは……えっ？」

　言いかけた勇海は、少しだけ呆気あつけに取られた。エイミがしているのは、意外と言っては失礼かもしれないが、針と糸を使った裁さい縫ほう。

　いつもの活動的な様子とは違ちがい、静かに、黙々と、衣い装しようを縫ぬっている。いっそ母性的な雰ふん囲い気きさえ感じる姿に、つい惚ほうけていた勇海が、頭を振ふって尋たずね直した。

「っと……え、エイミ。裁縫、得意なのか？　かなり手て馴なれてるみたいだけど」

「……ん？　あ、イサミ……ふふっ、まあな。《金竜》が《金きん炎えん》の糸を紡つむぐ練習のようなものだ。《金竜女王》と呼ばれたお母様から教わって、私もやるようになったんだ」

「そ、そうなのか？　けど、そういう落ち着いたエイミも……何かちょっと、いいな」

「えっ？　……そ、そっか？　そう言われると、ちょっと照れるな」

　言葉通りに頰ほおを赤らめるエイミだが、勇海の言葉は本心そのもの。黄金色の輝かがやきを放つエイミが、たおやかな動作で針作業をこなす姿は、神秘的にさえ思えた。

　手を動かすエイミが、これまたドキリとするような、はにかんだ笑えみを見せてくる。

「今は演劇の衣装、縫ってるところなんだ。イサミも、楽しみにしててね、えへへっ♡」

「！　あ、ああ、そうだな！　見るのが楽しみだよ、うん」

　勇海は素す直なおに返事してから、軽く頭を搔かきつつ言葉を続けた。

「それにしてもエイミが裁縫得意だったなんて、ちょっと驚おどろいたよ。ほら、料理はどっちかというと、苦手なほうだったしさ」

「むむっ。イサミってば、失礼だぞ？　私だって来夢に習ってからは、かなり上達したんだからな。ちょうどいい……今日は私とアンが料理当番だし、思い知らせてやるっ♪」

「い、いや、上達したのはもちろん知って──えっ。今日の料理当番って、エイミとアンだっけ？」

「うんっ。今日は来夢もお招きしてる訳だし……腕によりをかけるぞっ！」

「……そ、そっか、エイミとアンか。は、ははははは」

　気合充分なエイミとは裏腹に、勇海は少しばかりテンションが下がる。作業に集中していた来夢も気付いたのか、こちらに顔を向けて問いかけてきた。

「？　あのう、勇海さん。エイミさんとアンさんが料理当番だと、問題でもあるんですか？　……はっ、もしかして、また間ま違ちがった練習でもして……!?」

「あ、いや、う～ん……まあ、もうじき晩飯時だし、見ればわかるよ、うん」

「？　そ、そうですか？　う、うーん……？」

　来夢はいまいち不安を拭ぬぐい切れていないらしい。だが今は、勇海の言う通り、夕食の時間まで作業に没ぼつ頭とうする事にしたようだ。




　　　　■■■




　夕飯時を迎むかえ、キッチン近くの食しよく卓たくまで、勇海達は移動していた。勇海と来夢が椅い子すに座って待っていると、まずは料理当番の一人、エイミが大きな皿を持ってくる。

「さあっ、これが私の手料理だ……その舌をもって、とくと味わうが良いっ！」

　何やら戦いが始まりそうな台詞せりふだが、エイミがテーブルに運んできたのは、確かに彼女の手料理だ。けれど、それを目の当たりにした来夢は、愕がく然ぜんとしていた。

「……あの、エイミさん、これが……晩ごはん、です？」

「ああ、その通り──ふっ、驚いたか？」

　確かに来夢は、驚いているらしい。その理由は、料理が失敗しているから……ではない。出された料理が、その献こん立だてが、彼女にとって予想外だったからだろう。

「あの、これ……クッキー、ですよね？」

「うむ！　来夢に教わったお料理だからな。今日は張り切ってみたぞっ！」

「なるほど。……でも確か、他ほかにも色々と教えたはずですよね……？」

「うん。でもまだ、自信がないからなっ。《金竜》は負ける訳にはいかないっ！　だから自信がつくまでは、クッキーを出す事にしてるぞっ」

「なんと。……つまりお料理当番の時は、いつもクッキーをおかずに……と」

「ふふっ、何だか照れるな……さっ、来夢、遠えん慮りよせず食べてみてくれっ」

　エイミが促すと、来夢は素直にクッキーを取り、頰ほお張ばり、感想を述べる……が。

「わあっ、サクサクして、いい歯は応ごたえです。すごいですエイミさん、とっても腕を上げてますねっ。……しかし違うんです！　クッキーは主食になりえないんですようっ!?」

「おお……なんか今日の来夢、珍しくテンション高いな。やる気満々か？」

「望んでのことじゃないですよう!?　もうもう、これじゃ栄養が偏かたよっちゃいますっ！」

　ちょっぴりノリツッコミが入った来夢は、確かにいつもよりテンション高めだ。まあそれも驚いての事だろうが、そこで救いの《聖女》が姿を現す。

「ふふんっ──安心なさい、来夢！　そんな時のために、このアン様がいるのよ！」

「あ、アンさん！　そうですよね、アンさんはお料理が得意じゃない、とは言ってましたけど……できない、とは言ってませんしっ。一体、何を……！」

「お味み噌そ汁しるよ！」

「クッキーの付け合せにお味噌汁を!?　……クッキーに、お味噌汁を!?　いえ、ちょっとそれは、聞いたことが……と、とりあえず一口。んっ、んっ」

「ふふんっ……どうかしら、このアタシの業わざ前まえは。なかなかのもんでしょ？」

「……あの、えっと……何だか、その、とても薄うす味あじ、といいますかぁ……具体的に言うと、お出汁だしとか入ってない、というかぁ……」

　来夢は言葉を選んでいるが、対するアンは、何でもない事のように言ってのけた。

「ええ、体に良さそうでしょ？　……何よ、アタシが《ゾンビ》の亜あ人じんだからって、体に気を遣つかっちゃおかしいっていうの？　ゾンビは肉でも食ってろって言いたいワケ!?」

「アン、誰だれもそんなコト言ってないぞ。アンは何でたまに自じ虐ぎやくネタ挟はさんでくるんだ？」

　勇海が冷静に諫いさめると、ふう、と息を吐はいたアンは落ち着きを取り戻もどし、改めて来夢に語りかけていた。

「もう、そんな心配しないでよ。これだけじゃないったら。ちゃんと主食もあるし」

「そ、そうですよね。わたしったら、早とちりしちゃって。クッキーはデザートにできますし……お味噌汁なら、やっぱりごはんですか？　白米はお味噌汁と相あい性しよう抜ばつ群ぐんで──」

「はい、フランスパン」

「フランスパン！　フランスパンと、クッキーと、お味噌汁！　どこを見ても逃にげ場ばがない、袋ふくろ小路こうじの食卓ですよう!?」

　慄おののき戸と惑まどう来夢だが、勇海はその横で、戦いを始めていた──そう、袋小路の食卓で。

「もぐ、もぐ……はは、フランスパンとクッキーで、口の中パッサパサだな……ごくっ。クッキーの甘かん味みが、薄味の味噌汁と混ざって劇的な感じに……はははは」

「勇海さん、無茶しないでください!?　どんどん生気が失われてますよう!?」

「俺が……俺がちゃんと食べてあげないと、エイミとアンが悲しむんだっ……もぐっ！」

「時には厳しくすることも必要ですってばぁ！　うう、うう～っ……も[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　ぷるぷると体を震ふるわせた来夢が、堪たえかねたかのように立ち上がり、一言。

「今日は、わたしが作りますっ！　お食事は栄養バランスとか、ちゃんと考えないとダメです……ダメダメなんですっ。毎日のことだから、尚なお更さらなんですよう!?」

「おお。なんか来夢は、アレだな。皆みんなのお母さんみたいだな？」

「だからエイミさん、好きでやってるわけじゃないんですってば!?　……というかっ」

　がしっ、と両手でエイミとアンの手をそれぞれ摑つかみ、来夢は二人を引っ張っていく。

「お二人にも、ちゃんと教えますからぁ……台所に付いて来てくださいっ！」

「ふぇ？　ら、来夢？　わかったから、そんなに引っ張るなってば」

「と、取れちゃうから、片かた腕うでぇ！　ちゃ、ちゃんといくから、来夢ーっ!?」

　いつもは大人しい来夢が、エイミとアンを台所に引きずり込んでしまう。何やらお料理指導の声が聞こえてくる中、勇海はクッキーを摘つまみつつ、考え事をする。

（来夢……生活面に関しては、アン以上にしっかりしてるよな。イイお嫁よめさんになりそうだよなあ。にしても、料理指導、ちょっと長くなりそうだけど……）

　そんな事を考えながら、勇海は座ったままの体勢で振り返り、リビングの方へ目を向ける。そこには、まだ終わっていない帳ちよう簿ぼなどが、テーブルの上に置きっ放しのはずで。

「……今日は泊とまりがけかな、うん」

　ぼそり、確信を持った呟つぶやきを漏もらすのだった。




　　　　■■■




　結局あれから、来夢の作ってくれたバランスの良い夕食を平らげ、勇海達は改めて仕事に臨のぞんだ。集中して仕事に徹てつした甲か斐いもあり、帳簿の管理も一段落している。リビングで一度解散してから、エイミとアンは、それぞれの部屋に戻っているはずだ。

　夜もすっかり更ふけた頃ころ、寮りよう内ないの廊ろう下かを歩きながら、勇海は来夢に声をかけた。

「ふう……帳簿管理、ほとんど終わっちゃったな。まあ、主に来夢とアンのおかげだけど。でもこれなら、あとあと楽になるぞ。今日は本当にお疲つかれ様、来夢。……来夢？」

「……ふあっ!?　は、はいっ、えと、なんでしょうっ……？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　何か、いつにも増して緊きん張ちようしてるみたいだけど」

「あう。だ、だって、えっとぉ……」

　もじもじと身み動じろぎする来夢が、人差し指同士を擦こすり合わせ、上うわ目め遣づかいで言ってくる。

「今日、お泊りまですることになるとは、思ってなくて……いえっ、わたしがお料理指導に熱中しすぎちゃったせいだとは、わかってるんですけど、そのっ」

「あ、そうだな。まあ学園内の居住区だし、変質者の心配とかはないだろうけど……夜道は暗くて危ないからさ。この寮りよう、空き部屋はまだまだ、たくさんあるし。予備の寝しん具ぐとかも置いてるから、遠慮なんてしなくていいぞ？」

「は、はいっ。でも、えっと、泊りがけなんて……い、勇海さんと、一つ屋根の下、って思うと……やっぱり、緊張しちゃいますぅ……ぷるぷる……」

「そ、そう言われると、俺もちょっと意識しちゃうけど……ま、まあエイミとアンだっているし、〝学園祭実行委員〟の合宿みたいなもの、って思えばさ」

「あっ、そ、そうですねっ。合宿、合宿……あっ」

　合宿、という言葉を繰くり返していた来夢だが、何か思いついたような声を上げる。きょとん、と勇海は首を傾かしげながらも、来夢に用意していた部屋の前で立ち止まった。

「えーと、ここの部屋、使ってイイからな。たまに掃そう除じしてるし、綺き麗れいなはずだから。何か必要なモノとかあったら、遠慮なく──」

「あ、あのっ、勇海さん！　え、えっと、その……あの、ですねっ！」

　幾いく度どか逡しゆん巡じゆんしながらも、来夢は何か決心したのか、勢い好よく声を上げてきた。

「い、勇海さんのお部屋で──もう少し、お喋しやべりしてもいいですかっ？」

「えっ？　お、俺の部屋で？」

「は、はいっ！　えとえと、合宿のようなもの……でしたら、実行委員のこととか、もう少し話したり……こ、このまま寝ねるだけ、っていうのも、何だか味気ないですしっ。合宿みたいなシチュエーションにも、少し憧あこがれてた、と言いますかぁ……あ、あう」

「な、なるほど。それはまあ、俺の部屋なんかでよければ、構わないけど」

「！　ほ、ほんとですかっ？　あ……ありがとうございますう！」

　いつもより多めに汁しるを飛び散らせつつ、ぺこり、来夢がお辞じ儀ぎしてくる。そんな彼女に苦く笑しようしつつ、勇海はもう少しだけ廊下を進み、自分の部屋の扉とびらを開いた。

「それじゃどうぞ、来夢。遠慮せず、くつろいでくれてイイからさ」

「あ……は、はいっ！　お、お邪じや魔まします、ですっ……」

　抜ぬき足あし差し足で、来夢は慎しん重ちように部屋へと足を踏ふみ入れる。勇海の部屋に入るのは、確かこれが初めてではないはずだが、やけに動きが固い気がした。

　部屋の中心に置いていた、低いガラステーブルの前に、来夢がちょこんと座り込む。勇海もその対面側に座ると、石像のように身動ぎしない彼女に向けて、声をかけた。

「えーと、実行委員のコトとか話すんだよな。うん、来夢が頑がん張ばってくれてるおかげで、順調に進んでるよな。俺もちゃんと手伝えてればイイんだけど」

「……い、いえっ！　勇海さんに御ご助力いただくこと常々痛み入り、おかげで諸もろ々もろの作業は滞とどこおりなく捗はかどり、誠まことにかたじけなく存じ思い奉たてまつり、有り居おり侍はべり……」

「いまそかり……って来夢来夢、何かおかしい。この使い方も変だし、堅かた苦くるしいっていうレベルも超こえちゃってるから。そんなに緊張してるのか？」

「は、はうっ！　ご、ごめんなさい、二人きりと思うと、何だか変に意識しちゃって……う、うう、言いだしっぺなのに、恥はずかしいですぅ……あ、あうぅ……」

「！　来夢……」

　既すでに緊張していた来夢が、更さらに縮こまってしまう。体の小ささも相まって、何だか庇ひ護ご欲よくをそそられてしまった勇海が、ついつい彼女の頭に手を伸のばし。

「ぅぅ……うっ？　あ、あの、勇海さん……また頭、なでなで……ふあっ♪」

「……あっ、ごめんな。何か最近、来夢を見てると、つい手が出ちゃってさ」

「い、いえっ、嬉うれしいですからっ！　あ、けど、それって……前のお買い出しの時に言ってた、家族と接するみたいに、っていう？」

　撫なでられつつ問いかけてくる来夢に、勇海は隠かくす事でもないと、素す直なおに答えた。

「うん。来夢を見てると、何となく……妹のコト、思い出しちゃってさ」

「妹さん、ですか？　……勇海さんにも、妹さんがいるんですねっ」

「ああ、そういえば来夢にも、三人いるんだったよな」

「はいっ。でも、勇海さんの妹さんと、わたしって……似てるんですかぁ？」

　重ねて質問してきた来夢に、勇海は笑って首を横に振ふった。

「いや、あんまり似てないな。ていうか身内の俺とさえ似つかないほどで……《救世主》の一族って女系家族なんだけど、その典型みたいな子でさ。妹は俺と違ちがって、小さい頃から魔ま法ほうの天才だったんだよ。性格だって、大人しい来夢と違って、勝気なほうだし」

「そ、そうなんですかっ。凄すごいです、けど……じゃあなおさら、何でわたしと……？」

　当然の疑問を呟く来夢に、勇海も少し考えてから、何となく思った事を口にした。

「妹は……カワイイ子だからな。来夢もカワイイし、それでダブったのかも──」

「え。……ふ、ふえええっ!?　か、カワイイって、そんな……そんなことないですよう!?　あ、はう……そ、そんなこと言われたら……沸ふつ騰とうしちゃいますっ、ぷるぷる～っ！」

「あと妹だし、小さいトコが似てるのかも……あ、あの、来夢、聞いてるか？」

　尋たずねてみるも、来夢は本当に沸騰しそうな勢いで顔を真っ赤にし、頭かぶりを振るばかりだ。勇海も少しばかり困ったが、彼女の様子がおかしくて、つい失笑してしまう。

「ははっ、やっぱり来夢は、俺の妹と似てる気がするな」

「え？　……う、うーん、でもわたし、やっぱり勝気ではないんですけど……」

「まあ確かに、来夢は大人しいし、謙けん虚きよだけど……その中に、ちゃんとした一本の芯しんを持ってると思うんだよ。そういうトコがうちの妹と似てるし、来夢のすごいトコだ」

「！　あ、あう……そう言われると、恥ずかしいですけど……す、少しでも、勇海さんに、そう思ってもらえてるなら……う、嬉しいですぅ！」

「いやいや、少しどころか、いつも世話になってるしさ。ホントに、ありがとな」

　また自然と、勇海は来夢の頭を撫でてしまう。無意識に手を伸ばしてしまうのは改めなければ、と勇海は反省するが、当の来夢は相変わらず気持ちよさそうで。

「わ。あぅ……ぷ、ぷるるん……♡」

　反省の気持ちに、和なごむ心が上書きされてしまうのだった。

　と、撫でられて気持ちよさそうだった来夢が、不意に表情を引き締しめる。

「はわっ。わ、わたしったら、だめですね……勇海さんに撫でられただけで、こんな、ふにゃふにゃになっちゃって……エイミさんやアンさんのこと、言えないですぅ……」

「来夢、そこまで気にしなくても……別に悪いコトでもないんだしさ」

「い、いいえっ。だってこんな夜中に、勇海さんのお部屋にまで、お邪魔しちゃって……エイミさん達だって、ここまではしませんよね……あうぅ」

「いや、そんなコトないぞ。エイミ達だって──はっ!?」

「!?　あの、勇海さん……今、なにか言いかけました？　あの──あ、あれ？」

　問い質ただそうとしてきた来夢だが、それより少し先に、何かに気付く。彼女の視線の先は、勇海の背後にある、ベッドのほうだった。

　よくよく見れば、何やら布ふ団とんが、不自然に盛り上がっている。今までは勇海の体に隠れて見えなかったらしいが、緊張が解けた事もあってか、来夢は見つけたようだ。

　とはいえ、布団の下に何があるのか、当の勇海にも心当たりはない。軽くオカルトじみたシチュエーションに思えなくもないが……しかしその正体は、簡単に見破られる。

「え、えっと、来夢？　何か……尻尾しつぽ、見えてるよな？　えっと、金色の」

「……はい。はあ……う～っ……もう、もうもうっ！」

　軽く憤いきどおっている来夢が、勢いよく布団をめくりあげると──そこにいたのは。

「すや、すや……ふにゃあ……あっためといたぞぉ、イサミぃ……♡」

「イサミぃ……じゃないですよう!?　エイミさん、なにしてるんですかぁーっ!?」

　案の定、そこにいたのは、金色に輝かがやく《金竜》の少女、エイミだった。そんな彼女を諫いさめようと声を上げる来夢だが、対するエイミは動じもせず、マイペースに目を擦こすり。

「んん……？　あれ、来夢、今日はお泊りするのか？　ふむ……じゃあ皆みんなで、イサミと一いつ緒しよに寝るか？　いつも『ダメだぞ』って言われちゃうんだけど──」

「いつも？　エイミさん……いつも勇海さんに、そんなこと頼たのんでるんですかぁ……？」

　来夢が声のトーンを下げ、探さぐりを入れるように問いかける。が、しかしエイミはといえば、きょとん、と首を傾げ、純じゆん粋すい無む垢くそのものの眼まな差ざしと共に返事した。

「うん？　だってイサミとは、いつも一緒にいたいからな！　それにほら、皆で頼めば……もしかすると今日こそ、イサミと一緒に寝れるかもだしっ！」

「そ、そんなのダメに決まって──ちょっと待ってください？　みんなで、って……わたしとエイミさんで、ってことですよね？　まさか……まさかとは、思いますけど……」

　しかし来夢の危き惧ぐは、正せい鵠こくを射る事となってしまう。謎なぞの緊きん迫ぱく感かんに満ちたこの部屋の扉を、まさにこのタイミングで開いたのは、《ゾンビで聖女》の赤あか髪かみ美少女。

「い、勇海、まだ起きてんのー？　アンタの洗せん濯たく物もの、乾かん燥そう機きで乾かわかし終わったから、持ってきてあげたわよー？　べ、別にアタシの分のお返し、ってワケじゃないけど──」

「──アンさん？　それ、わざわざ夜中に持ってくる必要あります？　明日の朝で、いいですよね？　それは口実で……勇海さんのお部屋に、お邪魔するのが目的では……？」

「ぴいっ!?　らら来夢!?　な、なによ、今日は泊とまるの？　も、もーっ、ビックリしたじゃない。先に言ってくれないと──」

「話を逸そらしてます？　アンさん、しっかり者だと信じてたのに……アンさんまで、こんなことになっちゃってるなんて、もう……もう、もうもうっ……！」

「ひ、ひええ……な、なによう、来夢ってば。お、怒おこってるの？」

　珍めずらしくお怒いかりの様子の来夢に、アンは軽く怯おびえているようだ。

　来夢は今日一番、ぷるんぷるんと体を震ふるわせながら、ぽつぽつと声を漏もらした。

「バスタオル一枚でうろうろしたり、洗濯物まで任せたり……お料理の献こん立だても、あの惨さん状じよう……あまつさえ、夜は一緒に寝ようとするなんて、そんなの……そんなのっ」

　どうも来夢の雰ふん囲い気きはおかしく、勇海は彼女を慮おもんぱかって、声をかけようとする……が。

「あ、あの、来夢、大丈夫か？　どこか具合でも悪いんじゃ……」

「──見過ごしておけませーんっ！　わたしっ……決めましたっ！」

「うおっ!?　き、決めたって、何をだ？？？」

　急に顔を上げられて驚おどろく勇海に、けれど来夢は勢いのまま、高らかに宣言してきた。

「わたしも、学園祭が終わるまで──この寮りようで、同居させてもらいますう！　勇海さんの、平へい穏おんな生活を取り戻もどすためにっ……来くる栖す来夢、がんばらせていただきますからぁ！」

「同居？　って……ほ、本気で言ってるのか!?」

「はいっ！　エイミさんとアンさんに、家事の何たるかを教え込んでみせますからっ！」

　来夢の意思は固いらしいが、内容が内容だけに勇海は慌あわてるしかない。しかし、エイミは特に動じず、アンは軽くこめかみを押さえているだけで。

「ん？　お料理だけでなく、家事も教えてくれるのか？　ふむ、来夢は本当に、上手うまいからな。よしっ、歓かん迎げいするぞ、来夢っ♪」

「は、はぁ～……何となく、こうなる気がしてたのよね。まあ、来夢に家事を教えてもらえるのは、正直言って助かるんだけどさ」

　どうも二人は、前向きに受け入れているらしい。焦あせっているのは勇海だけのようで。

「ふ、不ふつ束つか者ものですが……勇海さん、暫しばらくの間、よろしくお願いしますっ！」

「え、ええっ!?　その……こ、こちらこそ？」

　ぺこり、礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎしてくる来夢に、それ以上、勇海は何も言えなかった。

















第三章　演劇はバトルのあとで









「い・さ・み・ちゃん？　どうやら来らい夢むさんとも……同居を始めたそうですね？」

　学園の教室内で、いきなり耳が痛む事を尋ねてきたのは、勇いさ海みの幼おさな馴な染じみにして生徒会長のエルフ、ミリィだった。ぷくっ、と頰ほおを膨ふくらませ、不満ありげな様子である。

「もうもうっ。アンさんの時もですけど、私に一言の相談もなく決めちゃうんですからっ。これでも私、一応は生徒会長ですし……勇海ちゃんの幼馴染なんですよっ？」

「ご、ごめんってば。いや、俺にもよく分からないまま、急に決まったからさ。それに同居って言っても、学園祭が終わるまで、ってコトらしいし」

「もおっ、たとえ学園祭が終わるまででも、ですよっ。来夢さんも同居する事が悪い、とは別に言いませんけど……私だって、私だって立場上、我が慢まんしてるのに～……んもうっ！　せめて私にも、一言くらいですねえっ」

　ミリィの不満は止やむ事を知らず、激流のように溢あふれてくる……が、そこでこの件の当事者である来夢が、何かの入った巾きん着ちやく袋ぶくろを手に、勇海に声をかけてきた。

「あ、勇海さんっ。これ、朝に渡わたしそびれちゃったんですけど……ど、どうぞですぅ」

「来夢？　これ、って……あ、もしかして、弁当か？」

「はいっ。エイミさんとアンさんも一緒に、お料理の練習も兼かねて作ってたんですっ。エイミさんは玉子焼きを、アンさんはおにぎりやミニハンバーグとか……二人とも、勇海さんを驚かせるんだー、ってすっごく張り切って……今日はうまくできたんですよう！」

「そうなんだ、凄いな！　けど来夢も、一緒に作ってくれたんだよな？」

「あっ。……は、はい。ほうれん草のおひたしとか、煮に付つけた人にん参じんや、カボチャとか……その、差し出がましいですけど、栄養とか、バランスが良くなるようにってぇ……」

「そっか……来夢も、本当にありがとな。今からお昼が楽しみだぞ！」

「！　は、はい！　え、えへへぇ……それじゃ、もうすぐ演劇の練習が始まりますし……ちょっと、着き替かえてきますねっ♪」

　嬉しそうに宣言した来夢が、言葉通り、教室の外へと出ていく。それを和やかに見送った勇海に、けれどミリィの表情は浮うかない。

「むう。……勇海ちゃん、来夢さん達からお弁当を……むう」

「ああ。ていうか来夢が同居するようになってから、家事は来夢が進んで手伝ってくれてさ。エイミもアンも、もちろん俺も手伝ってるけど、教わるコトのほうが多いよ」

「そ、そうですか。私、普ふ段だんはたまにしかお手伝いにいけませんもんね。お弁当だって、たまにしか作ってこれませんでしたし……はあ……」

「そんなコトはないって。ミリィも家事うまいし、今まで随ずい分ぶんと助けられて……あ、あれ？　どうかしたか？　気のせいかもだけど、何か落ち込んでないか？」

「あ……い、いえ、全然大だい丈じよう夫ぶですよっ。……はあ～……」

「いや、明らかに大丈夫じゃなさそうだけど……ん？」

　よくよく見てみれば、ミリィは後ろ手に隠かくすようにして、何かを持っている。それは勇海が、今までに何度か受け取った事のある、いつも弁当箱が入っていた包みだ。

　鈍にぶい所のある勇海も、さすがにミリィの様子がおかしい原因に気付き、語りかける。

「あのさ……もし、ミリィも弁当とか作ってきてくれたんなら、貰もらっていいか？」

「……ふぇ？　で、でも、勇海ちゃんにはもう、お弁当が……あんまり食べ過ぎちゃうと、お腹なかが苦しくなっちゃうんじゃ」

「いやいや、育ち盛ざかりだし、これでも男だからさ。弁当二つ分くらいで、ちょうどイイくらいだって。それにミリィの料理、好きだしさ」

「い、勇海ちゃん……はいっ！　では、その、どうぞっ。……うふふっ♪」

　晴れやかな笑え顔がおを見せてくれたミリィから、勇海は包みを受け取って笑い返す。

　幼馴染のこんな笑顔が見られるなら、少しくらいお腹に無理させても苦にならない、と勇海は思う。この穏おだやかな一時に、ちょっとした幸せを感じていた……その時。

「イサミーっ。着替え終わったぞっ、演劇の練習、早く始めようーっ♪」

「わっ。え、エイミ？　そっか、着替え終わったんだな。……う、うん、そっか」

　弾はずんだ声と共に教室へと駆かけ込んできたのは、エイミ。来夢も言っていたが、これから演劇の練習を始めるため、クラスメイト達は動きやすい服装に着替えていたのだ。

　さすがに本番用の衣い装しようを着る訳にはいかないため、運動着を身に纏まとっている。が、しかし、この学園で指定されている運動着というのが、勇海にとっては問題があった。

　そう、《聖デミグリーン学園》指定の運動着とは──ブルマなのである──！

「？　イサミ、どうして目を逸らすんだ？　あっ、もしかして、この運動着が変とか？　太ふと股ももとか出ちゃってるし、やたらと露ろ出しゆつ度ど高いもんな。ほら、お尻しりだってこんなに──」

「い、いや全然、変じゃないぞ!?　だからお尻を突つき出してくるのはやめるんだ！」

《亜あ人じん》は親である魔ま物ものの特とく徴ちようが身体に出る事が多く、衣服には動きやすさが重視されるため、学園指定の運動着はブルマとなったらしい。

　しかしエイミのような尻尾しつぽのある子は、ブルマの後ろ側がローレグのようになっている。例えば、続けて教室に入ってきたルゥも、同じようなもので──

「む、いさみ、お疲つかれのようだな。仕方ない、ルゥの尻尾をモフモフしていいぞ。ルゥは尻尾まで孤こ高こうだからな、きっと疲れも吹ふき飛ぶはずだ……そーれ、るぅ、るぅ♪」

「孤高の意味は分からないし、その恰かつ好こうでお尻振ふっちゃダメだってば!?　エイミもルゥも、もっと危機感を持とう!?　俺だって男なんだからな!?」

「？？？」

　くりっ、と小首を傾かしげるルゥは、どうもよく分かっておらず、無む邪じや気きにお尻と尻尾を振り続けている。と、着替え終わったクラスメイト達も、続々と教室に入ってきた。

　運動着姿の彼女達に囲まれている現状、勇海は少しばかり落ち着かなくなる。

（う、うう、転入してから結構経たつけど、まだまだ慣れないなぁ……俺が来るまでは女子校みたいなもんだったし、皆もどこか無防備だし、目のやり場に困るっていうか──）

「イサミ？　ほらほら、早く演劇の練習、しよっ。本番まで、あと十日もないんだからな。最高の舞ぶ台たいを見せるために、ちゃんと練習しないとだぞっ」

「！　え、エイミ……ああ、そうだな。その通りだ！」

　やる気に満ち溢れるエイミに促うながされ、勇海は自身を省みた。彼女達はこんなにも真しん剣けんなのに、こうして自分だけ恥はずかしがっているのは、情けないと。

（そうだ、俺は舞台に立たない分、皆をフォローしないといけないんだ。こんなコトで恥ずかしがってる場合じゃない……よーし、気合入れるぞ！）

　グッ、と握にぎり拳こぶしを握った勇海が、ふとミリィを視界に入れる。そういえば、彼女はまだ着替えていないようだが、今日の練習には参加しないのだろうか。

　勇海のそんな疑問を、ミリィは見み透すかしたかのように答えてくる。

「勇海ちゃん、ご安心ください。私も、すぐに着替えは終わりますからねっ」

「着替え終わるって、今から着替えてくるのか？　わ、分かった──」

「ふふっ、まあ見ていてくださいっ。……えーいっ♪」

　ミリィが声を上げると同時に──何と、彼女の周囲に光が舞まい、その身を包んでいく。すると、制服姿だったミリィは、いつの間にかブルマの運動着姿になっていた。

「──じゃんっ♪　この通り、魔ま法ほうで一いつ瞬しゆんにして、着替え完かん了りようですっ♪」

「お、おおっ、すごいな！　魔法まで使っちゃうのは、やり過ぎな気もするけど……」

　さながら魔法少女の変身シーンのようだったが、そこまでは口に出さない事にする。さて、着替え終わったミリィが、練習を開始しようと口火を切ろうとした。

「んー、来夢さんは、まだ着替え終わっていないようですが……帰ってくるまでは、とりあえず出来る練習から始めておきましょうか。勇海ちゃん、お願いしますねっ」

「そうだな。それじゃ、とりあえず……エイミ、〝あのシーン〟をやろう！」

「！　あ、ああっ、分かった、イサミ！」

　勇海が声をかけると、エイミが嬉うれしそうに駆け寄ってきた。

　演劇では、今から百年前に世界を滅ほろぼしかけた《金きん竜りゆう王おう》を、《救世主》が仲間にした魔物達と共に止めて講和を成した、という話を題材に行う事になっている。

　内容は《亜人》の少女達用に改変しており、クラスメイト達はそれぞれに対応した魔物の役を担になう。当然、エイミは《金竜》の役をやると決まっていた。

　ただし《救世主》の役は、学園祭の日に招く〝ビッグゲスト〟の女生徒が演じる。《救世主》は人間の役であるため、練習では勇海が、その代役として立っているのだ。

「よし……それじゃ始めるぞ、エイミ！」

「う、うんっ。い、いつでもいいぞっ！」

　だが、練習といえど真しん剣けんの場。ごくり、緊きん張ちようで息を吞のむエイミに、勇海は暗記していた台詞せりふを、真しん摯しな表情で紡つむぐ。

「『私は救世主です──人じん魔まの争いを収め、講和を成すために遣つかわされた者です。人魔は最も早はや、争う必要はありません。戦いは、もう終わるのです』」

「はい、お待ちしておりました……私、《金竜女王》のエイミは、今すぐ《救世主》のイサミ様と結けつ婚こんします……♡」

「うーん、違ちがう、違うぞ。エイミの台詞は『なぜそんな事が言える。お前は一体、何者なのだ！』って、《救世主》を問い詰つめるトコロなんだからな？」

「……はっ、しまった!?　うーん、イサミを前にすると、ついうっかりっ」

　実のところ、これまでにも演劇の練習はしてきたが、エイミは常にこのシーンで躓つまずいていた。だからこそ、勇海も練習しようと持ちかけたのだが、結果は同じらしい。

　軽く困り顔を見せた勇海が、心配そうな声で注意した。

「そもそも、《救世主》は女の人だったんだし、結婚はおかしいからな？　この調子だと、本番も危あやういぞ。《救世主》役の女の子だって、困こん惑わくしちゃうぞ？」

「そ、そうだな、気を付けないと……えっ、女の子？　……イサミ、学園祭の本番では、女の子になっちゃうのか？」

「いやエイミ、俺にそんなアグレッシブすぎる特とく殊しゆ能力は無いから。そうじゃなく、本番ではゲストの子が《救世主》役をやるんだってば。最初に言ってたはずだぞ？」

「えっ、えっ？　それって、つまり……えっ!?」

　エイミの困惑は甚はなはだしく、立て続けにその口から飛び出してきた言葉は。

「──イサミは演劇、出ないのかっ!?」

　ここでようやくその結論に達し、エイミはショックを受けているらしい。

　すると、その件に関する詳くわしい説明を、ミリィが改めてエイミにしてくれる。

「え、エイミさん、演劇では〝ビッグゲスト〟さんを招いて《救世主》役を任せるという話は、クラスで演劇をやると決めた時、皆みなさんにも話したはずですよね？」

「だってイサミとは練習でも一いつ緒しよだし、私はてっきり、イサミも一緒に舞台に立つとばかりっ……そんな話なんて、私は全く聞いてなかったしっ！」

「そこはちゃんと聞いてくださいねー!?　もうっ、エイミさんは相変わらず、思い込みが激しいんですから……他ほかの皆さんは、ちゃんと聞いてるはずですよ。ねっ？」

　ミリィが話を振ると、話し合いをしていた中から、ルゥ・カナ子こ・カーミラ・小こ匣はこが、順番に声を上げた。

「えっ、いさみ、出ないのか？　ルゥ、孤高だから、知らなかった……るぅ……」

「勇海ちゃん、出ないの～？　私、楽しみにしてたのに～。しゅ～ん、しゅ～ん……」

「てっきりイサミ様は、わたくしと一緒に出るとばかり……ショッキングですわっ！」

「逆にあたしが、ちゃんと聞いてるとかおもう？　ふっ……甘いね～」

「うーん、聞いてない人がこんなにいるとは！　どうなってるんです、もうもうっ！」

　まさかのクラス過半数に届く勢いに、ミリィもやるせない御ご様よう子すだ。

　そういえば、と勇海もつい先日の事を思い出す。来夢が寮りように来て、帳ちよう簿ぼ管理をしていた折、衣装を縫っていたエイミの事だ。

（あの時、エイミが『楽しみに』って言ったのは、もしかして俺の衣装も縫ってたのか？　う、うーん、それはありがたいけど、でもなぁ）

　まず、そもそも今回の演劇で勇海が出演するのは難しいのだという事を、演劇の演目を質問し、エイミを含ふくめた皆みんなに確かく認にんさせる事にした。

「あの、エイミも、皆も……このクラスが何の演劇をやるか、それは分かってるよな？」

「うん、もちろんだっ。私達がやるのは……《金竜女王と救世の少女達》、だったな？」

「あ、ああ。どこのＲＰＧのサブタイトルだって感じだけど、その通りだよ」

　エイミの言った、《金竜女王と救世の少女達》──それがこのクラスで行う演目に違いないのだが、それについて勇海は簡単に補足する。

「この題目通り、登場するのは女王と少女達だからさ……ほら、男はいかにも登場しそうにないタイトルだろ？　だから、俺が出るのは変なんだよ」

「で、でも、それを言うなら《金竜女王》なんて、本来なら私のお母様の称しよう号ごうだし……少しくらい、柔じゆう軟なんに対応できるんじゃないかっ？」

「いや、そうは言っても、人間役の《救世主》は一枠わくしかないしさ。招待客の〝ビッグゲスト〟さんがやるって決まってるし、俺の役は無いんだよ」

「そ、そんなぁ……っ、そもそも、そのビッグゲストとやらは何者なんだ、ミリィ!?」

　エイミが生徒会長であるミリィに問い質ただすが、そのミリィも表情は芳かんばしくない。

「それが誰だれなのかまでは、実は私も教えられていないのです。学園長は御ご存ぞんじらしいですが、そのビッグゲストさんたっての要望で、当日まで伏ふせておくように、との事で」

「なっ……そんなの、おかしいじゃないかっ。演劇の練習だって一緒に出来ないし、それならやっぱり、イサミに《救世主》をやってもらうのが一番だと、私は思うっ」

「そういう訳にもいきませんよ。そもそもこの学園祭自体、《亜人》と人間の交流を通じ、人魔の友好を確認するという名目があるのですから。だからこそ、全校生徒や招待客の前で行う演劇に、ゲスト参加して頂いて友好を示すのは、最も適切でしょうし」

「うぐうっ。い、いや……だけど、そのっ」

「それにゲストさんの練習についても、大だい丈じよう夫ぶですよ。学園長が言うには、とにかく仕事には真ま面じ目めな子らしいですし。本番までに、きっちり仕上げてくるそうです。それに、人間の女の子という事で、人間の女性だった《救世主》様ともぴったり当てはまります。ですから、何の心配もいりません。分かりましたか、エイミさん？」

「う、うう～っ……でも、でもぉっ……」

　ミリィに理路整然と諭さとされても、エイミはまだ諦あきらめきれないらしい。そのままエイミは勇海に向けて、今度は感情に訴うつたえかけてくる。

「だ、だって、これじゃ……イサミだけ仲間外れみたいで、可哀かわい想そうだっ。イサミだって私と……あ、いや、皆と演劇したいと思ってるんじゃないかっ？」

「エイミ、気を遣ってくれるのは嬉しいけどさ、俺は最初からミリィの言う通りにするつもりだったし……文句や異論なんて、全く無いぞ？」

「ぁぅ。ぅ～……でも、私は……私はっ！」

「それに、役として参加しない分、裏方に徹てつして皆をサポートするからな。そういう役割も必要だし、やりがいもある。だからそんなに気にしてくれなくても、大丈夫──」

「私はイサミと──演劇でもラブラブしたいんだあっ！」

「あれっ、これもしかして、俺のためじゃない感じ？」

　話がちょっぴり思わぬ方向に展開し、勇海も思わず戸と惑まどうが、エイミは止まらない。

「世界を崩ほう壊かい寸前に追い込んだ《金竜女王》に、《救世主》が真実の愛を教える、ラブロマンス……これ以上のハッピーエンドは無いだろう!?　他に考えられないぞっ、なっ」

「エイミ、元の話からどんどんズレちゃってるから。そもそも《救世主》は女性だったんだし、人魔の講和を成しただけだから。個人的な話になりすぎちゃってるぞ」

　勇海が諫いさめようとするも、しかしエイミが口にした思いがけない主張を皮切りに、別方向からも声が上がってきた。

　最初に訴えかけてきたのは、涼すずやかな声と表情を崩くずさない、キラー・ラビットの少女ミミ。けれど特とく徴ちよう的な兎うさぎの耳がパタパタと動き、感情の昂たかぶりを示している気がする。

「ちょっと待って──そういう話なら、ワタシだって言いたいコト、あるわ」

「ミミ？　言いたいコトって、ミミまで一体ナニを？」

「世界を救った《救世主》と、彼に味方した《暗殺者》の兎うさぎ娘むすめが……禁断の恋こいに落ちる、というお話がイイわ。そういう、どこか儚はかなくミステリアスなラブストーリーに、聴ちよう衆しゆうは夢中になるものよ。うん、そう。きっとそう。……そういう話に、しちゃう？」

「うーん、しちゃわないぞー？　もうそれ世界の命運、オマケみたいになってるからな？　ゲストの存在も完全に忘れちゃってるしさ」

　勇海が冷静に言い聞かせると、ミミは「……そうかしら」と述べるだけで、クールな表情は崩さず──けれど、長い兎の耳が、しょんぼりとうなだれていた。

　しかし、名乗りを上げる声は、ミミだけではない。天てん井じようにまで届かんばかりの一本角を持つ、《ユニコーン》の娘むすめ・ユニが、凜りんとした声を放ってくる。

「ならば！　《救世主》に純白なる忠義を捧ささげる《ユニコーン》の娘が、いつしか互たがいの立場を超こえ、惹ひかれ合う……そんな主従の恋こい物もの語がたりこそ、推おして参るべきでは!?」

「推して参っちゃダメなんだって。もはや百年前の話とか、影かげも形も無くなりつつあるから。この物語の肝きも、何か覚えてる？」

「うう、こんなあっさり却きやつ下かされるなんてっ……くっ、つらいっ！」

　相変わらずの妙みような口くち癖ぐせで悔くやしがるユニだが、そこで赤い髪かみを持つ美少女・アンが進み出てきて、呆あきれたように首を横に振ふった。

「全く、勇海の言う通りよ。これはそもそも、《救世主》が仲間達と一緒に、人間と《金竜王》の争いを止めて、人魔の講和を成したっていう話を基もとにしてるんだから。その辺の肝を忘れてちゃ、お話になんないわよ？」

「おお、さすがアン！　やっぱり、しっかり者で──」

「だから──恋れん愛あい要素とか入れるなら、《救世主》に最初から協力してたっていう《聖女》に任せるのが、一番自然なんじゃない？　まあ《聖女》役、アタシだけど……あっ、アタシかー、そっかー。んもー、面めん倒どうだけど、仕方ないかーっ」

「まさかの裏切り！　どうしたんだアン、同居する前まではツッコミ役っぽかったのに、どんどんボケっぽくなっちゃってるぞ!?」

「そ、そんなワケないでしょ!?　しし失礼ねっ！」

　怒おこって言い返してくるアンだが、全く説得力が感じられない。そろそろ疲つかれを感じ始めてきた勇海に、頼たよれる幼おさな馴な染じみエルフ・ミリィが口を開いた。

「もうっ、皆さん好き勝手に言って……アンさんまで、何を仰おつしやってるんですかっ！　そんなの……そんなのですねえっ！」

「ミリィ、そうだ、言ってやれ！　生徒会長として、皆にちゃんと──！」

「《救世主》に最初から協力していたのは、《エルフの賢けん者じや》も同じですよ！　まあ私がその役を担になう事になっていますがっ。まあ、人間とエルフ、種を超えて結ばれるハッピーエンドこそ、オチにはもってこいと言いますかっ……う、うふふ、えへへぇ……」

「今日一番の裏切りだなコレ！　ていうか何度も言ってるけど、俺はそもそも出ないんだからな!?　ゲストさんをもっと大事にしてあげよう!?」

　もはや頼れる者はいないと知り、勇海のツッコミにも力が入る。だが、一度ヒートアップしてしまった女子達の熱は収まらず、教室内は騒そう然ぜんとしてしまう。

　その中でも、最も熱くなっていた《金竜》の娘エイミが、火を噴ふく勢いで言った。

「ええい、もういい！　こうなったら実力行使だ……《金竜女王》と《救世主》のラブロマンスを成し遂とげるために、私は戦うぞッ！」

「これって演劇の役決めの話だったよな!?　何でそんな闘とう志しに満ち溢あふれてるんだ!?　ていうか、こんなコトで戦っちゃダメだってば、エイミー!?」

　勇海が慌あわてて制止するも、しかしエイミの興奮は収まらない。

　いや、様子がおかしいのは他の〝許嫁いいなずけ〟達も同様だ。普ふ段だんはしっかり者のアンや、いつもはクールなミミでさえ、臨戦態勢に入ってしまっている。

「み、皆、落ち着いてくれってば!?　そもそも俺は出られないし、そんなワガママ言われても困るんだって！　……お、おーい!?」

　勇海の必死の呼びかけも、熱に浮うかされたクラスメイト達には届かないらしい。

　ここへ来て、《金竜女王（役）》のエイミと、《救世の少女達》が、まさかの戦せん闘とうを繰くり広げんとしている。ある意味、演劇本番に向けての予行演習のように見えなくもないが、この一いつ触しよく即そく発はつの空気は明らかに冗じよう談だんではない。

　恐おそらく、〝取り合われている〟立場の勇海では駄だ目めなのだろう。この争いを止められるのは、実際に演劇の役として出る、同じ立場の〝許嫁〟だけなのだ。

　誰か、頼たのむ、止めてくれ──勇海がそう祈いのったのと、ほぼ同時に。

「もうっ──皆さんっ、いい加減にしてくださあいっ！」

「！　ら、来夢！」

　高らかに叫さけんだのは、今しがた教室に入ってきた〝学園祭実行委員〟の来夢。他のクラスメイト達と同様、ブルマを穿はいた運動着姿だった。

　もちろん彼女にも演劇では、《救世主に味方したスライム》という役があり、勇海の〝許嫁〟でもあるので、クラスメイト達と同じ立場である。そんな彼女が制止すると、エイミが俄にわかに慌てだした。

「な、なんだ、来夢っ……そうは言うけど、来夢だってイサミと、演劇に出たいって思うだろっ？　こう、王子様とお姫ひめさまみたいな感じで、ほらっ」

「思いま──せんっ！　そんなお話じゃないですし、そもそも勇海さん自身が出ない、って言ってるんですからね！　それなのにワガママ言うのは、〝許嫁〟失格ですぅ！」

「えっ……な、何でそんな話になるんだ!?　この話は許嫁とは、何の関係もっ」

「ありますっ！　勇海さんにワガママ言って、迷めい惑わくかけて……それで勇海さんのお嫁よめさんに、相応ふさわしいと言えるのでしょうかっ。いいえ……言えません！　ちゃんと勇海さんのことを考えて、支えてあげてこそ〝許嫁〟ですっ。違ちがいますか、エイミさん!?」

「！　そ、それは、……あ、あうっ」

　来夢に詰つめ寄られ、返事に窮きゆうしてしまったエイミが、辛かろうじて発した言葉とは。

「やっぱり来夢、何か最近……お母さんっぽいな？」

「だ、だから好きでやってるんじゃないですってばぁ！　もう～っ、ちゃんと分かってるんですかっ!?　ワガママ言うのは、ダメですからねっ!?」

「は、はいっ!?　わ、わかってるってば。〝許嫁〟の件まで持ち出されたら……イサミのドラゴン嫁として、黙だまってられないからなっ。……うう、我が慢まんする……」

　比ひ較かく的、素す直なおに受け入れたエイミに、ほっ、と来夢も胸を撫なで下ろす。

　更さらに、アンとミリィも、少しだけ沈しずんだ声を漏もらした。

「あ、アタシもちょっと、どうかしてたわ。反省が必要ね……うう」

「生徒会長ともあろう者が、お恥はずかしいです……はぅ」

　己おのれを省みたのか、二人も今は落ち着いている。いや、二人だけではなく、一触即発の雰ふん囲い気きだったクラスメイト全員が、反省しているようだった。

「皆さん……勇海さんのためを思うなら、みんなでがんばって、演劇の練習をして……そして本番で、成功させるんですっ。さあ……がんばりましょう～っ！」

「「「──お[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」」」

　先ほどまでの危あやうい雰囲気はどこへやら、一いつ致ち団結して声を上げる面々。鶴つるの一声のように全員を嗜たしなめた、そんな来夢に、勇海は労ねぎらいの言葉を掛かけようとする。

「来夢、ありがとな。来夢のおかげで、場が収まったよ」

「い、いえ、わたし、これでも〝学園祭実行委員〟ですからっ。えっと、勇海さん……《救世主》の代役、お願いしますねっ。一度、わたしと合わせてもらえますか？」

　やる気満々で促うながしてくる来夢に、勇海は頷うなずいて答えた。すると来夢は居住まいを正し、こほん、と咳せき払ばらいしてから、ゆっくりと口を開く。

「『わたしはスライムです。人じん魔まの講和を成すため、仲間達と共に、ここへきました』」

　きちんと暗記してきたのだろう、普段は気弱なところのある来夢だが、《スライム役》としての台詞せりふは明めい瞭りように発した。そんな彼女の心意気に応こたえるため、勇海も覚えてきた《救世主役》としての台詞を口にする……が。

「──『私は救世主です』」

「───えっ？」

「『人魔の争いを収め、講和を成すために』……えっ？　俺、なにか間ま違ちがえてたか？」

「あ……い、いえ、そんなことは。あれ、でも……あ、あれっ？」

　何が気になっているのか、来夢は幾いく度どとなく首を傾かしげている。けれどすぐさま、邪じや念ねんを振り払はらうかのように頭かぶりを振り、勇海を真っ直すぐに見つめてきた。

「ご……ごめんなさいですっ。その、水を差しちゃって……つ、次はきちんとやりますからっ。もう一回、お願いしますぅ！」

「ああ、それはもちろん。けど、俺に少しでも変なトコがあったら、遠えん慮りよせず言ってくれよ？　代役とは言っても、出来る限りはしたいからさ」

「い、いいえっ、勇海さんは何も、変なんかじゃ……むしろ、わたしのほうが……と、とにかく、もう一回やりますねっ。すう……はあっ……」

　気を落ち着かせようとするように、来夢が深呼吸をした。その直後、随ずい分ぶんと緊きん張ちようした面おも持もちで、少し前に発したのと同様の台詞を口にする……が、しかし。

「わっ……『わたしは、スライム……です。人魔の講和を、成すため……仲間達と、共に。……ここへ、きました』」

　先ほどの明瞭さはどこへやら、来夢の台詞は、ぎこちないものだった。最初は勢いに乗れていたが、一度練習を止めた事で、調子を崩してしまったのだろうか。

　ならばと勇海は、自分の演技で来夢を引っ張るべく、力強く台詞を紡つむごうとする。

「──『私は救世主です』──」

「あ……───ッ!?」

「……ら、来夢!?　どうしたんだ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「い、いえっ。少し頭が、痛くなった、だけで……で、でも……っ！」

　片手でこめかみを押さえた来夢が、不意によろめく。その柔やわらかな体を慌てて支えた勇海が、来夢を心配して顔を覗のぞき込むと、彼女は力無い声で尋たずねてきた。

「い、勇海さんは……っ！　……《救世主》、です……よね？」

「へ？　いや、《救世主》は御ご先祖様で……俺は吸うって書くほうの《吸きゆう精せい主しゆ》だけど」

「あ、いえ、それは知ってるんです、けど……っ！　あ、あう……い、いたっ……」

「ら、来夢、無理するな！　もしかして、疲れてるんじゃ……少し、休きゆう憩けいしよう？」

「あ、あう。疲れ、て……？　そ、そうですよね。じゃあ、少しだけ……」

　まだ体調の悪そうな来夢を慮おもんぱかりつつ、勇海は彼女の手を引き、休憩させるのだった。




　　　　■■■




　放課後、学園から〝居住区〟に続く道を、勇海は来夢と一いつ緒しよに歩いていた。

　エイミとアンは家事当番のため、先に帰っているらしい。二人とも来夢に教わり始めてから家事が楽しくなっているらしく、エイミなどは『これも良いお嫁さんの務めだからな……ふっ』と、これ以上ないドヤ顔を浮かべ、アンを呆れさせていた。

　そして、久々に二人きりとなった帰り道で、来夢が細い声で呟つぶやく。

「はあ……今日はご迷惑をおかけしちゃって、ごめんなさい……でも皆みなさん、とってもがんばってましたし……演劇、きっとうまくいきますよね。ねっ、勇海さんっ」

「……ん？　あ、ああ！　うん、来夢の言う通りだな」

「はいっ。……？　あ、あのう、勇海さん……どうかしましたかぁ？　何だか、えっとぉ……何かを気にしてる、っていうか……」

　来夢に言い当てられ、少しばかり面めん食くらった勇海だが、素直に頷いて口を開いた。

「うん、そうだな。えっと、来夢さ。もしかして最近、ちょっと無理してないか？　いや、無理してるっていうか……頑がん張ばりすぎてる、っていうかさ」

「……え、ええっ!?　そ、そんなこと……あっ、もしかして、練習中に頭痛がしちゃったことですか？　でも、少し休んだら平気になりましたし、心配しなくても……」

「心配しないなんて、絶対に無理だって。来夢に何かあったらなんて、考えるだけでも辛つらいし、気になる。だから少しでも無理してるなら、ちゃんと教えて欲しいんだ」

「あう。……ちょ、ちょっとだけ、ですけど、ぅ……ご、ごめんなさい、です……」

「いやいや、責めてるワケじゃないからな？　けど、何ていうかさ」

　バツが悪そうにする来夢に、勇海は首を横に振ふりつつ、優やさしく語りかける。

「よく考えたら、普段は大人しくって、お淑しとやかな来夢が、最近はやけに張り切ってたし……〝学園祭実行委員〟だから、っていうのもあるだろうけど、頑張りすぎてたくらいだし。もっと早く、俺が気付いてあげなきゃダメだったよな。その……ごめんな？」

「い、勇海さんが謝る必要なんて、ないですよう！　わたしが、勝手に頑張りたかっただけですから……勇海さんは、何も悪くなんてないですっ」

「そんなコトないって。〝学園祭実行委員〟を手伝うって決めたんだから、パートナーとして、もっと来夢の支えにならなきゃいけないのに、俺は助けられてばかりだしさ」

「！　ぱ、ぱーとなぁ……え、えへへぇ……って、そうじゃなくっ。ぷるぷるっ」

　発する言葉通り、弾だん性せいに富んだ小顔をぷるぷると横に振った来夢が、キリッと表情を引き締しめる。するとそのまま、勇海の顔を見上げ、彼女は真しん剣けんに語りかけてきた。

「勇海さん。わたし、確かに勇海さんの言う通り……変に張り切りすぎちゃってたかもしれません。それが、ちょっと不自然だったかなぁ、って。わたしも、思ったり……」

「やっぱりそうか？　うん、じゃあ俺が、もっと気にするべきで──」

「で、でもですねっ。わたし……たまにはこうして、無理しちゃうのも……心のどこかで、楽しい、って思えてますからっ」

「楽しい？　そ、それって、ホントか？」

「はいっ。〝学園祭実行委員〟として、皆さんの力になれることも……皆さんと一緒に、がんばるのも。やりがいはありますし……そ、それに、ですねぇ」

　ほんの少し俯うつむいた来夢が、間を置いてから──おずおずと、勇海を見上げてきて、

「勇海さんが、実行委員、一緒にやってくれて……それが、その、たくさん嬉うれしくて……つい、やる気になっちゃってるだけですからっ！　……え、えへへ」

「！　……そ、そっか。そう、なのか？」

「は、はいっ。ですから、無理はしてなくってぇ……むしろ、喜んでやってるんですっ。こんなに楽しいのは、勇海さんがいてくれるおかげで……あの、勇海さん？」

　来夢が顔を覗き込んでくるが、勇海はついつい顔を逸そらしてしまう。彼女の素直な言葉が、真っ直ぐに響ひびきすぎて、勇海の顔は熱くなっているのだ。

　こんな顔は気き恥はずかしくて見せられない、と落ち着こうとする勇海だが、隣となりから来夢の不安そうな声が聞こえてくる。

「あ、あのう……もしかしてわたし、変なこと言っちゃいましたかっ!?　う、うう、ごめんなさいですぅ……その、つい本心を、口走っちゃって、そのっ」

「い、いや、そんなコトないぞ!?　俺なんかでも役立ててるなら、俺のほうこそ嬉しいしさ！　う、うん……ホントに、な？」

「そ、そんなっ、勇海さんだからこそ、ですよう！　……あ、あはっ」

「そ、そっか。……はははっ」

　変に謙けん遜そんし合っているのがおかしくて、来夢に釣つられ、勇海も思わず笑ってしまう。

　暫しばし、そうして笑っていると、来夢はぷるぷると柔らかな笑え顔がおを向けたまま、

「勇海さん。あの……わたし、気弱ですし、力も弱いですし……時々暴走しちゃう、だめだめな《スライム》ですけど」

「むっ。そんなコトないぞ。来夢は意外と芯しんが強いし、家事とかもすごく得意で──」

「あ、あうっ。嬉しいですけど、その……い、今は聞いてくださいっ。その……わたし、これからもっと、たくさんがんばりますから、ですからっ」

　小さく深呼吸した来夢が、軽く汁しるを飛ばしつつ、勢いよく頭を下げてくる。

「す、末永く……一緒に、いてくださいねっ。お……お願いしますぅ！」

　来夢の願いは、心からの真しん摯しなものだと、鈍どん感かんなところのある勇海でも理解できる。そんな彼女に、勇海は穏おだやかに笑いかけながら返事をした。

「何か、今の来夢の言葉……嫁よめ入いりの台詞みたいだったな？」

「は、はう!?　勇海さんっ、そんな風に言われると恥ずかしいですよう！　もう～！」

「ごめんごめん！　けど、もちろんだ。こっちこそよろしくな！」

「あ……はいっ、勇海さん……約束ですからねっ♡」

　二人きりの穏やかな帰り道、勇海と来夢は、ささやかな──けれど温かい誓ちかいを交かわし、微笑ほほえみ合うのだった。

















第四章　亜人ちゃんコスプレメイドカフェ、開幕！









《亜あ人じん》の少女達が通う《聖デミグリーン学園》の、薄うす暗ぐらい〝問題児クラス〟で──水色の髪かみを持つ乙女おとめ、《スライム》の亜人・来くる栖す来らい夢むが、灯あかりも灯ともさず呟いた。

「勇いさ海みさん……ついに、この日がやってきましたねっ……」

　学園で唯ゆい一いつの人間である結ゆう城き勇海も、その声に応えるように頷いてみせる。

「ああ……今日まで色々あったけど、ようやくだな。苦労はしたけど……」

「はい。とうとう……始まるんです。そう、ついに、今日──！」

　勇海が、カッ、と目を見開き、来夢と共に声を揃そろえて言い放つ。




「《聖デミグリーン学園》の！」「〝学園祭〟──開始ですぅ！」




　その言葉と同時にタイミングよく、太陽の差しかかる中天をバックに、グラウンドから上がった花火が大輪を咲さかせた。それを見届けてから、誰だれかが室内の電気を点ける。

　すると眼前に広がるのは、いつも授業を受けている場所とはかけ離はなれた、異質な光景。教室中が手作りの装そう飾しよくで彩いろどられ、そこにいるクラスメイト達は、誰もかれもが〝メイド〟の衣い装しようを身に纏まとっている。

　そう、今日は、二日に分けて行われる、《聖デミグリーン学園》の〝学園祭〟の初日だ。

　勇海のクラスで行われる出し物は、《亜人コスプレメイドカフェ》である。

　予かねてよりクラスぐるみで準備していた事もあり、クラスメイト達は皆みんな、どことなく高こう揚ようしている様子だ。メイド服を翻ひるがえしながら、エイミが勇海に駆かけ寄ってくる。

「イサミっ、イサミっ！　ふっふー、どうだっ。準備の時にも見せたけど、今度は本番のメイドさんだぞっ。すう～っ……お久しぶりです、ご主人様っ♡」

「お、おおっ。うん、前にも思ったけど、本当によく似合ってるぞ、エイミ！」

「そ、そっか？　まあ当然ですっ、えへへ……はっ!?　こ、こほんっ。ふっふーん……今日は私にお任せくださいね、ご主人さ～まっ♡」

　上じよう機き嫌げんに、くるりとその場で一回転したエイミが、浮うかれた様子で開店の準備に戻もどる。それを頷うなずきながら見送った勇海に、来夢が軽く不満顔を見せてきた。

「むむむ。勇海さん……わたしには、似合ってるとか、言ってくれないんですか？」

「え!?　い、いや、もちろん来夢も似合ってるぞ、うんっ!?」

「むむー。何だかついでみたいですう……本当に、そう思ってくれてますかぁ？」

「ホントに思ってるって！　来夢は何ていうか、大人しそうな雰ふん囲い気きが、メイドとマッチしてるし。お淑やかだし、正統派って感じがして、本当に似合って──」

「……え、えへっ。冗じよう談だんですようっ。けど……嬉しいですぅ♪」

　珍めずらしく茶目っ気を見せてきた来夢が、にこやかな笑みを浮かべる。またいつもよりテンション高めだが、これは無理をしているのではなく、楽しんでいる結果だろう。

　勇海は少し安心し、教室内を見み渡わたしてから、思った事をそのまま口に出した。

「まあ、来夢が正統派なのは確かだけど……うちのクラスの皆、良く似合ってるもんな。それぞれ特とく徴ちよう的だけど、ちゃんと様になってるし」

「そうですねっ。皆さん、いつもと違ちがう雰囲気ですけど、かわいいですぅ！」

　来夢と一緒に教室内を見渡すと、メイド服姿のクラスメイト達が確かく認にんできる。

　狼おおかみ耳みみともふもふの尻尾しつぽを持つ狼メイドのルゥ。兎うさぎ耳みみが特徴的なバニーメイドのミミ。おっとりとしているが大きな体が目立つ、鬼おにメイドのカナ子こ。天を衝つく一本角が目印の、ユニコーンメイドのユニ。特に見た目にも目立っているのは、やはりこのあたりだろう。

　アンやカーミラも上品に決まっているし、小こ匣はこもお人形さんのように可愛かわいらしい。そんな彼女達を眺ながめながら、勇海はぽつりと言葉を漏もらす。

「さて、学園祭も始まってるし……ぼちぼち人が入り始める時間だな」

　言いながら勇海が、再び教室内を見回した。机などにはテーブルクロスをかけてそれっぽく見せている。黒板側の簡易調理場は、ダイニングキッチンのように仕切っているため、メイドさんの料理風景が見えるという寸法だ。もはや準備は、万ばん端たんと言える。

　休きゆう憩けいは時間ごとに交代しながら行うが、勇海と来夢は〝学園祭実行委員〟として万一の時に備え、教室からは出来るだけ離れないようにする、と事前に決めていた。クラスメイトでこの場にいないのはミリィだけだが、これに関しては仕方ない。

「ミリィは生徒会長として、学園全体を管理しなくちゃいけないから、忙いそがしいんだよな……でも、時間が出来たら見に来るって言ってたし、その時は楽しませてあげような」

「はいっ。あと招待客さんは、学園生の保護者さんを除けば、ほとんどが女子校から来てるみたいですし……変なお客さんの心配もないはずですっ。大だい丈じよう夫ぶ……ですよね？」

「ああ！　さっきのエイミもノリノリだったし、皆もやる気は充じゆう分ぶんみたいだし、何も問題ないって。きっと、上手うまくいくはずだよ」

　確信を含ふくんだ勇海の言葉に、来夢も頷いて肯こう定ていしてくれる。と、そうこうしている内に、教室の外から喧けん騒そうが近づいてくるのが聞こえてきた。

「……よし、皆。準備はいいか？　練習通りにやれば、大丈夫だからな」

　勇海が言うと、メイド服に身を包んだクラスメイト達が、息ピッタリに頷く。しん、と息を潜ひそめ、来客を待ち侘わびていると、教室の扉とびらの前まで足音が近づいてきた。

　一度、クラスメイト同士で頷き合い、タイミングを合わせる。

　そして、ついに扉が開かれたのと同時に──練習通り、声を揃えて言い放つ。




「──いらっしゃいませ、《亜人コスプレメイドカフェ》に、ようこそーっ♪」




　きっと、上手くいく──息ピッタリの仲間達を見て、勇海はそう確信していた。




　　　　■■■




　きっと、上手くいく。そう思っていた時期が、勇海にもありました。

　しかし開店から数十分後、訪おとずれた客を出で迎むかえたエイミはといえば。

「よく来たな、お客様よ──さあ、空いてる席にでも、存分に座るがいいっ！」

「えっ、あ、はい。えっと……し、失礼します」

　外部からの招待客であろう女子学生が、戸と惑まどいがちに席に着く。その後ろに追従したエイミが、誇ほこらしげな表情でテーブルにお冷を置くと、女子生徒が恐おそる恐る尋たずねた。

「あ、あの～、ここ、メイドさんのカフェなんですよね？　それなら、こう……ご主人様、とか呼んでくれたり……」

「む、なぜだ？　ご主人様とか、誰だれ彼かれかまわず呼ぶのは、メイドさんとしての忠義が疑われそうじゃないか？　私のご主人様はイサミだけだしな」

「い、いえ、メイドカフェって、そういうものだと思いますけど……えっと、その人がご主人様なのは、別にイイんですけど……イサミ、さん？　でしたっけ──」

「むっ！　イサミに興味があるのかっ。まあな、イサミはとってもカッコよい、私の自じ慢まんのダンナ様……いや、ご主人様だから、気になるのも仕方ないな♪　あ、でも、惚ほれたりしちゃダメだぞ？　でもまあ、話ならいくらでも──」

「ひ、ひえええ……」

　どうもエイミは、メイドカフェのコンセプトを微び妙みように理解していないらしい。思い返してみれば練習の時は、勇海が客の役をしていたから、上手くいっていたのだろうか。

　それでもやる気は十二分なエイミに、女子学生はたじたじの様子である。しかし、問題はエイミだけではなく、別の席でも起こっていた。

「あ、あの、私が頼たのんだの、リンゴジュースなんですけど……これって、その」

「ええ。このわたくし、華か麗れいなる《ダムピール》たるカーミラ様のおすすめ、その名も……《トマトジュースって、真っ赤な血かい？》ですのっ！」

「……い、いえ、私、リンゴジュースが」

「遠えん慮りよなさらないで……さあ、ぐいっと一いつ杯ぱい。いきますのよ、さあさあさあ」

「うぅ、なにこの人、異常に押しが強いよう……しくしく、リンゴジュースぅ……ごく、ごく。……あっ、おいしい事はおいしい」

「うふふ、そうでしょう、そうでしょうとも……その良ささえ分かれば、アナタも晴れて吸血鬼ヴアンパイアの僕しもべですわ。さあ、他ほかにもどんどんご注文くださいまし。トマトケチャップで文字を書いたオムライスなんかも、オススメですのよ？　おーっほっほっほっほ！」

「ふ、ふえええ……」

　メイドカフェに来たら、勝手に僕にされてしまった女子生徒が、恐れ戦おののいている。

　そんな中、おっとりとしたカナ子だけは、きちんと接客しているようで。

「いらっしゃいませ～♪　一名様、ご案内で～す♪」

「わ、わあ、大きいなぁ……えっと、お姉さんって《オーガ》さんなんですよね？」

「ええ、そうなの～。鬼おに、とも呼ばれるんだけど～……私、怖こわいかしら～？」

「い、いえ、全然！　お話とかで聞くより、ずっと優やさしそうで、びっくりしましたっ」

「うふふ、ありがとう～♪　嬉うれしいわ～、私、がんばってご奉ほう仕ししちゃうわね～♪」

　さすが、母性に溢あふれるカナ子。その穏やかな物もの腰ごしによる接客で、がっちりと客のハートを摑つかんだ彼女が、空いている席まで女子学生を案内し……そして。

「あっ。テーブル、先にお拭ふきしますね～♪　よいしょっと……きゃあ～っ」

「あ、あわわわわわ」

　カナ子が拭こうと力を籠こめたテーブルが、積み木のようにあっさりと粉ふん砕さいしてしまう。カナ子の柔やわらかな悲鳴とは裏腹の大惨さん事じに、お客様は困こん惑わくするしかない。

　可愛らしさを前面に出すはずの《コスプレメイドカフェ》が、いつの間にかスリリングさが売りのようになってしまっている。

　この現状に、さすがの勇海も危機感を覚え、来夢と対策を講じようとした。

「うん……うん。ちょっとこれ、思った以上にまずいな。このまま放ほっとくと、何かもうお店のコンセプトが全然違う感じになりそうっていうか」

「お、落ち着いてる場合じゃないですよう、勇海さん……な、何とかしないとっ」

「そ、そうだな。よし、それじゃ俺がホールに立って、皆みんなに直接指示を出しに行くから。来夢は調理とか、裏方の指示を頼むな」

「あ……はいっ！　勇海さん、ご武運を、ですぅ！」

　来夢の送り出し方は大げさに聞こえるが、状じよう況きようが状況だけに、割と適している気もする。戦場のようなホールに立った勇海は、まずエイミの対応するテーブルに向かった。

「こほんっ。失礼します、お嬢じよう様さま。当店のメイドが、失礼しました」

「ん？　この声、イサミか？　何だか雰囲気が──えっ」

「ほら、エイミ。ちゃんと接客しなきゃダメだろ？　……あの、エイミ、聞いてるか？」

　振ふり向いてきたエイミだが、勇海の姿を見た途と端たんに硬こう直ちよくしてしまう。勇海が何度か聞き直すと、はっ、と我に返ったエイミが、驚おどろきの声を上げてきた。

「い、イサミ、その恰かつ好こう、まさか……し、しっ、執しつ事じさんっ──!?」

「そうだけど……そ、そんなに驚かせるほど、変だったか？」

「そそそんな事ないっ！　そのっ、いつもと違う感じで、新しん鮮せんで、凜り々りしくて、勇ましくて、上品でっ……かっかかカッコいいぞ!?」

「いや、どう考えてもそれは褒ほめすぎだと思うけど……あ、ありがとな？」

　開店してから、勇海は仕切りの向こうでこっそり執事服に着き替かえていた。《亜あ人じんコスプレメイドカフェ》のコンセプトに合わせ、いざという時に接客できるように、と考えた結果だ。エイミは気に入ってくれたようだが、今は彼女に接客を促うながす事にする。

「それよりエイミ、ちゃんと接客してあげような？　ほら、お客様が困ってるだろ？」

「えっ、でも、私のご主人様はイサミだけだしっ。そこは絶対に譲ゆずれないからなっ」

「そ、そう言われて、嬉しくないワケじゃないけど。でも今は俺も執事だし、エイミとは同どう僚りようみたいなモンだろ？　同僚としては、やっぱりちゃんと仕事して欲しいし」

「うっ。うう、イサミにそう言われちゃうと、うーん、うーん……」

　少し揺ゆらぎ始めているエイミを見て、勇海は追つい撃げきをかけるように言葉を続けた。

「それに、ちゃんと仕事できたら……後で何か、ご褒ほう美びあげるからさ。だから──」

「えっ──それ、本当か!?　い、イサミが私に、ご褒美を!?」

「う、うん、俺に出来るコトならな？　それじゃ、エイミ……任せるぞ！」

「あ、ああっ、任されたっ！　ええと……お嬢様、失礼、しました！」

　まだ不安はあるが、今度こそメイドらしくなってきたエイミに、対応された女子学生が少し気を取り直して口を開く。

「あ、その人がイサミっていう人なんですね。へぇ～、なるほどぉ～……ふふっ、確かに執事さんの恰好、イイ感じで──」

「そうだろっ!?　あ、いや、んんっ。ええと……お嬢様、ご注文は？」

「は、はひっ。ええと、じゃあ……この、ドラゴン手作り黄金クッキーを──」

「！　おおっ、お目が高いぞ、お嬢様！　待っててくれ、すぐ持ってくるからなっ」

「え──は、早っ!?　……う、うーん、やっぱりメイドさんっぽくはないけど……何か、ああいう何かに夢中で真っ直ぐな感じ、ちょっとカワイイかも……？」

　エイミの対応に、意外と好意的な反応が見られ、勇海は少し安心する。さて、ここばかりに気を取られてはいられない、と続けてカナ子の下もとに赴おもむくと。

「きゃ～、大変、大変～。お片付けしないと……あっ、また壊こわしちゃったわ～」

「カナ子さん、焦あせってる感じはあんまりしないけど……落ち着いて、大丈夫だからさ」

「勇海くん？　あら、執事さんの服、とっても素す敵てきね～♪　抱だきしめたくなるわ～♪」

「あれ、やっぱ焦ってないのかな……ま、まあとにかく、片付けは俺に任せて。カナ子さんはこれを持って、カーミラのほうに行ってくれるか？」

「あら？　これって……うふふっ、そういう事ね～、わかったわ～♪」

　勇海が〝あるもの〟を手て渡わたすと、カナ子は意図を察してくれたらしく、悄しよう々しようとトマトジュースを啜すする悲しき女子生徒のテーブル前に歩み寄り、カーミラに語りかけた。

「カーミラちゃんったら、ダメよ～？　自分の好きなものを薦すすめたい気持ちは分かるけど、押しつけるなんて～……お客様が、困ってるわ～」

「む、むむっ。別に押し付けてなんてないですわっ。わたくしは、よりおいし～いモノを提供しようという、それだけのつもりでっ」

「こらっ、だ～めっ。ほら～、ここは私に任せて……コップ、取ってきてね～？」

「むぐっ。うう、何だかカナ子さんには逆らえませんわ……わ、わかりましたわよっ！」

「うふふ、お願いね～？　さてさて～、お客様、お待たせいたしました～♪　お客様のご注文はぁ～……これですね～っ♪」

「しくしく、トマトジュースおいしいで……す？　え、これって、えっ」

　にこやかな笑え顔がおのカナ子が差しだすのは、先ほど勇海から受け取った、二つの林りん檎ご。まさか、そのまま食べろというのか。どこの鬼おに嫁よめだ、オーガだけに。そんな事を思っているか定さだかではないが、啞あ然ぜんとする女子学生のテーブルに、カーミラが戻もどってきて。

「持ってきましたわよ、カナ子さん。で、どうするつもりですの？」

「うふふ、ありがと～♪　それじゃあ～……いくわよ～」

　カーミラがテーブルにコップを置くと、カナ子は左右の手にゴム手て袋ぶくろを嵌はめる。両手に一つずつ持った林檎をコップの上で制止させ、何が起こるのか、と他の客からの注目も集まった──次の瞬しゆん間かん、カナ子が両手に力を籠めると。

「───え～いっ♡」

　非常に軽い一言と同時に、ブシャッ、と二つの林檎から果か汁じゆうが滴したたり落ちていく。ほんの数すう瞬しゆんで、林檎二つをあっさりと搾しぼりかすにしてしまったカナ子は、にこりと微笑ほほえみ。

「はいっ──《果汁一○○％、鬼おにの生搾りリンゴジュース》で～す♪」

「わ、わあっ、すごいです！　正直さっきから飲みっぱなしでお花はな摘つみ直行待ったなしですけど、それはそれとして本当にすごいですねっ！」

「うふふ、ご迷めい惑わくをおかけしましたし、サービスです～。どうぞ、ごゆっくり～♪」

　ぺこり、一礼してカナ子は下がっていく。彼女が披ひ露ろうしたパフォーマンスに、客から拍はく手しゆが贈おくられた。どうやら別のテーブルでも求められているようで、人気は上々らしい。

『あ、あの、こっちもお願いしますっ』『その……スイカとか、できます？』

『うふふ～……余よ裕ゆうです～♪』

『できるんだ!?』『すごい！』『余裕って！』『こわい！』『おねがいします！』

「むむむっ、やりますわね、カナ子さんっ。わたくしも負けていられませんわっ。さあさ、お客様っ、ご注文があれば、何なりと～っ！」

　カナ子に触しよく発はつされたのか、カーミラの接客にも力が入ってきたようだ。接客が順調になり始めた事で、テーブルの回転率も伸のびてくる。

　俄にわかに慌あわただしくなってきた店内で、勇海が二人組の女子生徒に呼び止められた。

「あの、執事のお兄さ～ん。ここってゲームとか、そういうのは無いんですか～？　ほら、メイド喫きつ茶さなら、メイドさんとジャンケンしたりとか、ありますし～」

「亜人さんのメイドカフェなんて、他にないし……あったらやってみたいな～、って。あ、別に執事さんが、何かしてくれてもイイですよ～……なんちゃって」

「！　はい、少々お待ちください……おーい、ルゥ！　ちょっと来てくれるか？」

　勇海が客に向けて一礼してから、《人狼ルー・ガルー》の少女ルゥを呼ぶ。すると彼女は、ひょっこりと仕切りの向こうから顔を出し、とてとてと勇海に駆かけ寄ってきた。

「どした、いさみ？　ルゥ、やることあるか？　がんばるぞ、孤こ高こうだから」

「うん、ありがとな、ルゥ。ええと、お客様……この子にオヤツ、あげてみません？」

「へ？　その子にですか？　え～、それって楽しいかなぁ……んっ？」

　女子学生が乗り気でない声を漏もらす……が、不意に様子が変わる。勇海の『オヤツ』という言葉に反応したルゥが、切れ長の目を今だけは見開き、瞳ひとみを輝かがやかせた。

「るっ？　オヤツ、くれるのか？　……るるるっ？」

「!?　あ、え……えっと、そのっ」

「な、何かしら、この感じ……胸がキュンキュンする、っていうか」

　不思議な感覚に戸と惑まどっているらしい彼女達が、何かに導かれるように、クッキーを一つ摘つまむ。それをルゥに向けて差し出すと、ルゥは軽く頭を揺らして狙ねらいを定め、

「るっ。るるる……ぱくっ！」

「きゃっ！　……お、おいしい？」
















「ごくん。……る、る～っ♪　うんっ、ルゥは孤高だから、おいしいぞっ♪」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　孤高は全く意味不明だけど……か、かわいいっ」

「こ、これは病やみつきになるわっ。すいませんっ、今度はソーセージ追加でっ！」

　彼女達の気持ちが、勇海には痛いほど理解できる。別のテーブルでもお声が掛かかっているようで、我も我もとオヤツをあげたがる客達に、ルゥは小首を傾かしげて呟つぶやいた。

「る？　なんだかよくわからぬけど……ルゥが孤高だから、たくさんくれるんだな。ならば仕方なかろーというもの。るぅ[image: ～][image: ～][image: ～]っ♪」

　孤高、その意味はルゥにしか分からない、永遠の哲てつ学がく。まあそれはともかく、俄にわかに慌ただしくなってきた店内で、調理場も忙いそがしくなってきたようだが。

「ん。皆、頑がん張ばってるわ。ワタシも少し、サービスしようかしら。……えいっ」

『え？　あれ、何も無いお皿の上に……い、いつの間にか、かき氷っ!?』

『ていうか、店内に雪が降ってるみたい……なにこれ、すっごい綺き麗れい！』

〝あかずの教室〟の時とは違ちがい、優やさしい粉雪を漂ただよわせるのは、ミミ。客がその光景に目を奪うばわれている内に、ミミの調理を手伝っていた来夢が、ユニに指示を出した。

「ユニさん、お客さんのテーブルに、かき氷用のシロップを持っていってください……お願いしますねっ」

「ふっ、任せろ、来夢殿どのっ！　誇ほこり高きユニコーンの娘むすめである、この私がっ……脇わき目めもふらず、一目散にお届けするとも！　さあ、いざゆかん──」

「角には気を付けてくださいねっ！　ぜ～ったい、刺さしちゃダメですよう!?」

「──ふあっ!?　そ、そうだった……くっ、気を付けるっ！」

　来夢が事前に注意してくれたおかげで、ユニは何とか注意出来ているようだ。実は少しトラブルを覚かく悟ごしていた勇海だが、これには胸を撫なで下ろす。

　開店直後は不安だったが、思った以上に上手うまくいっているようだ。しかしそれだけに、盛せい況きようを聞きつけたのか新たな客がやって来て、中に入りきらず並ぶ列が出来てしまう。

　待たせるのも申し訳ないな、と勇海が思っていると、不意に廊ろう下かから声が響ひびいてきた。

『ふっふっふー……お客さんたち、お待ちの間はミミック特製の宝箱で、カギあけゲームなんてどう～……？　お好きなカギを選んで挿さしこむだけだし、カンタンだよ～？』

『えーっ、何それ面おも白しろそうっ。じゃあ私は折角だから、こっちの赤い鍵かぎを選ぶ～』

『ちなみに間ま違ちがえたカギを挿すと。………ビックリ箱になるんだけどね～』

『きゃ～っ!?　か、鍵かぎ穴あなから煙けむりがーっ!?　び、びっくりしたぁ……』

　待っている客に対しては、意外な事に小匣が対応しているらしい。やる気が無さそうに見えて、実はクラスの皆みなと同様、楽しみにしていたのだろうか。

　さて、勇海の想像を超こえて繁はん盛じようし、しかもスムーズに回せている。これなら成功しそうだ、と勇海が安心のため息を吐ついていると、再び客の一人からお呼ばれした。

「おーい、そこの執事くん。良かったらキミが、私に応対してくれないかな？」

「えっ、俺ですか？　俺は亜あ人じんちゃんじゃないんですけど、それでも良ければ……って、ダルク先生!?」

　勇海を呼んだのは、《ダークエルフ》の養護教きよう諭ゆ、ダルク＝ナイトエルフその人だった。くすっ、と妖よう艶えんな笑みを浮うかべた彼女が、頰ほお杖づえを突つきながら勇海に要求してくる。

「もちろんさ。私なんてむしろ、亜人ちゃんは見み飽あきてるくらいだからな。人間のユウキくんに接客してもらうほうが、よほど新しん鮮せんだぞ、きっと」

「そ、そうですか……ええと、じゃあ、お茶でも入れましょうか？」

「ふむ、それも悪くないが、そうだな……よし、そこのポッキー、取ってくれるか？」

「ポッキーですか？　はい……ど、どうぞ」

「うむ、ありがとう。うーん、おいしそうなポッキーだなー、あーん……」

　ポッキーを一本摘まんだダルクが、その艶なまめいた唇くちびるをゆっくりと開く。そしてそのまま、口にくわえる……と、思いきや。

「ああっとー、手が滑すべってしまったぁー、きゃー」

　とても、とてもとても白々しいが、ダルクは指先で摘まんでいたポッキーを落としてしまった。すると、そのままポッキーは垂直に落ち──途と中ちゆうで、受け止められた。ただし受け止めたのは、ダルクの豊満な胸むな元もと、その谷間である。

「えっ。……だ、ダルク先生、あの？」

　その光景に、勇海は思わず啞然とするが、ダルクは妖あやしく笑いながら言った。

「じゃ、これを取ってくれるかな……執しつ事じくん？」

「当店はそういういかがわしいお店ではないので、できかねますけど!?」

「ああ、何て無情な……このままでは体温でチョコが溶とけて、ベトベトになってしまうではないかー。くすん、くすん、ユウキくんはひどいやつだ、薄はく情じようだー」

「うっ……あ、ああもう、わかりましたよ！　取りますから、動かないで……」

「おっと、勘かん違ちがいしてもらっては困るな。口で取るのだ。食べ物だし、当然だろう？」

「とと当店はそういういかがわしいお店ではないですってば!?　いい加減にしてくださいよ、ダルク先生……じゃなく、お嬢じよう様さまっ!?」

「ッ！　……ほ、ほほう、お嬢様呼びは、なかなか破は壊かい力があるなあ……これは確かに、病やみつきになりそうだ。なるほど、そういうプレイもあるのか……」

「人聞き悪いですって！　ああもう、自重しましょう、先生でしょう!?」

　これではどちらが教職者か分からないが、ダルクは「ちぇっ」と不満げにではあるが、胸元からポッキーを摘まみ出して食べ直す。勇海も一気に疲つかれてしまうが、どこまでもマイペースなダルクは、ゆっくりと席を立ちながら告げてきた。

「さて……私も養護教諭として、いつまでも救護所を空けてはいられんからな。名残なごり惜おしいが、仕事は果たした事だし……これで失礼するよ」

「仕事？　それって……俺に接客させるコト、ですか？　へ、変な仕事ですね……」

「いやいや、違うよ。私の仕事は、案内さ。……キミに近しい、大切な人を、ね」

「俺の大切な人って……誰だれのコトです？　だ、ダルク先生？」

「では、またな、ユウキくん。……たまには保健室にも、顔を出してくれよーっ」

　意味深な発言を残しながら、ダルクは手を振ふって立ち去ってしまう。

　何が何だか分からない勇海だが、ダルクの言う事を鵜う吞のみにするなら、彼女が案内したという人物は教室内にいるのだろうか。

　教室内を見回そうとする勇海だが──不意に背後から、聞き慣れた声がかかった。

「い、イサミっ。もう、もう我が慢まんの限界だっ……わ、私っ」

「あれ……エイミ？　どうしたんだ、疲れちゃったか？　なら、休きゆう憩けいしてきても──」

「──私もイサミに、尽つくしてもらいたーいっ！」

「なんと申した？」

　あまりにも予想外の一言に、勇海も変な口調で返してしまう。一方のエイミは、なぜか体から微かすかに《金きん炎えん》を漏らし、やけに情熱的な視線を勇海に送り続けてきた。

「イサミの執事姿、意識しないようにしてたけど……も、もう無理っ、我慢の限界だっ。さっきイサミは、ご褒ほう美びをくれるって言ってたし、なっ？」

「いやそれは、学園祭が終わった後とかだからな!?　さすがに今すぐなんて──」

「そ、それは分かってるけど、体が熱くなって、どうしようもないんだぁ……ううっ」

「エイミ、ちょっ……《金炎》出てるぞ!?　お、落ち着いて……！」

「お願いだっ……お嬢様とか、私にも言ってくれーっ!?　イサミ～っ！」

「わ、分かった、いや分かりました、お嬢様!?　こ、これでイイのか？」

「はうっ。……く、くう～っ……む、胸がキュンってしたぁ……は、はわわわっ」

「今度は倒たおれそうになってるぞ!?　エイミ、しっかりしてくれっ!?」

　ふらっ、とよろめいたエイミを、勇海が慌てて支える。『なんだなんだ』と客の注目が集まり、簡易調理場の方から来夢が飛び出そうとしてきたが。

「あっ……もう、エイミさんっ。勇海さんの邪じや魔ましちゃダメで──」

『──そこのメイドさん、いい加減にしてくれませんか』

「………ふえっ？」

　今の声は教室の片かた隅すみから、エイミに向けられたものらしい。思わぬ制止に、先ほどまで興奮していたエイミも、冷や水を浴びせられたかのように、きょとんとしてしまう。

　それは甲かん高だかく、どこか幼さを感じる少女の声だった。少なくともクラスメイト達にとっては、初めて聞く声だろう。けれど勇海だけは、その声の正体を知っていた。

　教室の隅すみのテーブルに、隠かくれるように座っていたのは、目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶった少女。そんな彼女が、ゆっくりと帽子を取ったのと同時に、勇海はその名を呼ぶ。

「ま、まさか……渚なぎさか!?　ど、どうしてここに？」

「えっ……勇海さん、お知り合い、ですかぁ？　渚さん……と、仰おつしやるんです？」

「あ、ああ、来夢。知り合い、っていうか……この子は」

　勇海が少女の──渚の素す性じようを述べようとするが、その寸前、「コホン」と彼女は咳せき払ばらいして立ち上がった。そのまま勇海達のほうに歩み寄ってきて、声を紡つむぐ。

「どうも、こんにちは。学園長から招待を受け、参った者です。明日の演劇では……ゲストとして、一いつ緒しよに参加させて頂くことになっていますが」

「ゲスト？　という事は……おまえが例の、ビッグゲスト、というヤツか？」

「むっ。ビッグかどうかは知りませんが……あなたは、エイミ＝ドラコ＝エクリシアさん、ですね？　……おまえ、なんて、呼ばないで頂けますか」

　歳としの程ほどはエイミ達より、少し下くらいだろう。けれど、見た目よりもずっと大人びた雰ふん囲い気きと動作で、彼女は簡潔に自己紹しよう介かいした。

「渚は、渚……結城渚、と申しますから」

「ほう、結城渚……ん？　ユウキ、って……それって、まさか!?」

　エイミが顔を向けてくると、勇海は軽く頭を搔かきながら頷うなずき返す。そうしている間に、更さらに勇海に接近してきた渚が、礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをしながら声をかけてきた。

「ご無ぶ沙さ汰たしています……お元気そうで何よりです、お兄様」

「！　お兄様、って……じゃ、じゃあやっぱり、あなたはっ」

　お兄様と、渚が勇海の事をそう呼ぶと、来夢は俄にわかに狼ろう狽ばいし、

「勇海さんの──妹さん、ですかぁ!?」

　明らかになった渚の素性を、驚おどろきのまま口にした。




　　　　■■■




　正午から始まった《亜人コスプレメイドカフェ》も、夕方近くになる頃ころには、さすがに客足が途と絶だえてきた。教室内の客もごく少数になったが、その片隅にぽつんと一人。

『……………』

　勇海の妹である結城渚が、黙もく々もくと紅茶カップを傾かたむけていた。『お兄様の邪魔にならないように』と気を遣つかってくれているらしく、ずっと大人しくしていたのだ。

　どうやらダルクが案内したというのは、渚の事だったらしい。実は勇海も渚に招待状を送ってはいたのだが、返事も全くなかったし、学園祭には来ないものだと思っていた。

　来夢も疑問に思ったのか、人目に付かない調理場の奥で、勇海に尋たずねてくる。

「あ、あの、勇海さんは、妹さんが……渚さんが来るの、聞いてなかったんですか？」

「ああ、俺もビックリしてるよ。そういえばミリィから、ゲストたっての要望で当日まで正体は伏ふせる、って聞いてたし……サプライズって、このコトだったんだな。ああ見えて渚は、甘えたがりなトコあるし、意外と茶目っ気もあるからなぁ」

「そ、そうなんですか？　あんまり……そんな感じには、見えませんけどぉ……」

　来夢の言う通り、渚の様子は憮ぶ然ぜんとしており、どことなく不ふ機き嫌げんそうでもある。兄の贔屓ひいき目めを勘かん定じように入れても、取っ付きにくく見えるのは否定できない。

　が、しかし、カフェの様子も閑かん散さんとして余よ裕ゆうが出てきた頃ころ合あい──渚に向けて、果か敢かんにもエイミが歩み寄っていく。

「渚、だったな？　忙いそがしくてかまってやれず、すまなかったな。話でもするか？」

「むっ。……いいえ、結構です。話しかけないでください、エクリシアさん」

「ふっ、拗すねてるのか？　しょうがないな。クッキーをあげるから、機き嫌げんを直して……」

「子供扱あつかいしないでくださいっ。私、お兄様とだって二つしか違ちがわないんですからっ」

「ほう、なら私とも二つ違いだな。私はイサミと同い年だし──」

「そんな話、聞いてませんから。エクリシアさん、渚は怒おこっています、怒っているんです。さっきお兄様にワガママ言って、困らせて……そんな人と、話なんてしませんっ。それと、渚のことを名前で呼ばないでください。結城、とでもどうぞ。ふんっ」

「……なるほど、そうか。そう、だな……」

　渚は取りつく島もなく、不機嫌さを露あらわにしている。これにはエイミといえど、俯うつむいて落ち込んでしまい、引き下がるしかない……と、思いきや。

「では義妹いもうとよ、これからよろしく頼たのむな！　仲良くしよう！」

「あのエクリシアさん、聞いてます？　よろしく頼んでないですよ？　あとそのイモウトって、何だかニュアンスに違い和わ感かんを覚えるんですが？」

「エクリシアさん、なんて他た人にん行ぎよう儀ぎだぞ？　何しろ私は、イサミの〝ドラゴン嫁よめ〟……気軽にお義姉ねえさん、とでも呼ぶといい！　さあ遠えん慮りよするな、義妹よ！　さあさあっ！」

「呼びませんからね、エクリシアさん。あとお兄様の〝許嫁いいなずけ〟の話は聞き及およんでますが、渚は認めてないので……ちょ、聞いてますか、エクリシアさん？」

　大だい丈じよう夫ぶ、聞いていない。エイミの猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりと押しの強さをよく知る勇海は、それが理解できた。しかし勇海には遠慮なく甘えてくるエイミが、渚にはやたらとお姉さん風を吹ふかせているのを見ていると、何となくおかしく思えてしまう。

　勇海が軽く失しつ笑しようすると、目ざとく見つけてきた渚が、抗こう議ぎの声を上げてきた。

「ちょっと、お兄様っ。笑ってる場合じゃないですっ。妹が困ってるんですよ、助けてくださっ……もう、何なんですかこの人っ。異様に押しが強いんですけどっ」

「だよなー、あはははっ」

「いえですから、笑ってる場合じゃなくてですね！　お、お兄様……お兄様ーっ!?」

　普ふ段だんは気き丈じような妹が、エイミには簡単に振り回されているのを見て、何となく勇海は和なごんでしまう。横にいる来夢は、かなりハラハラしているようだが。

　エイミの勢いにたじたじな様子の渚だが、そこでアンが助たすけ舟ぶねを出そうとする。

「ちょっとエイミ、困ってるでしょ、その辺にしときなさいよね。義妹……こ、こほんっ。えーと、渚ちゃん、大丈夫？」

「あ……あなたは、ミリアードさんですね。ご先祖様の味方をした、《聖女》の家系の」

「ん？　あ、そっか。勇海の妹ってコトは、渚ちゃんも《救世主》の末まつ裔えいなのよね。ええ、そうよ。まあ縁えんがあるってコトで、仲良くしましょ？」

「あ、ええと……では、まあ、はい。よろしくお願いします、ミリアードさん」

　頑かたくなに名前では呼ばない渚だが、アンに差し出された握あく手しゆを拒きよ否ひはしなかった。ささやかにではあるが、アンの右手を握にぎり返した……その時。

『あの、すいませーん。お会計、おねがいしまーすっ』

「あっ、はいはーい！　少々お待ちくださ……って、きゃっ」

「え？　ミリアードさん……えっ、これ、えっ」

　アンが反射的に身を捻ひねった瞬しゆん間かん、彼女の右みぎ腕うでがあっさりと取れてしまう。結果、握手していた渚の右手に、ぶらん、とアンの右腕が垂れ下がる事となり。

「え。……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?　きゃ、きゃ、きゃあっ……!?」

「わっ、ごめんごめん、渚ちゃん。すぐにくっ付くから、心配しないでね。よいしょっと。それじゃアタシ、仕事してくるから……また後でね」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ……はあ、はあっ。し、心臓が、止まるかと……っ」

　アンは右手を元通りにして仕事に戻もどるが、それを見送った渚は、胸を押さえて呼吸を整えようとする。自分も初めは驚いたなあ、と思い出し、勇海は二度、三度と頷く。

　暫しばらくして、ようやく落ち着いたらしい渚に、続けて話しかけたのは、意外な人物で。

「やっほう。はじめましてだね～、妹ちん？」

「い、妹ちん、って何ですか。って、あなたは《ミミック》の……引ひき出いでさん？」

「おうよ。……ふーん、いさみんの妹、妹ねぇ～……ふ～ん」

「な、なんですか。人のことをジロジロと見て」

　訝いぶかしげにする渚だが、小匣は観察するような素そ振ぶりを続ける。暫くして、ふっ、と笑った小匣が、自身の入っている宝箱から、何やら小さな箱を取り出した。

「はいよ、妹ちん。お近づきの印に～……これ、くれて進ぜよう～」

「だ、だから妹ちんって……もうっ、いりませんよ。無理やり手て渡わたさないで──」

「まあそれ、びっくり箱なんだけどね～」

「え……きゃ、きゃあーっ!?　ば、爆ばく発はつしましたっ!?　な、何をするんですか！」

　ぼんっ、と音を立てた小さな箱は、幸い音だけで危険はないらしい。とはいえ渚が怒るのは当然だが、対する小匣は、何やら不ふ穏おんな口調で言葉を投げかけた。

「ふん、これは宣戦布告だよ、妹ちん～……あたし、負けないからね～」

「むむっ！　意味は分かりませんが、ケンカを売っているのでしたら、受けて立ちますよ。お兄様の妹として、渚は逃にげも隠れも──」

「いさみんの妹の座は、渡わたさぬからねっ。妹ちんよ、おぼえておくがいい～」

「いえ渡さないも何も、お兄様の妹は渚一人ですから！　なに言ってるんです!?」

「いさみんにチヤホヤされ、甘やかされ、面めん倒どうをみられる……最良のひきこもりライフを手にするのは、このあたしだけで充じゆう分ぶんなのだよ～」

「聞き捨てならないにも程があるんですが！　お兄様に寄生するつもりですか!?　妹として……いえ、本物の由ゆい緒しよ正ただしき妹として！　許しませんよ!?」

　妹の由緒正しさはよく分からないが、勇海は渚の言葉に『いいぞ、もっと言え』と心の中で応おう援えんしていた。ひきこもり、よくない。

　さて、この立て続けの攻こう勢せいに、渚も明らかな疲つかれを見せてきた。

「はあ、はあっ……な、何なんですか、もうっ。何なんですか、このクラスっ！」

「ははは。ちょっと個性的だけど、賑にぎやかで楽しいだろ？　皆みんな、イイ子だしさ」

「お兄様、感覚が麻ま痺ひしていませんか!?　ちょっと個性的というレベルじゃないですよ、個性が重すぎて胃もたれしそうなくらいですけど!?」

　渚の客観的な意見に、言われてみれば、と勇海は軽く頷く。それにしても、身内がいるからか、妹がいつもの自分に代わって振ふり回されているおかげか、勇海は妙みように冷静だ。

　しかし、渚へと更に迫せまっていく一つの影かげは、今までより一回り大きくて。

「ねえねえ～、渚ちゃんは、勇海くんの妹さんなのね～？　……羨うらやましいわ～」

「うっ。あ、あなたは……《鬼オーガ》の、鬼き怒ぬ川がわさんですか」

　渚は十四歳なだけあって、この場にいる女子達の中でも小こ柄がらな部類に入る。一方、カナ子は２Ｍメートルという長身の持ち主であり、渚と比べれば差があり過ぎるほどだ。

　どちらかといえば勝気な渚も、さすがに圧あつ迫ぱく感かんを覚えているのか、少し怖おじ気けづいている気がする。だが、渚はすぐさま表情を引き締しめ、果敢にもカナ子に立ち向かった。

「ええ、それがなにか？　さっきの引出さんのように文句でもあるのでしたら、どうぞ。文句を言われようと、渚だけがお兄様の妹だという事実は、変わりませんから」

「っ。う、うう……うう～っ……」

「ふふんっ。悔くやしがったって、だめなんですから。お兄様の妹は、渚だけ──」

「──かわいい～っ！　渚ちゃん、と～ってもかわいいわ～っ♪」

「え。……きゃ、きゃあっ!?　な、なにを……抱かかえ上げないでくださいっ!?」

　突とつ然ぜん、興奮を露わにしたカナ子に、渚は両りよう脇わきの下から軽々と抱え上げられていた。いわゆる『高い高い』のポーズだが、子供扱いを嫌きらう渚は、明らかな怒いかりを示す。

「ちょっと、やめてくださいっ！　急にこんなことして、怒おこりますよっ!?　早く降ろさないと、ひどいんですからっ！」

「もうもう～、小ちっちゃいのに強がったりして～……本当にかわいいんだから～♪　こ～んな小っちゃくてかわいい妹さんがいたなんて、勇海くんが羨ましいわ～♪」

「つ、強がってませんし、渚が小さいんじゃなく、あなたが極きよく端たんに大きいだけですからっ！　もう、いい加減にしてください！　聞いてますか!?」

「うふふ～、私、渚ちゃんみたいな、かわいい妹が欲ほしかったの～♪　あ、でも私、勇海くんの〝許嫁〟だし～……渚ちゃんは義妹なのね～、嬉うれしいわ～♪」

「この人、エクリシアさん以上に話を聞いてくれないんですが!?　何なんです、もう！」

　どうもカナ子の事は苦手らしい渚だが、そんな妹を見て、勇海は穏おだやかに頷うなずいた。

「うん、うん。皆、渚と仲良くしてくれてるなぁ……妹がああやって、かまってもらってるのを見ると、何か感かん慨がい深いっていうか……うんうん」

「あの勇海さん、もしかしてですけど……妹さんのこととなると、周りが見えなくなっちゃったりします？　妹さん、かなりイヤがってるみたいですけどぅ……」

　来夢がおずおずと指し摘てきしてくるが、勇海としては、あまりピンと来ない。「そうかなぁ」と勇海が吞気のんきに首を傾かしげていると、当の渚が行動を起こした。

「っ……もう、容よう赦しやしませんからっ！　すうっ──」

　抱え上げられたままの状態で、渚は目を閉じて大きく息を吸い、呟つぶやき始める。

「楔くさび　革あらためて　地に杭くいを穿うがて

　鎖くさり　戒いましめて　縛ばくを成し封ふうぜ」

　それは、呪じゆ文もんの詠えい唱しよう──渚の眼前で紡つむぎだされた魔ま力りよくが、カナ子に向かって収束してゆく。カナ子が「あら？」と首を傾げた瞬間、渚は己おのが魔ま法ほうを解き放った。

「──《地逆縛影陣グラ・シエド・バインド》！」

「あら？　あ、あら……あらあら～っ？」

　カナ子の声は吞気だが、彼女の色々な意味で大きな体は、細長い木の根のようなものに一いつ瞬しゆんで拘こう束そくされた。そのまま後ろによろめいたカナ子だが、そこに丁度ユニが現れて。

「ふうっ、最後の客人もお帰り頂いたぞ。これで初日は終しゆう了りよう……ふ、ふぎゃーっ!?　何だこれ、木の根が絡からまって!?　わ、私が何をしたというんだぁ!?　くっ、理り不ふ尽じんっ！」

　カナ子ごと縛しばられてしまったユニは、完全なる巻き添ぞえである。ちょっと可哀かわい想そうではあるが、それはともかくカナ子の手から離はなれた渚は、軽かろやかに地に降り立った。

　その一部始終を見ていた来夢は、勇海の隣となりで驚おどろきの声を上げる。

「い、今の、魔法ですよね？　渚さんって、魔法が使えるんですかっ？」

「ああ、《救世主》の一族って基本的には女系家族なんだけど、そのほとんどが強い魔法の才能を持っててさ。渚はその典型っていうか、魔法の天才なんだよ。俺なんて男として生まれて、魔法の才能ゼロとか言われてたし……その分、渚は自じ慢まんの妹でさ」

「な、何だか切ない話のようなっ。……けど、確かにすごいですね、渚さん……」

　来夢が感心したように呟くと、ふっ、と気配なく後ろに迫っていた銀ぎん髪ぱつの美少女が、涼すずやかな声こわ色いろで呟く。

「でも、さすがにハイエルフのミリィさんほどではないわ。今の渚ちゃんの魔法が、実力の全すべてとは思わないケド……ワタシや、このクラスの皆なら、充分に対応できそう」

「ふやっ!?　み、ミミさん、いきなり後ろに立たれると、びっくりしますよぅ……って、わたしレベルだと、無理そうですけど……《スライム》ですし……」

　自信なさそうな来夢だが、今まさに渚の魔法で拘束されているユニもまた、一いつ緒しよに縛られているカナ子に何やら訴うつたえかけていた。

「くっ……わ、私は治ち癒ゆや浄じよう化かが専門なんだっ、解けないっ……そ、そうだ！　カナ子殿どのなら、これくらいは簡単に引きちぎれるんじゃないか？」

「う～ん、出来ると思うけど～、そうしたら反動で、ユニちゃんも大変なことになりそうよ～？　えっと、たとえば～……ユニちゃんの、何だか色々、折れちゃうかも～」

「すいません、別の方法でお願いします。だ、誰だれかっ……くっ、助けてっ！」

　ユニの口くち癖ぐせが、助けを求める形で、珍めずらしくちゃんと機能していた。

　ミミが「仕方ないわね」と呟き、ゆっくりと歩み寄ると、新雪のような白い手に、氷の刃やいばが形作られる。その光景を見た瞬間、渚の表情が曇くもった。

「むっ。強い魔力……厄やつ介かいな人達ですね、もうっ。お兄様、よろしいですか？」

「ん？　どうしたんだ、渚……お、おいおい、そんなに引っ張るなってば」

「大事な話があるんですっ。それでは皆さん、お兄様をお借りしていきますので。まあそもそも、皆さんのじゃないですけど。……とにかく、失礼しますっ」

　渚に手を引かれ、勇海が教室を出る寸前、エイミから声をかけられる。

「あっ、イサミ!?　ど、どこ行くんだっ？　私も一緒に……」

「いやいや、大だい丈じよう夫ぶだって。渚も久し振ぶりに会うし、積もる話もあるんじゃないかな……まあ、話が済んだら、すぐ帰ってくるからさ。心配しないでイイからな～」

「あ、ちょ、イサミぃ!?　う、うぅ～……」

　微び妙みように納なつ得とくしていない様子のエイミに見送られ、勇海は妹に手を引かれながら、吞気に教室を出るのだった。




　　　　■■■




　学園祭の初日も終わりに差しかかり、学園生達も片付けに忙いそがしいのか、中庭には勇海と渚以外の人ひと影かげは見当たらない。夕ゆう陽ひの朱しゆに照らされる中庭で、勇海は久しぶりに二人きりとなった妹に対し、穏やかに声をかけた。

「それにしても、ホントに久し振りだよな。って、まだ数ヶ月しか経たってないけど、何か随ずい分ぶんと会ってなかった気がするよ。この学園に来てから、色々あったからかな……それで、渚のほうはどうだ？　学校とか、家のコトとか、変わりないか？」

「ええ、特に変わりはありません。……お兄様が、いなくなったこと以外は」

「いなくなったって、何か大げさだな。たまにメールや電話はしてただろ？　まあ渚は、意外と甘えんぼだからな。俺がいなくて寂さびしかったりとか──」

「……はい。正直に言います、寂しいです。お兄様がいないと」

「えっ。……な、渚？　何か、やけに素す直なおだな？」

　勇海の記き憶おくによれば、渚はここまで素直に物を言う子ではなかったはずだ。勇海が《聖デミグリーン学園》に来る前にも、渚は確か、こんな事を言っていた。

『そうですか、好きにすればいいです。妹を置いて、いけばいいじゃないですか』

『本当に行くんですね。別に止めませんけど。お兄様の手を離すつもりはないですけど、別に止めてるわけじゃありませんから。勘かん違ちがいしないでくださいね』

『こんなに言っても行くんですね。もういいです、知りません。……ちょっ、本当に行くんですか。いえ、別に止めてません。止めてません、けど……もうっ、知りませんっ』

（出発前まで、あんなツンツンしてたのに……離れてみたら心境が変わったのかな？）

　勇海には分からない。全く分からない。本当なんだから、勘違いしないでよね。

　それはさておき、少々面めん食くらった勇海だが、渚は真しん剣けんに、じっ、と見つめてくる。

「渚は……この学園祭に来ること、秘密にしてもらいました。お兄様を驚かせたかった、というのもありますが……それ以外にも、隠かくしていた目的があって」

「隠していた目的？　それって……何なんだ、渚？」

「はい。それは……いわゆる〝抜ぬき打ち調査〟というものです。お兄様が、この学園で健すこやかに過ごせているか……その結果とし、渚は、こう判断しました」

　渚は首を横に振ってから、真っ直すぐ勇海を見つめ、高らかに言い放ってくる。




「渚は、お兄様を───連れ戻もどすことにしましたからっ！」

『────!?』




　渚が言い放った瞬しゆん間かん、後方で何やら物音が聞こえた気がして、勇海は反射的に振り返った。しかしそこには、猫ねこの子一匹ぴきいない。

「？　うーん……気のせいかな？」

「あの、お兄様……ちゃんと聞いてますか？　お兄様っ？」

「え、ああっ。も、もちろん聞いてるぞ、渚」

　勇海が慌あわてて頷くと、渚は訝いぶかしげにはしていたが、そのまま話を続けてきた。

「そもそも渚は、最初からお兄様がこの学園に来ることは、反対だったんです。まあ、別に止めてはいないですけど……でも、《救世主》の末まつ裔えいとはいえ、魔法の才に乏とぼしかったお兄様が、亜あ人じんの学園に転入するなんて……危ないんじゃないか、って」

「うーん……それはちょっと、心配しすぎじゃないか？　確かにクラスの皆は個性的だけど、優やさしくてイイ子ばかりなんだぞ？」

「いいえっ。だって今日、〝問題児〟の方々はやはり危険だと、確信を持ちましたから。いいですか、良く聞いてください、お兄様」

　こほん、と渚が一つ咳せき払ばらいし、強い語調で勇海に、

「エクリシアさんは接客中にも拘かかわらず、お兄様に迷めい惑わくをかけてましたし……あまつさえ、《金炎》なんて恐おそろしい力を発していました。全てを滅めつする無情の炎ほのおと評される《金炎》を、あんな軽はずみに使うなんて、どう考えても危険ですっ」

「そんなコトないって。以前と比べれば、《金炎》も抑おさえられるようになってるし」

「以前はもっと危なかったんですか？　……それも気になるところですが、他ほかの人達だって危険でした。引出さんには訳の分からない主張をされて、イタズラされましたし。渚を軽々と抱えた鬼怒川さんの力なんて、今思い出しても空そら恐おそろしいです。魔法の使える渚ならともかく、お兄様は自衛の手段を持たないんですから、どう考えても危険ですっ」

　学園外の人間は、勇海の持つ《吸きゆう精せい主しゆ》の力については知らない。ミリィの母である学園長に、部外秘として情報規制されているからだ。秘密にしなければならない理由があるらしいが、そこまでは教えてくれず、学園長は笑ってお茶を濁にごすだけだった。

　しかしそういった事情を知らない渚は、ひたすら心配そうに勇海に訴えかけてくる。

「だから……帰ってきてください、お兄様。渚は《救世主》の末裔としてお仕事なんかもしてますし……これでも結構、融ゆう通ずうを利きかせられるんですよ。お兄様さえ認めてくれれば、渚と一緒に帰るよう、手配だってできるんですから」

「渚……いや、俺にはこの学園で、やらなきゃいけないコトが。…………」

　この《吸精主》の力について話せれば、説明も楽なのだろうが──いや、しかし。

（いいや、違ちがう。仮に、この《吸精主》の力が無かったとしても、俺の気持ちは変わらない。仕事だからとかも、今はもう、関係ない。俺の返事は……）

　自身の想おもいを再さい確かく認にんした勇海が、一つ頷うなずいてから、改めて渚へと続ける。

「確かに渚の言う通り、クラスメイトの皆みんなと比べれば、俺は大した力も持ってない。最初の頃ころは不安だったし、色々なトラブルもあったし、戸と惑まどってばかりだったよ」

「そ、そうですかっ。でしたら、渚と一緒に……！」

「けどさ。この学園に来て、皆と過ごしていく内に、皆のコトが少しずつ分かっていった。確かに困らされるコトもあるけど、そこには彼女達なりの理由があって……それを知るごとに、あの子達の魅み力りよくを知るごとに、俺の中で皆の存在が、大きくなってたんだ」

「え……お、お兄様？」

　戸惑いの眼まな差ざしで見つめてくる妹に、それでも勇海の意志は揺ゆるぐ事なく、自身の正直な気持ちをハッキリと口にする。




「俺は、そっちに帰るつもりはない──《救世主》の末裔とか、そんなの関係なく、俺は俺の意志で、この学園に残る。皆と一緒に、いたいからさ」

「っ！　……お兄様……」




　勇海の言葉を受けた渚は、小さく俯うつむき、黙だまり込んでしまった。ショックを与あたえてしまっただろうか、と心配する勇海だが、彼女はすぐさま顔を上げて。

「──はあっ、わかりました。ご意志は固いようですし……今はこれ以上、何を言っても無む駄だですねっ。渚はお兄様の妹ですし、それくらい、わかってますっ」

「！　渚……ああ、分かってくれて、ありがとな──」

「でもっ！　学園祭は、明日までありますから。時間がある限り、諦あきらめませんっ。覚かく悟ごしておいてくださいね、お兄様っ。……それでは、また後でっ」

「えっ、渚？　おーい……い、行っちゃったよ」

　言うが早いか、渚は既すでに駆かけ去り、あっという間に見えなくなってしまう。

　勇海は首を傾かしげながら、うーん、と唸うなって頭を搔かいた。

「覚悟しておけ、って言われてもな。俺の気持ちは、変わらないんだけど」

　自身が呟つぶやいた言葉に、勇海は己おのれの気持ちを再確認する。気持ちは変わらない、皆と一緒にいたいという想いに、偽いつわりは微み塵じんもなかった。

　そんな事を考えていると、何となく、皆の顔が見たくなってしまう。すぐ帰ると言った事だし、早く教室に戻ろうと、勇海は踵きびすを返して歩き始めた。

「……よしっ！　学園祭の初日も終わりだし、片付けもしないとな！　皆にだけ、任せちゃうのも悪いし……戻るとするかっ」

　何となく独り言ごちてしまった勇海だが、今は気き恥はずかしさよりも、一刻も早く帰りたい衝しよう動どうに駆られているのだった。




　　　　■■■




　勇海と渚が別れたのと同じ頃、彼らの様子を、来夢は物もの陰かげから三人で隠れて見ていた。

　一いつ緒しよに隠れていたのは、エイミと、そしてアンである。二人のうち、まずはアンが、明らかに安あん堵どした表情で声を漏もらす。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ、はあ～っ。ま、全くもう、どうなるコトかと思ったわよ……連れ戻すとか帰るとか、ヒヤヒヤさせんじゃないってのよ、ホント。い、いやまあ、別に勇海が帰ったって、好きにすれば？　って感じなんだけどねっ」

「アンさん、説得力ゼロですよう……けど本当に良かったです、勇海さん、残ってくれるって言ってくれて。……わ、わたし達と一緒に、いたいって……は、はわわっ」

　ぼっ、と沸ふつ騰とうしそうなほど、顔が熱くなっているのを来夢は感じた。しぱぱっ、と汁しるが飛んでしまうのは恥はずかしいが、それでも止められない。

　本当に、一安心だ。心の底から、良かったと──そう思っていたのだが。

「……本当に、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ふえ？　エイミさん、なにがですか？」

　エイミの表情は、よく見れば焦しよう燥そうの色が浮うかんでいた。一体なぜ、と来夢が疑問に思っていると、彼女はぽつぽつと己の危き惧ぐを口にしてくる。

「義妹いもうと……いや、渚はさっき、時間がある限り諦めないと言っていた。つまり、学園祭が終わる明日までは、イサミを連れ戻そうと行動するはずだ」

「え、あっ……け、けど、勇海さんが帰らない、って言ってるんですし、そんな……」

「忘れてないか？　イサミは……イサミは優しいんだっ。あんなに優しいイサミが、身内である妹に、何度もお願いされたら……心が揺れちゃう可能性は、ゼロじゃない」

「っ。そ、そんな……で、でもっ」

　来夢は反論しようとしたが、言われてみれば、と不安が頭をよぎってしまう。すると、その不安を後押しするように、アンも浮かない表情で口を開いた。

「そう……そう、よね。渚ちゃんは勇海の妹だし、血の繫つながった妹に甘えられちゃったら。もしかすると、エイミの言う通りに……なっちゃう可能性、あるかも」

「あ、アンさんまで、そんなっ……けど、じゃあ、どうしたらっ」

　来夢の心中に芽生えた焦しよう燥そう感かんが、そのまま言葉に表れてしまう。アンも言葉に詰つまっているようだが、そこで顔を上げたのは、エイミだった。

「………やろう」

「？　エイミさん……やろう、って……何をですか？」

「決まってる。イサミに……この学園に、残ってもらうため。私達と、ず[image: ～][image: ～][image: ～]っと一緒にいたいと、思ってもらうため……アレを、やるんだっ！」

「アレ、って……な、何か作戦があるんですかっ？」

　来夢が問いかけると、エイミは自信ありげな笑えみを浮かべ、大きく頷く。そして、アンと来夢の肩かたに手を掛かけ、小さな円えん陣じんを組み、その作戦を口にした。

　そして、〝それ〟を聞いたアンは──はっ、と顔を上げ。

「なるほど……悪くない、悪くないわねっ！　イイわよ、やってやろうじゃない！」

「うむっ！　ならば私達だけではなく、〝許嫁いいなずけ〟総出で、事に臨のぞむぞっ！」

「そうね、万ばん全ぜんを期すべきよねっ。じゃあエイミ、急いで教室に戻って、皆に説明してきてっ。アタシは先に寮りようへ帰って、〝準備〟しとくからっ！」

「いいだろう！　そうだ、私なら教室まで一っ飛びだし……お片付けを終わらせておけば、イサミの手を煩わずらわせる事もないし、きっと喜ぶぞ！　よし、来夢、摑つかまれっ！」

「ふえっ。え、エイミさん……きゃ、きゃあーっ!?　たた、高いですーっ!?」

　さすがエイミ、猪ちよ突とつ猛もう進しんというか、来夢が返事する暇ひまもなく、既に空を舞まっていた。下のほうではアンが手を振ふり、寮のほうへと向かっている。

　そして来夢は、エイミに抱かかえられた体勢で、ぽつりと一つ呟いた。

「……う、う～ん、エイミさんの言った作戦……大丈夫でしょうかぁ……」

「む？　来夢、何か言ったか？　もうすぐ教室に着くぞ？」

「い、いえ、なにもっ。……そ、そうですっ、勇海さんのためですしぃ……わたしだって、がんばりますっ。ぷるぷるっ！」

　少し不安もあったが、来夢もまた、腹を括くくることにした。




　　　　■■■




　教室に戻ってきた勇海だが、目の前に広がる光景を見て、少しばかり呆気あつけに取られる。

「あ、あれ……片付け、終わってる？　は、早すぎないか？」

　勇海が渚に連れられ、中庭から教室に戻ってくるまで、そこまで時間はかかっていないはず。にも拘わらず、テーブル代わりにしていた机は元の配置に戻もどされ、簡易調理場も既すでに片付けられ、後日に出す予定だったゴミはきちんとまとめられていた。

　いくら何でも、手て際ぎわが良いにも程ほどがあるだろう。困こん惑わくする勇海だが、それ以上に、疑問に思う件が一つ。

「皆、一体どこに行っちゃったんだ？　一人もいないなんて……俺、教室、間ま違ちがえてないよな？　どうなってるんだ？」

　顔を見たかったのに、思い切り空から振ぶりしてしまった気分だ。肩かた透すかしを食くらったような心境に陥おちいっていると、不意に女性の声が聞こえてきた。

「あら？　結城くんっ。今日はお疲つかれ様でした、大変だったでしょう？」

「え……てぃ、ティティ先生!?　っ……て、ティティ先生ーっ！」

「へ──きゃ、きゃーっ!?　役得……じゃなく、どうしたんです、結城くんっ？」

　思わずティティの小こ柄がらな体を抱だきすくめてしまい、慌あわてて勇海が手を離はなす。とりあえず、まずは彼女に現状を問いただしてみる事にした。

「す、すいません、つい！　えっと、それよりカフェの片付けって、もう終わっちゃったんですか？　まさか皆、それでもう、帰っちゃったり？」

「あ……は、はい。エイミさんと来栖さんが、クラスの皆さんに何か指示して……それからビックリするほど迅じん速そくに、片付けを終えて、揃そろって教室を飛び出しちゃって……多分、そのまま帰ったと思いますよ？」

「そ、そうなんですか。……な、なんか寂さびしいな」

「あ、でも……エイミさんから、お手紙を預かってますよ。『イサミ、絶対読んでねっ』って、言伝を受けて。……どうしたんでしょうね？」

「エイミが？　えっと、これ……なんか招待状みたいですね。どれどれ……」

　意外としっかりしたカードを手て渡わたされた勇海が、とにかく読んでみよう、と目を落とす。しかし、微び妙みように拙つたない字で書かれていた文言は、といえば。

『でぃあ、親愛なる結城勇海さまへ──寮でお待ちしています。すっごいことしますので、早く帰ってきてね。あなたが愛してやまないであろうドラゴン嫁よめ・エイミより』

「………………」

　その不明めい瞭りような言葉を目にした勇海は、隣となりで一緒に読んでいたティティに問いかける。

「すっごいこと、って……なんなんですかね？」

「……さ、さあ……？」

　当然、彼女にも分からないようで、勇海は首を傾げるしかなかった。

















第五章　亜あ人じんコスプレメイドカフェ・夜の部（意味深）









　陽ひが沈しずみ、宵よい闇やみが辺りを包む頃ころ、勇いさ海みはようやく寮に帰宅した。手紙によればエイミが待っているはずなのだが、灯あかりも点ついていないのが不自然である。

「あれ？　まだ帰ってないのかな。寮で待ってる、って書いてたのに」

　首を傾げつつ、玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ、廊ろう下かを渡わたりながら灯りを点けていく。とりあえずリビングに入ろうと、ゆっくり扉とびらを開いた。

　真まっ暗くら闇やみの中、壁かべ際ぎわのスイッチを手て探さぐりで探し、電灯を点けようとした──その時。

「あれ？　……うおっ、眩まぶしっ!?」

　スイッチに触ふれるより先に、室内の電気が灯ともり、軽く目が眩くらんでしまう。光に目が慣れるまでの間に、勇海の耳に響ひびいてきた言葉は。

『───おかえりなさいませっ、ご主人様ーっ♡』

「!?　ご主人様、って……な、ナニしてるんだ、皆みんな!?」

　ようやく目を開いた勇海の眼前に、あまりにも異質な光景が広がる。ここはもはや、いつもの寮ではない。目の前にいるのは、勇海のクラスメイト達だが、しかし。

　──全員が、メイド服を着ている状態なのだ──！

　学園祭の初日は終わり、《亜人コスプレメイドカフェ》も閉店したはず。それなのに、なぜ皆は着き替がえもせず、こんな所で勇海を『ご主人様』などと呼ぶのか。

　困惑する勇海の手を、エイミは構わず両手で引っ張ってくる。

「ほらほら、イサ……ご主人様っ。遠えん慮りよせず、こっちに座るんだっ、さあさあっ♪」

「え、エイミ!?　これ、ナニがどうなってるんだ？　何で皆が寮に……」

「ふっふー……決まってるっ。今から私達がメイドさんとして。イサミご主人様を接待するからだっ♪」

「接待って、何でまた……嬉うれしくないワケじゃないけど、そんなコトしてもらう理由なんて、何も思い当たらないぞ？」

「ん、理由か？　えっと、理由は、イサミを──」

　エイミが艶つやめいた唇くちびるに指を当て、何か言いかけると──その前に、同じくメイド服を身に纏まとったアンが、横から口を挟はさんできた。

「別に大した理由はないわっ。ほら、アンタ、男手は一つだからって、ずっと頑がん張ばってたでしょ？　今日だってアンタの指示のおかげで、コスプレカフェも上手うまく回ったんだし、少しくらい労ねぎらってあげようと思っただけよ」

「いや、そんな……俺なんて大したコトしてないし、頑張ったのは皆も同じで──」

「い・い・か・ら！　厚意を素す直なおに受け取るのだって、アタシ達のためだと思いなさいよね。存分に接待されて、アタシ達無しではいられなくなりなさいっ」

「皆無しではいられなく、って、そんなの……あ、アンまで押すなってば」

　エイミには手を引かれ、アンには後ろから押され。前門のドラゴン、後門の聖女ゾンビを相手に、勇海は為なす術すべもないまま、リビング中央のソファに座らされてしまう。

　戸と惑まどいっ放しの勇海だが、そこでカーミラが歩み寄ってきた。普ふ段だんからお嬢じよう様さま然とした彼女のメイド服姿は、瀟しよう洒しやで品があって様になってはいるのだが、しかし。

「……イサミ様、いらっしゃいませ、ですわ……」

「カーミラまで……って、どうしたんだ？　何かいつもの覇は気きが無いような……」

「き、気のせいですわ。それより……わたくし達、これからイサミ様を、おもてなし致いたしますの。学園祭では出せなかった、いわゆる《裏メニュー》がありますから……是ぜ非ひとも、こちらをご堪たん能のういただきたくて」

「《裏メニュー》？　そんなのあったなんて、全く知らなかったんだけど……」

「ひ、秘密でしたのっ。とにかく……厨ちゆう房ぼうでミミさんと来らい夢むさんが、作ってくださってますから……お待ちになってくださいましっ。……っと、もう一品できたみたいですわ」

　言われてみれば、この場に集まっているクラスメイトの中で、ミミと来夢だけは姿が見えなかった。今しがたキッチンに入ったカーミラはともかく、ルゥも見当たらないし……顔が見えないという意味では、小こ匣はこも宝箱を閉じてひきこもっている。

　勇海が室内の様子を確かく認にんし終えると、ちょうどカーミラがキッチンから戻ってきた。

「どうぞ、イサミ様。これ……わたくし達の総意を刻んだ、オムライスですわ」

「あ、ありがとう……って、総意？　オムライス自体は、カフェのメニューでも出してたと思うけど……何か、文字でも入ってるのか？」

　ある意味『メイドカフェっぽいな』と思う勇海の前に、カーミラがオムライスを置く。

「おおっ、うまそ………えっ」

　出来たてで仄ほのかに湯気が立つオムライスに、ケチャップで書かれていた言葉は。

　──『いカナいでくダさい』──

　……意図しての事かは分からないが、字じ面づらもおどろおどろしい。真っ赤なケチャップを使っているせいで血文字のようだし、勇海は戦せん々せん恐きよう々きようとして呟つぶやいた。

「これもしかして俺、余命いくばくも無い感じだったりします？」

「うっ、うっ……イサミ様ぁ……いってしまっては、イヤですわぁ……」

「ヤバイ、どんどん疑ぎ惑わくが深まっていく……健康診しん断だんとか、超ちようが付くほど優良だったはずなのに、なにゆえ……」

　さめざめと泣くカーミラが脇わきに控ひかえ、メイドカフェというか冥めい土どカフェのような雰ふん囲い気きだ。《亜人》には特とく殊しゆな能力を持つ子が多いし、中には寿じゆ命みようなどが見えてしまう子もいるのかもしれない。ユニなんて、角で処女かどうかが判別できるくらいだし。

　軽く不安に駆かられる勇海が、とにかく、と出されたオムライスをスプーンで一ひと掬すくいし、口に運んだ。すると、程よいバターの芳ほう香こうが、口中にゆったりと広がっていく。

「……あっ、雰囲気はともかく、すっごい美味うまいな、うん」

「よよよ……それは重ちよう畳じようですわっ……よよよよよっ」

「ホント、この雰囲気はともかく。俺、死んじゃうんじゃないかって、不安になるからさ。カーミラ、ちょっと落ち着いて──」

　勇海がオムライスを口にしつつ、カーミラを宥なだめていた、その時である。

　ソファに座る勇海の背後から、すっ、と何者かの影かげが差してきて。

「い・さ・み・く～ん♪　この私、鬼き怒ぬ川がわカナ子こが、鬼おにメイドとして～……ご主人様に、マッサージしちゃいます～っ♪」

「あっ、これ俺、ホントに死んじゃうヤツかな」

　カナ子の怪かい力りきを知る勇海には、すぐそこに迫せまる未来が予測できた。マッサージという名のレスリングを思い浮うかべ、遠い目をする勇海に、カナ子は穏おだやかに語りかけてくる。

「ご主人様、安心してください～。私だって自分の力のこと、ちょっとは分かってますから～……そんな無茶、しませんわ～♪」

「そ、そっか？　それなら良かった……けど、それじゃどうやってマッサージを？」

「うふふ、簡単です～……手を使わなければ、いいんですよ～♪」

「手を使わずに？　……いや、尚なお更さらどうやってマッサージするのか──ウッ」

　勇海が疑問を呟いていると、ずしり、肩かたと後頭部を包むように、荷重がかかってくる。マッサージが始まったのだろうか、けれど、確かに手は使っていないらしい。沈み込むほどにボリュームがあり、極きよく端たんなまでに柔やわらかい、それは、その正体とは。

「うふふ～……お胸を使って肩もみすれば、マッサージになりますよね、ご主人様～♪」

「──ここってもしかして、いかがわしいお店でした!?　オッフ……やややめるんだ、カナ子さん！　風紀的に、さすがにコレはまずいっていうかっ……！」

「え～、でもここ、校舎の中じゃないですよ～？　きっと大だい丈じよう夫ぶです～♪」

「まさかこれを見み越こして寮りようで待ち伏ぶせを!?　そんな計画的な犯行だったワケ!?」

「んっ、んっ……ご主人様、どうですか～？　気持ちいいです～？　こうして～、首回りと、肩を、重点的に～……んっ、はあっ……えいっ、えいっ♡」

「あっちょっ待っ……やめっ、それっ、あかんてっ、やわらかっ……ああああああ」

　カナ子の驚きよう異い的なマッサージ（控ひかえめな表現）により、勇海の口調は定まらなくなる。勇海の心情を、誤ご魔ま化かす事なく素直に表現すると──気持ちいい、ただ、気持ちいい。

　執しつ拗ように胸マッサージを続けるカナ子も、何やら熱っぽい吐と息いきが目立っている気がする。このままではまずい、崩ほう壊かい寸前の理性に、勇海が救いの手を求めていると。

「お待たせ、イサミっ。次のメニュー、持ってきた……きましたよっ♪」

「！　そ、そっか！　それじゃマッサージは一いつ旦たん中止にして──」

「む。……イサミ、カナ子と何だか楽しそうだな……そのマッサージ、私にも出来そうだし、私もイサミにしたい──」

「あ、あー！　次のメニュー楽しみだなー！　エイミ、早く出して欲しいなー!?」

「えっ、楽しみ？　そ、そっかぁ……分かった！　じゃあ、次のメニューだっ」

　エイミの気を何とか逸そらし、持ってきたメニューとやらを促うながす。身を乗り出してカナ子のマッサージから逃のがれつつ、勇海がエイミのほうを確認すると。

　エイミが手押しで運んできたのは、ホテルなどで見るような、巨きよ大だいなサービスワゴン。純白のテーブルクロスがかけられて、何が乗っているのか、すぐには確認できないが。

「何か凄すごそうなのが来たな……ん？　あれ、何か……細長い何かが見えて……？」

　テーブルクロスの上じよう端たんから、一本の細長い何か……いや、はっきり言うと、角が見えていた。そこに誰だれが隠かくれているのか、もはや明確だが、エイミは声こわ高だかに述べる。

「では、次の裏メニューはぁ……《ユニコーンの、くっころマンドラ盛り》で～す♪」

「ごめんちょっとイヤな予感しかしない！　……え、ええ……これ、えええ～……」

　エイミがテーブルクロスを勢いよく剝はぎ取ると、勇海は完全に言葉を失ってしまう。

　サービスワゴンの上には、案の定、ユニがいた。けれどその姿は、いつかのプールで見た、パンツタイプの水着姿。だが、そんなユニを飾かざるモノが、あまりにも異質だ。

　そう、即すなわち、今のユニの状態は──マンドラゴラの、女によ体たい盛りである──！

「このような辱はずかしめを受けようとは、屈くつ辱じよくの至りっ……しかしこれも、勇海殿どのをいかせぬためっ……さあ、ご主人様っ……くっ、食しよくせっ！」

「これ食べちゃったら俺、社会的な意味で死にそうだけど!?　やっぱりここ、いかがわしいお店なんだな!?　ていうかマンドラゴラなんだよな!?　なんか漬つけ物ものっぽいけど、食べても大丈夫なモノなのか!?」

「ふっ、安心するのだ、ご主人様よっ。来夢殿だけでなく、幸いミミ殿も調理資格を有していたらしくてな……バッチリ毒抜ぬきは済んでいる。ほら、その証しよう拠こに……」

　ユニの二にの腕うで、お腹なか、太ふと股ももなどに盛られたマンドラゴラが、何やら声を上げる、が。

『───オォ～オオォ～オオオ～♪』

『ア～♪　ア～アッアア～アア～ッ♪』

『ラ・ラ・ラ……♪　ララララ[image: ～][image: ～][image: ～]ッ♪』

「この通り活いけ造りで、歌劇団も目を見張るであろう美声だ」

「マンドラゴラの毒抜きの基準って、そういうトコなの!?　いや確かにイイ声だけどさ！　食べられるかどうかとは、関係なくないか!?」

「大丈夫だ、ご主人様。完かん璧ぺきに毒抜きされたマンドラゴラは滋じ養よう強きよう壮そうにも良いし、抜ばつ群ぐんに精力も付く。すこぶる体に良いし、万病に効くとも言われているからなっ」

「大丈夫の基準が全く信用ならないけど、そんなのを食べろってコトは……やっぱ俺、体のどこかが悪いのか？　……た、食べたほうがイイのかな、う～ん……」

「！　あ、ああ……そう、そうだっ。こんな恰かつ好こうまでした身としては、ご主人様に、しっかり食べてもらえるほうが……くっ、助かる！」

　そう言うなら、普ふ通つうの皿にでも盛って出してくれれば良いのに。そう思わずにはいられない勇海だが、意を決して箸はしを伸のばす。

　とりあえず、一番当たり障さわりの無さそうな、二の腕から攻せめる事にする、が。

「あ……ひ、ひやぁんっ!?　く、くすぐった、ぃ……ご主人様、そこはダメぇっ!?」

「え。……じゃ、じゃあ、お腹の……」

「はあ、はあ……？　ふきゅっ!?　ん、んんっ……あ、あはっ、ふあっ!?　つ、突ついてるっ、お箸っ！　そそ、そこも、そこも無理っ！　あっははははっ!?」

「う。……じゃ、じゃあ、一番気が引けるけど、ここの……」

「う、うみみゃあっ!?　ふ、ふとももっ、やあっ、だ、ダメ……くっ、らめえっ!?」

「………………」

　どこに箸を伸ばしても、嬌きよう声せいを上げてしまうユニを前に、勇海の素直な感想は。

（食いづれぇ……）

「ふっ、くくっ、っす……は、早く、食べっ……ご主人様、ぁ……くっ、食べれっ!?」

「……わ、分かった。それじゃ今度こそ、頂きます……あむっ」

『アア……？　アッ、アッ……ァァァァァ……』

（二重に食いづれぇ……）

　箸で取る前も、取って口に運んだ後も、何とも気の散る料理である。口の中で食べ物が声を上げているのは初体験だが、ポリポリと咀そ嚼しやくすると。

「……うん、おいしいけど、何かアレだな。たくあんみたいだな」

　初マンドラゴラの感想自体は、割と地味だった。とりあえず、勇海が料理に手を付けたのを確認したエイミが、息も絶え絶えなユニごとワゴンを運んでいく。

　この時間、本当に何だったのだろう。首を捻ひねる勇海だが、ふと思う事が一つ。

「ん。……あれ、なんか体の調子がイイっていうか……スッキリしたな。本当に滋養強壮の効果があるのかな……すごいな、マンドラゴラ」

「そ。……喜んでくれて、よかったわ」

「──ぶっ!?　こ、この声、ミミか!?　何でまた、気配もなく後ろに……ッ!?」

　慌あわてて振ふり返った勇海が、寮に帰ってきてから何度目か、また言葉を失う。そこにいたのは、兎耳美少女のミミ。ただし服装が、他の面々とは違ちがっている。

　そう、今のミミは、際きわどい白のレオタードを着た──バニーガール状態なのだ──！

「み……ミミ!?　何でまた、そんな恰好……メイドさんじゃなかったのか!?」

「こ、これはその、特別というか、ええと、ワタシ、ラビットだから……適してるかな、と思って。に、似合わないかしら、ご主人様？　……ぴょん」

「うぐっ。……い、いや、これ以上ないほど素材が活かされてるっていうか、似合いすぎてて怖こわいくらいだけど」

「！　そ、そう？　それなら……よかった、わ。……うふふ」

　新雪のような頰ほおに朱しゆが差し、ミミは珍めずらしく微笑ほほえむ。露ろ出しゆつ度どの高いバニーガールの衣い装しように、いつものマフラーだけは巻いており、それで恥はずかしそうに口元を隠していた。

　もっと隠すべきところはある気はしたが、その仕草があまりにも愛くるしく、勇海は何も言えなくなってしまう。一方、ミミは気付く事もなく、言葉を続けてきた。

「ホントはワタシ、ユニさんの代わりに、今の……マンドラ盛り、しようかと思ったんだけど。超ちよう敏びん感かん体質だし、あきらめたの……やめときましょ、って」

「うん、いやもう、賢けん明めいだよ。普通に皿に盛ってくれてたら、もっと英断だったけど」

「だから代わりに、ってワケじゃないケド。ワタシ、イサミさんに……ご主人様に、サービスするわ。はい、これ。ワタシの氷の能力で作った、グラスよ」

「う、うん。……あのさ、もう何度も言ったし思ったけど、これホントにいかがわしいお店じゃないよな？　何かもう、そんな雰囲気しか感じないんだけどさ」

　メイド服姿の女子達に囲まれ、隣となりに座った銀ぎん髪ぱつ美少女はバニーガール。これで『健全なお店です』と言うには無理があるが、ミミは構わずグラスにジュースを注ついできた。

「で、では、ご主人様……失礼、しますね。んっ……」

「あ、ありがとう……って、まさかこれ、お酒とかじゃないよな？」

「えっ、それは違うはずよ。確かこれ、カナ子さんが絞しぼってたジュースの余りを、保存してたものだし。ニオイだって、ちゃんと……って、きゃっ!?」

　ミミが匂においを確かく認にんしようと瓶びんを引いた瞬しゆん間かん、手が滑すべってしまったらしく、その弾はずみで中の液体が飛び散ってしまう。結果、ミミの胸むな元もとはしたたか濡ぬれてしまった。

「ミミ、大丈夫か!?　あーあ、こんなに濡れて……冷たかっただろ？」

「え、ええ。ちょっとだけ……でも、大丈夫よ。すぐに拭ふいちゃえば……」

「そうだな……分かった！　すぐに拭くから、ちょっと待ってくれよ！」

「あ、ありがと……えっ？　拭く、って……い、イサミさん、ちょっと待っ──！」

　体を冷やしてしまわぬように、と勇海は迅じん速そくにハンカチを取り出す。ミミも慌てている様子だし、早く拭いてやろうと、急いで手を伸ばした。

　そして、ハンカチがミミの胸元に触ふれた瞬間、びくっ、と彼女の体が跳はねて。

「っ──やっ!?　い、イサミさ……ご主人様っ!?　な、ナニして……だ、だめっ!?」

「わっ！　ご、ごめんな。ミミが感じやす……いや、敏びん感かん体質なのは知ってるし、出来るだけ優やさしくするから……どっちにせよ拭かないとだし、我が慢まんしててくれ！　よ、っと」

「やっ、やあっ……むしろ、そ、その触さわり方は、ぁ……ふ、みんっ!?」

　ハンカチの先のほうを使い、勇海は極力ソフトに、フェザータッチを心がける。ミミに触れるたび、びくんっ、と体が跳ねるのは気になるが、彼女の体質を慮おもんぱかればこそ、早く終わらせなければ、と集中力が増していた。

「ひあっ、ひんっ!?　ご主人様、ぁ……だめっ……それホント、ダメでぇ……あっ!?」

「くっ……も、もう少しだから、我慢してくれ！　ホント、あとちょっとで……」

「うっ……う[image: ～][image: ～][image: ～]っ、もうっ！　こんなのいっそ、思い切りやってくれた、ほうが……あんっ!?　……ま、まだマシよっ。……ひうんっ!?」

「えっ、そうか？　それじゃ、あとちょっとだし……最後は思い切りいくぞ!?」

「ふえ？　……あ、やっ!?　ちがっ、今のはっ……！」

「いくぞっ……これが最後の一ひと拭ふきだからなっ！　──そいやあッ！」

「あっ。……っ、っ……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!!」

　宣言通り、勇海は最後に一度、思い切りよく拭いてみせた。すると一ひと際きわ大きくミミの体が跳ね──ぱたり、上半身が、勇海の膝ひざの上に儚はかなく倒たおれる。最後の一いち撃げきは、せつない。

「お、おおっ!?　ミミ、大丈夫か、もう拭き終わったぞ!?　……み、ミミ？」

「ふ、あう、ん……ご、ご主人様、の……ばか、ぁ……」

「……疲つかれて眠ねむっちゃったのか？　なら、寝ねかせといてあげようかな……うん」

　完全に脱だつ力りよくしきっているミミの体を、ソファに横たえてやる。顔中が上気して真っ赤で、息も荒あらいし、やはり疲れてしまったんだろうな、と勇海は納なつ得とくして頷うなずいた。

　と、そんな事をしている間に、アンがおもむろに話しかけてくる。

「勇海。アンタ、アタシ達のコトをいかがわしいお店だなんだ、って言ってくれてたけど……むしろアンタの存在が、いかがわしいお店よ」

「いきなり何の風評被ひ害がい!?　人聞き悪いんですけど!?」

「いやもう、言い訳できないでしょ。あかずの教室の時もだけど、ミミがもう、くてんくてんじゃないの。アンタのせいだからね、アンタの」

「そ、そんなコト言われても、俺も必死だったし、ホントやましい気持ちなんて──」

『おーい、いさみ。そっち終わったなら……こっち、こっちきてくれー。るぅ～』

「──えっ？　い、今の声は、ルゥ……庭の方からか？」

　救いの声のように響ひびいてきたのは、ルゥの声。勇海が首を傾かしげながらも縁えん側がわに歩み寄り、ガラス戸をゆっくり開くと、そこはダイニングに面した庭が広がっていて。

「ルゥ？　こんなトコで、ナニして……ん？　焚たき火び……か？」

「るっ。よくきた、いさみ……いや、ご主人様よ。ふっ、なに。今日はルゥのお手製お料理を、いさみに振る舞まってやろーと思ってな。カフェでは、ルゥはもらってばかりだったしな。ここでメイドさんの本領を、見せてやろう」

「お、お手製お料理？　って……ルゥが、か？」

　狼おおかみ耳みみのメイドさんが、今しがた熾おこしたのだろう焚き火を前に、誇ほこらしげに胸を張る。

　そんな彼女に、勇海は率そつ直ちよくな疑問をぶつける事にした。

「え、えっと、こんなコト聞くの、失礼かもだけど……ルゥって料理、できるのか？　その、手足とかもふもふだし、やりにくいんじゃないかな、ってさ」

「むむ。いさみ、ホントに失礼。ルゥは、孤こ高こうゆえに……お料理くらい、できるぞ」

「孤高はもうホントに関係ないと思うけど……ご、ごめんごめん。それで、ナニを作るんだ？　庭でやる料理なら、バーベキューとか？　他ほかに思いつかないっていうか──」

「いや、豚ぶたの丸焼きだ」

「えっ。豚の、丸焼き……えっ？」

「一頭、まるまる……お料理するぞ。ばっさりと、内臓とかも、容よう赦しやなく捌さばいてな」

　ルゥの言葉をそのまま想像すると、なかなかにエグイ光景が思い起こされる。《人狼ルー・ガルー》の風習だろうか、これから猟りよう奇き的な何かが始まるのだろうか、と危き惧ぐしていたが。

「ま、下ごしらえは、ちゃんとしてきてるからな。こちら、あとは焼くだけで完成品となります、というやつだ。るぅるぅ♪」

「お、おお、そっか……何ていうか、意外にも気が利きいてるんだな」

「ふ、当然だ……なぜなら今日のルゥは、孤高のメイドさんだからなっ。るぅ～っ♪」

　孤高とは一体……もうキリがないので、ツッコまない。さて、やけに上じよう機き嫌げんなルゥが、持参していた大きな袋ふくろに手を突っ込む。とはいえ、勇海の不安はまだ晴れない。

　何しろ、今まで食べている姿しか見た事がない、あのルゥである。本当に料理できるのか、勇海だけでなく、全員が危惧しているようだ。

　しかし、その想像は──意外にも、裏切られる事になりそうだ。

「よ、っと。んむ……火加減も、いいかんじ。それじゃ、焼いてくぞー、るぅ～……」

「う、うん。……ん？　丸焼きって、ただそのまま焼くだけじゃない……のか？」

　勇海が目にした〝下ごしらえしてきている〟豚は、体毛処理はもちろん、何やら他にも手が入っているらしい。そんな勇海の疑問を見み透すかしてか、ルゥが説明してくる。

「安心するのだ。ちゃんとお腹なかから内臓も取り出して、内側はきれいに洗ってる。けど、そのまま焼いては生なま臭ぐさくてたまらぬ。ゆえに、内臓の代わりに食用の香こう草そうをつめて、柑かん橘きつ類るいの搾しぼり汁じるも加え、におい消しをする。あと、テキトーに塩やらで味付けして、ついでに山菜なんかも詰つめて、しっかりと切り口を縫ぬい直すのだ」

「えっ、あっはい。そ、そうなのか？」

　思った以上に饒じよう舌ぜつに語るルゥに面めん食くらう勇海だが、彼女はマイペースに頷いた。

「うむ。で、豚さんを刺さす串くしも、香こう木ぼくを加工したものを使うぞ。これなら焼いてる時、香草と一いつ緒しよに、いいかんじのニオイがでるからな。あと表面は、普ふ段だんは食用油を塗ぬるんだが……今回は、おしょうゆさんを塗ってみたぞ。日本のおしょうゆさんはおいしいし、とっても優ゆう秀しゆうだな。さて……まあ、見とけ。るぅるぅ……」

　喉のどを鳴らすような声を漏もらしつつ、ルゥは焚き火に豚をセットし、串を回転させて焼いていく。じわじわと、火に炙あぶられた豚の表面から、じわりと脂あぶらが溶とけ出てきた。

　滴したたり落ちた脂が焚き火にくべられ、じゅう、と音を立て、火の勢いが増す。すると、肉にく汁じゆうの香こうばしい匂いと、同時に香草と香木の良い香かおりが、周囲に立ち込めてきた。

（！　こ、この匂いは……んんっ）

　以前の七不思議の際、ルゥに《吸きゆう精せい》させてもらった勇海は、今や意識すれば人並み外れた嗅きゆう覚かくを発揮できる。普段は周りの女子達に気を遣つかってやらないが、今ばかりは戒いましめを解き、食しよく欲よくをそそるこの匂いを堪たん能のうした。

「……よし、そろそろだな。るるる……」

　それから幾許いくばくかの時間が経たち、豚ぶた皮がわがこんがりと小麦色に焼けた頃ころ、ルゥは焚き火から豚を取り上げた。あらかじめ設置していた台の上に、豚の丸焼きを載のせると。

「さて、切り分けるぞ。……るるるるっ！」

　もふもふの手から覗のぞかせた鋭するどい爪つめで、目にも留まらぬ速さで豚を捌いていく。調理された豚は、たちまち骨だけになり、人数分の肉と皮が均等に切り分けられた。

「よし。ではいさみ……いや、ご主人様よ。孤高の狼メイドのお料理を、ごたんのうあれ。お肉と皮を一緒に食べるの、おすすめだぞ。……るるんっ」

「あ……ああ！　それじゃ、その……いただきます」

　ごくり、思わず勇海の喉が鳴る。皿に載った焼きたての豚ぶた肉にくと、焼けた醬しよう油ゆが香ばしいパリパリの豚皮。それらをルゥの勧すすめ通り、一緒に口へと運べば、それは、もう。

「っ。……う、っま……っ、[image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　もはや言葉にならない、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい味わいが、口中に広がった。同じく今しがた食したのだろうエイミとアンも、目を見開いて感かん嘆たんの言葉を漏らす。

「こ、これはっ……うまい、うまいなっ!?　こんな美味おいしいお肉、初めてだぞ!?」

「と、止まらないわ、これっ……いっくらでも食べられちゃうっ！」

　二人からの評判も上々のようだ。が、そんな中、ユニは浮うかない顔をする。

「む、う……まあ私も《亜あ人じん》だし、食べられなくはないが……《ユニコーン》として、ちょっと得意ではないな……むう、お野菜とかのほうが、嬉うれしいのだが……」

「ユニよ、安心するがいい……豚さんのお腹の中に、一緒に山菜も入れてたからな。蒸むし焼きみたいになってるし、脂あぶらがからんで、いい感じにおいしいと思うぞ」

「そ、それはありがたい！　うん、確かに香ばしいし、これは……くっ、おいしい！」

　どちらかといえば菜食派のユニの好みにさえ、対応できているらしい。次いで、今まで不思議なほど見当たらなかった宝箱から、いつの間にか顔を出してくる少女が一人。

「うん、うん……ルゥルゥ、やるね～。これ、ほんとおいしいよ～」

「おお、小匣か。むーん……今までどこいたんだ？　ニオイもしなかったぞ」

「いや～、顔出したら色々めんどうそうだったから、隠かくれてたんだけど～……そんなあたしを引っ張りだしたんだから、すごいよルゥルゥ～。いよっ、このミミック泣かせ～」

「うーむ、小匣は、揺ゆるぎない自じ堕だ落らくさんだな。仕方のないやつめ。るるるん……」

　そんな小匣も、一応メイド服は身に着けている。全く働こうとする気配が無いため、本当に一応でしかないのだが、小匣らしいと言ってしまえば、それまでだ。

　さて、誰だれもがルゥの意外な手しゆ腕わんに舌した鼓つづみを打つ中、勇海は彼女に語りかけた。

「それにしても……本当にスゴイな、ルゥ。ミミや来夢も料理上手だけど、このお肉の作り方に関しては、ルゥが一番なんじゃないか？　意外、って言うのは失礼だけど」

「む。んー……まあこれは、《ルー・ガルー》的には一いつ般ぱん的なお料理だからな。ルゥも、母から教わったし。けど、手がもふもふだから……これ以外は、からっきしだぞ」

「そうだったのか……いや、でもホントにおいしいよ。ありがとな、ルゥ！」

「んむ。喜んでくれたなら、良かった……《ルー・ガルー》は、自然と生きる種族だったからな。食とは、唯ゆい一いつ無二の出会いと別れだ。命をいただく時、命に感謝し、敬意をもって食す。ゆえに、おいしくいただくことは、大事なんだ。……これ、孤高の教えだぞ」

「な、なるほど……思った以上に、深い考えがあるんだな……」

「もちろんだ。いさみには一度、どーしても食べさせたかったし……これからも、食べさせたいと、ルゥは思う。だから……だからな、いさみ」

　不意にルゥが、勇海を見つめてくる。どうしたのだろう、と勇海が続く言葉を待っていると、ルゥは眼まな差ざしを真っ直すぐ逸そらさぬまま、言ってきた。

「いさみが、この学園を離はなれて、向こうに帰っちゃうの……ルゥ、やだ」

「……へ？　俺が帰る、って……」

「エイミ達から、渚なぎさとそんな話をしてた、と聞いたぞ。いさみは断ったらしいが、どうなるかは、まだわからないとも。だから、ルゥは……止める。孤高のすとっぷだ」

「孤高は置いといて……エイミ達、学園で俺と渚が話してたの、聞いてたのか？」

　だとすれば、オムライスの『いかないで』だとか、そもそもこの謎なぞの接待も、そういう事だったのか。なるほど、と納得しながらも、勇海は変わらぬ思いを口にする。

「皆みんなが止めてくれるのは、ありがたいけど……エイミ達が聞いた通り、そもそも俺、帰るつもりなんて無いからな？　大体、勝手に帰ってイイとも思えないしさ」

「る……じゃあいさみ、帰っちゃったり……しないのか？　……ぜったい、か？」

「ああ、もちろん……俺はそのつもりだ。だから──うわっと!?」

　勇海が答えた瞬しゆん間かん、ルゥがお腹の辺りに飛びついてくる。ふさふさの尻尾しつぽを振ふり、脇わき腹ばらに顔を擦こすり付けてくる彼女が、嬉しそうに喉を鳴らしながら声を漏らした。

「るるる……いさみ、帰らないんだな、よかった……ルゥ、嬉しいぞっ♪」

「あ、ああ……そんなに喜ばれると、気き恥はずかしいけど……うん、安心してくれ」

「うん、うん、安心した……ルゥは孤高だから、安心したぞ。るるる♪」

　孤高についてツッコむ代わりに、勇海がルゥの頭を撫なでてみると、彼女は月明かりの下もと、気持ちよさそうに目を細めた。和なごやかな空気が流れるが──その時。

『──いいえ、そうはいきません。お兄様は……渡わたしませんよっ』

「!?　こ、この声は、渚……って、へっ？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が漏れてしまった勇海が、声のしたほうを慌あわてて捜さがす。すると、勇海には馴な染じみ深い妹が、いつの間にやら庭の片かた隅すみに佇たたずんでいた。

　けれど、肉親である彼女の衣服は、兄である勇海でさえ、初めて見る姿で。

「な……渚!?　何で渚まで……メイド服を着てるんだ!?」

「決まっています。お兄様にお考えを改めていただき、一緒に帰るため……そうっ、渚と一緒なのが一番だと、ご理解いただくためにっ」

　びしっ、と指差してきた渚が、声こわ高だかに発した一言とは。

「妹メイドとして──ご奉ほう仕しさせていただくのですっ！」

　突とつ然ぜんの妹メイド宣言に、勇海を含ふくめ、その場の誰もが、何も言えなくなってしまう。




　　　　■■■




　来訪した渚とクラスメイト達を寮りよう内ないに上げ、暫しばらく経って少し落ち着いてきた頃、勇海が妹へと言い聞かそうと試みる。

「あ、あのな、渚？　ちょっと前にも言ったけど、俺は帰るつもりはないんだぞ？」

「ふふっ、いつまでそんなことが言えるでしょう？　この妹メイドの圧あつ倒とう的なご奉仕力を前に、お兄様とて、考えを改めざるを得ないかもしれませんよ？」

「いや、ご奉仕力って、戦せん闘とう力じゃないんだから。それにご奉仕なんて、別に……」

　勇海が否定の言葉を紡つむごうとするが、それよりも先に、エイミが過か剰じような反応を見せる。メイド服を纏まとって現れた渚に、エイミは慌てて詰め寄った。

「ま……待つのだ、義妹いもうとよっ！　イサミを連れていかせはしないっ……私達は、イサミと一緒にいたいんだっ！　ご奉仕なら、私達だって出来るしっ……」

「義妹と呼ばないでくださいってば。……まあそんなことより、あなた方がご奉仕できるとは、渚は思いません。お兄様に出しているお料理を見ても、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんですっ」

　ふんすっ、と胸を張って言い切った渚が、勇海の方に顔を向けてくる。すると、巾きん着ちやく型の袋を取り出し、勇海に差し出してきた。

「さあ、これをどうぞっ、お兄様」

「うわっと？　渚、これって……もしかして、弁当か？」

「ええ。ちゃんとしたご飯を食べられているのか、危き惧ぐして来てみたら……オムライスにマンドラゴラ、それにジュースに、大量のお肉だなんて……偏かたよっています。渚がちゃーんと、栄養満点のお料理を作ってきましたから、ご安心くださいねっ」

「ご飯はちゃんと食べてるけど……でも渚の料理、久し振ぶりだよな。渚は料理上手だし、確かに昔から色々と作ってくれてたし……うん、ありがとな！」

「！　い、いえ……ふふっ。やっぱり、お兄様には、渚がいないとダメですね？　渚なら栄養バランスも考えてあげられますし、帰ってきて、また一緒に暮らしましょう？」

「ん？　いやいや、栄養バランスっていうなら、ウチにだって──」

『──ちょっと待ったぁ！　ですぅ！』

　勇海が言いかけたのと、ほぼ同じタイミングで、キッチンから潤うるおう水色の髪かみを持つ少女が飛び出してくる。今しがた勇海が話題に挙げようとした《スライム》の娘むすめ、来夢だ。

　例に漏れずメイド服を着き込こんでいる来夢が、渚に向けて勇ましく口を開く。

「渚さんっ。勇海さんの食生活に関しては……差し出がましいですが、わたしだって考えてますっ。たとえ妹さんだろうと……負けませんからぁ！　ぷるぷるっ！」

「むむっ。あなたは《スライム》の来くる栖すさん……ふふん、それはどうでしょう？　学園祭のカフェでも話せませんでしたし、今まで引っ込んでいたような消極的な人に、お兄様を満足させられるとは思えませんっ。さあ、大人しくお兄様を譲ゆずって──」

「いいえ、お断りしますぅ！　それに、わたしがキッチンに引っ込んでいたのは……勇海さんに、お料理を作ってたからですっ。さあ、勇海さん……どうぞっ！」

「むむっ。……なっ、こ、これは!?」

　来夢が運んできた料理の数々に、渚が驚おどろきの表情を浮かべる。並べられたのは肉じゃがや[image: 筑]ちく前ぜん煮になどの、いわゆる家庭料理の数々。どれも定番のものではあるが、定番だからこそ、栄養バランスに優すぐれる事は一目瞭然だ。

　しかし驚くべきなのは、優に十品を超こえるであろう、その品数である。学園祭のカフェが終わってから、今までの間だけで、これほどの数を作ったのか。

　何やら戦せん慄りつしているらしい渚に、普ふ段だんは大人しい来夢が堂々と言い放つ。

「わたしは、確かに引っ込み思案で、弱い子です……けどっ、だからって、勇海さんを想おもう気持ちは……実の妹である渚さんにだって、負けませんよう！」

「っ……ふっ、どうやら口先だけではないようですね……いいでしょう、おもしろいです！　どちらのほうが、お兄様を満足させられるか……ご奉仕勝負ですよ、来栖さんっ！」

「望むところで……あれっ、妹として？　それはわたし、望むところでしたっけ……う、うーん、とにかく、受けて立ちますぅ！　さあ、勇海さん……お味はいかがですっ!?」

　来夢が話を振ってくるが、勇海は来夢の家庭料理の数々と、既すでに開いていた渚の弁当箱に向け、食指を動かしていた。そしてここで、シンプルな一言。

「あ、うん。どっちもおいしいぞ？」

「勇海さん、わたし達の盛り上がりと比べて、なんだか適当じゃないですかぁ!?」

「ちょっと、お兄様っ！　どっちのほうが優れてるかとか、ないんですかっ!?」

「いや、そんなコト言われても、甲こう乙おつつけがたいし、どっちもホントにうまいし……そうなると、それ以外に料理で重要なコトって何なんだ、って思うしさ」

「そ、それを言われては、もう何も言えなくなっちゃいますけどぉ……」

　来夢も微び妙みような表情になる、がしかし、渚は挫くじけず、改めて攻こう勢せいに出てきた。

「むむう……わかりましたっ。お料理勝負は、来栖さんと引き分けということで、構いませんっ。その代わり……渚は別の部分で、勝負させていただきますからっ」

「おいおい、渚、別の部分って、どうする気──」

「はい、お兄様っ。……あーん、ですよっ♡」

「ぶっ。ちょ、渚……きゅ、急にナニを!?」

　弁当箱から人にん参じんをチョイスし、箸はしで摘つまんだ渚が、勇海に手ずから食べさせようとしてくる。勇海が戸と惑まどっていると、渚は少しむくれ顔を見せてきた。

「お兄様っ、早く食べてくれないと、落ちちゃいますよっ。もうっ、渚は妹なんですから、恥はずかしがることはないです。さあ、遠えん慮りよせず、食べてくださいっ」

「そ、それはそうだけど……あ、ああもう、分かったって！　あ、あーん」

「あ、んっ……ふ、ふふっ。お兄様、おいしいですか？　ふ、ふっふーん、どうです、来栖さん。こんな大だい胆たんなこと、渚以外にはとても……あ、あれっ？」

「……ごく、ごく、ごく」

　渚がドヤ顔を見せようとするも、すぐさま呆気あつけに取られた表情になる。来夢はといえば、勝負中にも拘かかわらず、カフェでカナ子が作った生搾しぼりジュースを飲み干していた。

「──んくっ、はあっ。ふっふっふ、ですぅ……甘いですね、渚さんっ」

「そ、それはまあ、ジュースなんですから、甘いのは当然なのでは」

「あ、いえ、そうじゃなくてですね、えーっと……わ、わたしのご奉仕は、これからということですよう。見ててくださいっ……え、えいっ！」

「へ？　……なっ、こ、これは──!?」

　気合を入れた来夢の両手が、突然に軟なん体たい化する。いつも以上に柔じゆう軟なんな両手を鞭むちのようにしならせ、自在に操あやつりながら、それぞれの手に持っていた箸で料理を摘まみ。

「さあ、勇海さんっ、どれでもお好きなものを……はい、あーんっ、ですぅ♡」

「いやこれ、やられてる方は割と困こん惑わくするぞ!?　ま、まあ食べるけど……あ、あーん」

「はうっ。え、えへへぇ……お好きなだけ、どうぞですぅ♪」

　勇海が片方の箸から料理を食べると、空いた箸がすぐさま、次の料理を摘まんで持ってくる。なかなかの離れ業わざを見せる来夢に、横で見ていた渚は慄おののきの表情を浮うかべた。

「む、むむっ！　お兄様を待たせないよう、間を置かずに『はい、あーん』を決行するとは……やりますね、来栖さんっ。なかなかのご奉仕力ですっ」

「渚さんこそ、さすが勇海さんの妹さんですぅ……けど、わたしだって、負けませんっ」

「ふっ、望むところです！　さあ、いざ尋じん常じように……勝負です、来栖さんっ！」

　ばちばちと火花を散らす、渚と来夢。だがしかし、勇海が横に目を向けてみると、いつの間にか食しよく卓たくの前にいたエイミとアンが声を上げた。

「うん、来夢の料理は本当にうまいな。こればっかりは、いつも思っちゃうぞ」

「渚ちゃんの料理も、なかなかね。さすが、言うだけのコトはあるわー」

「え、エクリシアさんにミリアードさん、何で勝手に食べてるんですかっ!?　それはお兄様のために作ったものなのにっ……」

「そう言われてもな。ルゥのお肉を食べてから、私達も食べるモードに入ってるし」

「それに他ほかの皆も、普ふ通つうに食べちゃってるわよ。来夢も渚ちゃんも、勝負とやらに夢中で、全く気付いてなかったみたいだけど」

　エイミとアンの言う通り、リビングにいる全員が、いつの間にか箸を手に取っていた。ちょっとした食事会のようになっていて、渚が憤ふん慨がいしたような声を漏もらす。

「う、うう～っ、これは渚と来栖さんの勝負だったはずなのにっ……何でこうなっちゃうんですか、もうっ！　これじゃ、お兄様を連れ戻もどせないじゃないですかあっ……！」

「お、おいおい渚、何度も言ってるけど、俺は帰る気ゼロなんだってば。っていうか、学園側の許可もなく、勝手に帰れないだろうし……」

　勇海が妹を諭さとしていた、その時──虚こ空くうから、不意に言葉が響ひびいてきて。
















『──勇海ちゃんの言う通りですっ。本当に、もうっ』

「うおっ!?　こ、この声……ミリィか？」

『はい、その通りですっ。生徒会長の仕事が忙いそがしくて、学園祭のカフェには顔も出せず、申し訳ありません……ですが、今こそ行きますっ。そう、今こそ──』

　声を響かせてきた直後、最近はワープ前のノックをまた忘れてきている、幼おさな馴な染じみエルフの彼女が、浮かび上がった魔ま法ほう陣じんからその姿を現す。

「──じゃんっ！　勇海ちゃんのエルフメイド、ミリィ推参ですっ！」

「ってミリィまでメイド服を着てきたのか!?　何かもう、すごいなこの一帯！　俺以外、妹まで含めて全員がメイドさんなんだけど！」

「うふふ、私だって、勇海ちゃんに……ご主人様に、ご奉仕したいんですからねっ。っと、それより今は……こほんっ」

　軽く咳せき払ばらいしたミリィの動作はたおやかで、メイドとしては、やはり様になっている。そんな彼女が、キリッ、と表情を引き締しめ、言葉を続けてきた。

「妹である渚さんに言われて、勇海ちゃんが帰る帰らない、と揉もめているそうですね。もちろん、当人である勇海ちゃんの意思が第一ですし、尊重はしますが……それでも、勝手に全すべてを決める事はできませんっ。それはたとえ、身内の渚ちゃんでも、ですよっ」

「むむっ。う～……で、ですが、お兄様は、魔ま法ほうも使えないのにっ」

「関係ありませんよ、渚ちゃん。勇海ちゃんが、何の力も持っていなくても……勇海ちゃんのおかげで、〝問題児〟と呼ばれていたクラスメイトの皆みなさんも、問題行動を起こさなくなってるんですよ。〝学外活動〟の実績でも、それは証明されていますからね」

　問題行動を起こさなくなった、とまでは言いすぎかもしれないが、確かに最初の頃ころと比べれば、今のエイミ達は〝問題児〟と呼ぶ事のほうが不自然になっている。

　口を噤つぐむ渚に、更さらに畳たたみかけるように、ミリィは自身の見解を口にした。

「今日の学園祭でのメイドカフェでも、ちょっとした騒さわぎがあった事は聞き及およんでいますが……それでもちゃんと、人間であるお客さん達と、上手うまく触ふれ合えるようになっていたでしょう？　それは他でもない、勇海ちゃんのおかげであり、勇海ちゃんにしか出来ない事なんです。だからこそ、私達には……勇海ちゃんが、必要なのです」

「う、うぐっ。そ、それは、そうかもしれませんけど……」

「その事は……明日あした、渚ちゃんも参加する〝演劇〟を通じて、実感できるはずです。勇海ちゃんが心配なのは分かりますが……判断は明日でも、良いのではないでしょうか？」

「む、むむう。……わ、わかりましたっ。どちらにせよ、お兄様が乗り気ではないのに、無理やり連れては帰れませんし……それくらい、わかってますからっ。ふんだっ」

　受け入れながらも、渚は拗すねたようにそっぽを向いてしまう。けれど、そんな渚に近づいていったのは、先ほどまで〝勝負〟を繰くり広げていたはずの来夢だった。

「あの、渚さん……そういえば、カフェでは何も食べてませんでしたし……もしかして、お腹なか、空すいてませんかぁ？」

「え、あっ……言われてみれば。少しだけ……」

「やっぱりっ。じゃあ……良かったら、一いつ緒しよに食べましょう？　お腹が空いてたら、イライラしちゃいますし……渚さんの分くらい、充じゆう分ぶんにありますからっ」

「そ、そうなんですか？　むむう、来栖さんは面めん倒どう見みが良い方で……い、いえっ、お節せつ介かいさんですねっ。……で、でもまあ、少しだけなら」

　微び妙みように素す直なおでない事を口走りつつ、渚がおずおずと料理に手をつけた。そして、来夢の作った料理を口に運んだ瞬しゆん間かん、渚は少し驚いた顔をする。

「！　こ、これはっ……なかなかの御お手て前まえでっ。あ、いえ、こほんっ……ま、まあまあですっ。べ、別にテンション上がってなんて、いないんですからっ」

「ふふっ、わかってますよう。まだまだ一いつ杯ぱいありますし、たくさん食べましょうねっ」

「え、ええっ。……あっ、ですが、これで勝ったなんて思わないでくださいねっ。お兄様を一番満足させられるのは、渚だということに……変わりないんですからねっ」

「む、むむっ。わたしだって、負けませんよう。ぷるぷるっ！」

　また張り合ってはいるが、けれど渚は、来夢の言う事には割と素直に応じている。やはり二人は似ていないようで、どこか似た者同士なのかもしれない。

　その証しよう拠こに、つん、と顔を背そむけていた渚だが、その口から洩もれる言葉は素直で。

「ですが、まあ……来栖さんのこと。少しは、認めます。……す、少しですからねっ」

「渚さん……えへへ、ありがとうございますぅ！」

　にっこりと微笑ほほえむ来夢に、渚は少しだけ顔を赤くする。そんな二人の様子を、勇海が穏おだやかな目で見つめていると、ミリィが不意に語りかけてきた。

「来夢さんと渚さん、仲良くなれそうですね。何だか背恰かつ好こうも近い気がしますし、渚さんも安心するんでしょうか？」

「そうだなぁ……それに渚は結構、神経質な子だからな。来夢みたいな柔やわらかい性格の子は、相あい性しようがイイのかもな」

「ふふっ、なるほど。渚ちゃんと来夢さん……良いお友達になれれば、素敵ですねっ」

「ああ、そうだな！　うん、うん……」

　温かく微笑むミリィの横で、勇海も穏やかな心境で頷うなずく。こんな優やさしい時間がずっと続けばと、勇海は考えるのだった。




　　　　■■■




　突とつ発ぱつ的に始まった《亜あ人じんコスプレメイドカフェ・夜の部》も終わり、今は後片付けの時間。来夢は広いキッチン内で、渚と隣となり合い、皿洗いに勤いそしんでいた。

「ふう……さすがにこれだけ人が多いと、食器のお片付けも大変ですねぇ……」

「む。これくらいで弱音を吐はくなんて、まだまだですね、来栖さん。そんなんじゃ到とう底てい、お兄様を任せるわけにはいきませんねっ」

「や、やりがいがある、という意味ですようっ。もー、渚さんはイジワルですっ」

　ぷくっ、と軽く頰ほおを膨ふくらませる来夢に、渚は『ふふんっ』とそっぽを向く。と、そんな渚の横顔に、来夢はふと湧わきあがった疑問を投げかけてみた。

「ところで……渚さん、勇海さんのこと、大好きですよねぇ……あ、えっと、その、仲良しな兄妹きようだいさんで、羨うらやましいなー、って」

「む。……ええ、まあ、当然です。お兄様は、渚のお兄様ですから」

「そ、そうなんですかっ。仲がいいのって、やっぱり素敵ですねっ。それで、それでぇ……渚さんは勇海さんの、どんなところが好きなんですかっ？」

「むむっ。その話、渚に語らせると長いですよ？　それはもう、お兄様は優しくて、頼たよりになって、カッコよくってっ。渚の自じ慢まんのお兄様でしてっ」

「あっ、わかりますぅ！　わたしも勇海さんのこと、いつもそう……こ、こほんっ！」

　軽く咳払いして誤ご魔ま化かした来夢が、小さく微笑みながら、更に尋たずねかける。

「ふふっ、渚ちゃんは、お兄ちゃんっ子なんですねっ。今でもこんなに仲良しさんなんですし……やっぱり昔から、仲が良かったんですか？」

「！　いえ、それは……そうです、とは、言えませんね」

「ふえ？　な、渚さん？」

　渚が皿洗いしていた手を、不意に止める。来夢が心配そうに見つめていると、改めて手を動かし始めた渚が、ぽつぽつと語ってきた。

「うちの家系というのはですね、御ご先祖様が《救世主》で……魔法の才覚に富んだ女性が生まれるのが、ほとんどでした。そんな女系家族だったワケですが、実は……渚は子供の頃、魔法の才能が無いお兄様のこと、あまりよく思ってなかったんです」

「……えっ!?　そ、そうだったんですかっ!?」

　今の渚を見れば、全くそうは見えず、来夢は思わず驚おどろいてしまう。対する渚は、軽く恥はじ入るような表情を見せつつ、それでも喋しやべるのは止めなかった。

「な、渚もその頃は、幼かったですし。……けど、女系家族としては珍めずらしく、男性として生まれて……それでいて魔法の才能が無いものですし、子供の頃の渚は、それが情けないと思って。他の家族は吞気のんきだからか、あんまり気にしてなかったんですけどね」

「そうなんですか……でもきっと、妹だからこその、複雑な心境があったんですよね？　わたしも三人ほど、妹がいますし……ちょっとだけ、理解できるといいますか」

「ま、まあ、はい。……けどそれは、本当に短い期間だけの、反はん抗こう期のようなものでした。渚は……間ま違ちがってたんだって、すぐに気付きましたから」

　そう言った渚の目は、先ほどより穏やかになっている気がした。宝物を自慢する子供のように、ほんの少し緩ゆるんだ口元からは、言葉が軽かろやかに紡つむがれていく。

「お兄様は……すごいんです。魔法なんて使えなくても、関係なく……助けを求める人がいたら、迷わず助けてあげられる、すごい人なんです。魔法が使える渚でも、つい足あし踏ぶみしちゃうような場面でも……お兄様は、走っていくことができる人なんです」

「！　そう……そうですよねっ。わたしもそれ、何だか想像できちゃいますっ♪」

「は、はいっ！　あ、いえ……そ、それでですね。そんなお兄様だから……渚が魔法を使えるとか、お兄様が魔法を使えないとか、関係なく……接してくれるんです。渚が疲つかれてたら、気き遣づかってくれたり……ちょっとしたことで傷ついてたら、頭を撫なでてくれたり。寂さびしい時とか、苦しい時とか……優しく、してくれたり」

「そう、そうですよねっ。はい……はいっ」

「そうしたら、反抗期なんて……一いつ瞬しゆんで、過ぎちゃってました。いつの間にか、魔法の使えないお兄様は……そんなこと関係なく、渚の、自慢のお兄様になってたんです」

　ふふっ、と小さく笑った渚は、そのまま話を続けてきた。

「実のところ……この学園祭に来て、お兄様とお話しして、皆さんと接している内に……お兄様は、渚と一緒に帰らないんだろうなって、少しずつ分かってきました」

「……渚さん……」

「魔法が使えないとか、自衛の手段が無いとか、お兄様にしてみれば、関係ないんですよね、きっと。はあ……仕方ないですよね、お兄様なんですもん」

　渚はワガママを言っているようで、思った以上に勇海の事を理解しているらしい。それに、そのワガママの根底には、勇海を思いやる気持ちが常にあった。

　そんな渚だから、これ以上は勇海に、無理は言わないだろう──と、思いきや。

「ですがっ。だからって、渚は諦あきらめてませんからね。お兄様と一緒に帰るため、全力を尽つくします。渚、自分を曲げるつもりなんて、毛頭ありませんからっ」

「え……ええっ!?　け、けど、勇海さん自身が、帰らないって言ってるのにぃ……」

「関係ありませんっ。だって、お兄様は魔法を使えないという事実に、変わりはないんですからっ。そもそも……世界を救った人間の末まつ裔えい、と言ってもですねえ」

　ぴん、と指を立てた渚が、発した一言とは。




「お兄様は──《救世主》では、ないんですから」

「……えっ？」




　その一言は、渚にとって、全く何気ないものだったのだろう。いや、来夢にとっても、何気なく受け止められて然しかるべき一言のはずだ。それなのに、そのはず、なのに。

（っ！　あ、頭が、いたっ……これって、前に勇海さんと、演劇の練習をしてた時と……同じ？　あの時も確か、こんな風に、頭が痛く……）

「自衛の手段が無いんですし、危険なのは当然で……来栖さん？　どうかしました？」

「……は、はわっ!?　い、いえ、何でもないです、からっ」

「そ、そうですか？　体調が悪いのなら、言ってくださいね？　……さて、と」

　気を遣つかってくれる渚が、洗い物を終え、布ふ巾きんで軽く手を拭ぬぐいつつ言葉を紡ぐ。

「洗い物も終わりましたし、リビングにでも行きましょうか。お兄様もいるかもしれませんし。来栖さんは、どうします？」

「あっ、はい……お、お水でも飲んでから、いきます。お先にどうぞ、ですっ」

「そうですか……分かりました。では、渚はお先に。また後で、ですね」

　言い残し、渚はリビングへ行った。来夢は彼女に言った通り、コップ一杯分の水を飲み干して、けれどその場に立ち尽くしてしまう。

　ようやく足が動いたのは、それから暫しばらく経たってからだった。まずはキッチンから出ようと、重い足を前に進めようとした、その時。

「──うわっと、来夢？　どうしたんだ、こんなトコに一人で」

「……ふわっ!?　あ……い、勇海さん？」

「ああ、来夢はまだキッチンかもって、渚に聞いてさ。ほら、演劇の練習の時も、体調を崩くずしてたコトがあっただろ？　それでちょっと、心配になってさ」

「あ……ご、ごめんなさいっ、気を遣わせちゃって。…………」

　言いながらも、勇海の顔を見つめながら、来夢の頭は先ほどの言葉で一杯になる。片手で軽く頭を押さえていると、勇海が心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

「来夢、何か顔色悪いけど……大だい丈じよう夫ぶか？　……来夢？」

「ふあっ。あ、えと……その、ちょっとだけ、疲れちゃってるかも……です？」

「そっか……〝学園祭実行委員〟として大変だし、疲れちゃうのも無理ないよな。ほら、手を貸すから……リビングまで歩けるか？　それとも、今日はもう部屋に戻もどるか？」

「あ……り、リビングでっ。は、はわっ……手、ありがとうございますっ。……あっ」

　勇海の手に触ふれ、ときめく胸は、確かなものだ。けれど、そんな高鳴る鼓こ動どうさえ、来夢の頭の中に居座る言葉が、邪じや魔まをしてくる。

　そう、それはたった一つの、シンプルな言葉。




　──勇海は、《救世主》ではない──




　その言葉だけが、来夢の耳の奥で何度も反はん響きようし、なぜか離はなれる事はなかった。








第六章　約束









「イサミーっ、見て見てっ、ドレスだぞっ♪」

　体育館の広い舞ぶ台たい裏で、エイミがはしゃいだ声を上げながら駆かけ寄ってくる。くるり、その場で軽やかにターンし、身に纏まとっている華か美びなドレスを見せつけてきた。

　今日は《聖デミグリーン学園》の学園祭、その最終日となる二日目である。勇いさ海み達は出し物である演劇を行うため、ここで準備をしていたのだ。

「ドレスなんて窮きゆう屈くつだし、滅めつ多たに着ないんだけど……イサミに見せるためなら、まあ悪くないかなっ♪　それで、その……ど、どう、かなぁ？」

　その場で足を止めたエイミが、真しん紅くの宝石のように輝かがやく眼まな差ざしで、感想を求めるように勇海を見つめてくる。そんな彼女に、勇海は率そつ直ちよくな思いを口にした。

「ホントに……すっごくよく似合ってるぞ！　役は《金きん竜りゆう女王》っていうけど、お姫ひめ様さまみたいな感じでカワイイし……衣い装しようの雰ふん囲い気きも、エイミにピッタリだな！」

「ほ……本当かっ？　え、えへ、えへへへ……なんかメイドの時といい、イサミ、すっごく褒ほめてくれるし……私、学園祭、好きだなっ♪　毎日やっても良いくらいだっ♪」

「さ、さすがにそれは疲れそうだけど……うん、楽しんでるなら、何よりだよ」

　実際、エイミにドレスはよく似合っていた。誇こ張ちようなしに金色の輝きを放つ白しら肌はだに、煌きらびやかなドレスはこれ以上ないほどマッチしていて、本物のお姫様にしか見えない。

　いや、よくよく考えれば《金竜王》の直系なので、実際にお姫様なのだが。

　また、ミミやカナ子こが飾かざり付けなどに使う木材を、調達してきてくれたのも良かった。そのおかげで、演劇の衣装に予算を多目に回せたという事もある。

　ドレスのスカートを翻ひるがえし、上じよう機き嫌げんなエイミだが、ほんの少しだけ表情に影かげが差した。

「けど、本当は……演劇も、イサミと一いつ緒しよなら良かったんだけどな。こういう衣装とか着て、一緒に舞台に立てれば……もっと、楽しめると思うし」

「エイミ……いや、それは」

「……ふっ、安心するんだ、イサミ。来らい夢むにも言われたしな。良いお嫁よめさんとして……そう、ドラゴン嫁として！　ワガママなんて、もう言わないぞっ」

「！　そっか……ありがとな。うん、エイミはイイ子だな！」

「こ、これくらい、当然で……ふあ。……は、はふん♪」

　エイミの頭に生える角の付け根辺りを、片手で優やさしく撫でてやると、そこが気持ちよかったのか、甘い吐と息いきを漏もらした。

　と、そんな事をしている間に、二人分の声が割り込んでくる。

「──ちょっと勇海、準備の最中に、イチャついてんじゃないわよっ！」

「勇海ちゃんっ……贔屓ひいきですよ、贔屓っ！」

「あ、アン、ミリィまで？　いや、そんなつもりはないけど……あっ」

　話しかけてきたアンとミリィも、衣装に着き替がえてきたらしい。

　アンは《聖女》の役を担になうため、修道女のような衣装を纏っている。普ふ段だんは強気な彼女だが、元から持ち合わせていた貞てい淑しゆくな一面も強調され、清せい楚そな雰囲気を醸かもしていた。

　一方のミリィは《エルフの賢けん者じや》をイメージしてか、魔ま術じゆつ師しが着るような大きなローブを羽織っている。重厚な装よそおいに見えるが、ローブの前は開いており、ミニスカートが少女らしさを可愛かわいらしく演出していた。

　二人の姿を見て、勇海の口から自然と出たのは、これまた素す直なおな感想で。

「アンとミリィも、嵌はまってるなぁ……お伽とぎ話ばなしから飛び出してきたみたいだ。いつもと違ちがった雰囲気だけど、何ていうかホント、魅み力りよく的だし」

「ん。……ま、まあ、アタシだって仮にも《聖女》の末裔ですし？　当然ですけど？」

「魅力的、なんて言われたら……こ、困っちゃいますねえ、うふふっ♪」

　アンとミリィ、二人して頰ほおを赤らめながら、身み動じろぎして衣装をはためかせる。二人も楽しんでいるようで何よりだが、それは他ほかのクラスメイトも同じらしい。

　ルゥは格かく闘とう家かのような軽装の服を、ミミは黒を基調とした暗殺者風の衣装を纏う。

　カナ子は淑しとやかな和風の着物を、カーミラはエイミに負けじとお嬢じよう様さま然としたドレスを着ていた。小こ匣はこは……なぜか宝箱を派手にデコレーションしている。なぜか満足げだ。

　しかしそんな中、衣装を着て一ひと際きわ嬉うれしそうなのは、《ユニコーン》の娘むすめである。

「あぁ……役作りとはいえ、母のように騎き士しの衣装を身に纏えるとはっ……何だか闘とう志しが漲みなぎってきたぞっ！　んん～っ……くっ、殺せぇーっ！」

　やや軽装の女騎士の鎧よろいを着たユニが、何やら声こわ高だかに叫さけんでいるが、そんな台詞せりふは劇中には全く無い。重ねて言おう、全く無い。

　微び妙みように珍ちん妙みような光景も見受けられるが、誰だれもが楽しそうに演劇の準備に勤いそしんでいる。

「本当に、皆みんな……楽しんで参加してくれてるな。〝問題児クラス〟だなんて、誰に言っても信じないだろ、ってくらいに……こういうの、何かイイよな。うん、うん」

　勇海が感かん慨がい深く頷うなずいていると、不意に甲かん高だかい声が背後から響ひびいてきた。

「お兄様──まだ演劇が始まってもいないのに、なにを言っているんです？　問題児がどうのというのは、この演劇が成功に終わって、初めて言えることですよっ」

「あっ、渚なぎさか？　ははっ、確かにそうかもな。渚は相変わらず、しっかり者だな」

「当然ですっ。だって渚は、お兄様の妹なんですからねっ。ふふんっ」

　そう言って胸を張る渚も、《救世主》役の衣装に身を包み、少し高こう揚ようしているようだ。緊きん張ちようしているのだろうか、と勇海が心配していると、ミリィが穏おだやかに語りかけていく。

「義妹いもうと……こほんっ。渚さん、今日はゲストとして参加してくださって、ありがとうございます。台詞とかは、大丈夫でしたか？」

「む。もちろんです。セリフなんて、すぐ覚えちゃいました。こほんっ……〝私は救世主です──人じん魔まの争いを収め、講和を成すために遣つかわされた者です〟……この通り、雰囲気だって、ばっちり摑つかんでるんですからねっ」

「わあっ、さすがは勇海ちゃんの妹さん、頼たよりになりますねっ。ふふっ」

「むむ。……あ、当たり前ですっ。招待客の中には、渚と同じ学校の友達だっていますし……醜しゆう態たいなんて、晒さらしませんから。生徒会長さんは、どーんと大船に乗った気分でいてくださって、構いませんよ。むむーんっ」

　ミリィに乗せられ、渚のモチベーションは更さらに上がったらしい。かなり勝気な渚だが、基本的に物もの腰ごしの柔やわらかいミリィとは、来夢同様に相あい性しようが良好のようだ。

　それにしても、救世主役の渚の隣となりに、聖女のアンと、エルフの賢けん者じやミリィがいて。そして《金竜》のエイミと対面し──そんな光景を見ていた勇海は、ふと思う。

「こうしてるとさ……俺達のご先祖様もこんな風だったのかな、って考えちゃうよな」

「イサミ？　……んー、言われてみれば、そうかも？」

　エイミが軽めの同意をすると、ミリィは小さく失しつ笑しようしながら頷いた。

「ふふっ、そうですね。まあ、本来は《亜あ人じん》ではなく、ほとんどが魔ま物ものでしたでしょうけど……人魔の講和を成すため、最初期から救世主様に協力していた方々は、元から仲が良かったと伝え聞いてますし。お母様……こほん、エルフの賢者と、聖女様と……」

　指折り数えるミリィだが、そこでアンがおもむろに割り込んできた。

「ちょっと、忘れてない？　この場にいないとはいえ……もう一人」

「！　まさかっ、忘れてなんていません。──スライムさん、ですよっ」

　ミリィが口早に述べる通り、それは来夢のご先祖様にあたる《スライム》──《救世主》が現れた当時、魔物の中では一番初めに、人間側に味方した者だ。

　魔物の中から《救世主》に賛同する者が出た、という事実が呼び水となり、有力だった多くの種族が講和の話し合いに応じた。強力な魔物と比べれば力の弱いスライムだったが、その存在が無ければ、人魔の争いはもっと長引いていたかもしれない。

　講和当時は《救世主》の活かつ躍やくばかり注目されていたが、近年では《スライム》の功績も重視され始めてきた。が、そんな功労者の末まつ裔えいは、今どこにいるのかと勇海が捜さがす。

「それで……その《スライム》役の来夢は、どこにいるんだ？　もしかして、着替えとかに手間取ってるとか……？」

「いえ、勇海ちゃん。来夢さんは着替える前に、裏でティティ先生と打ち合わせするはずですよ。音おん響きよう効果とか、スポットライトの操作とか、色々ありますからね」

「あ、ミリィ、そうなのか？　……うん、じゃあ俺も、そっちを手伝ってくるよ。来夢、昨日はちょっと、調子が悪そうだったし……心配だからさ」

　勇海が言うと、ミリィも賛成して頷いてきた。次いで、エイミとアンが口を揃そろえ、勇海に言葉を投げかけてくる。

「それじゃイサミ、私達はこのまま、準備を続けておくからなっ」

「ま、こっちはアタシ達に任せときなさいって。万ばん全ぜんに仕上げといてあげるから」

「二人とも……ああ、分かった。頼りにしてるからな！」

　小さく笑いかけた勇海が、その場を移動する前に、渚の頭を撫なでつつ声をかけた。

「渚も、頼たのんだぞ。お姉さん達の言うコトをちゃんと聞いて、準備を手伝ってあげてくれよな。ワガママなんて、言っちゃダメだぞ？」

「むむむ。もう、お兄様ったら……子供扱あつかいしないでくださいっ。むしろ、渚が一番頼れる子だと、お兄様に分からせてあげますからねっ」

「ごめんごめん、冗じよう談だんだって。渚はしっかり者だからな……準備、頑がん張ばってな」

「む。当然ですっ。お兄様も……早く来くる栖すさんのところ、行ってあげてはどうです？」

「ああ、そうだな。それじゃ皆、行ってくるから……ここは頼んだぞ！」

　言いながら、勇海はようやく歩き出し、来夢を捜しに向かった。




　　　　■■■




　体育館の舞台裏と直通の場所にある、音響設備が備えられた部屋で、来夢はティティと一緒に居る。とはいえ来夢の手伝える部分は既すでに終わっており、今はティティが最終チェックをしているところだ。その空き時間に、来夢は台本を見直していた、が。

　──『私は、救世主です』──

（っ！　また、頭痛が……やっぱり、この部分……な、なんで……？）

　確か勇海と演劇の練習をしていた時も、このシーンと台詞で、頭痛が襲おそってきた。そして昨晩、渚が口にした──『勇海は救世主ではない』という、劇中の台詞とは相反するような言葉を耳にした時にも、同様の頭痛が。

　一体なぜ、と来夢は自問しながら、雑音のように頭痛が響く中で自答しようとする。

（勇海さんが救世主ではない、って……渚さんは、ご先祖様自身じゃない、っていう意味で、言ったはずです。それは、当たり前のことで……こんなこと、気にするわたしのほうが、おかしいんです。だって勇海さんのご先祖様は、《救世主》で──）

『──救世主では、ありません──』

（!?　えっ……なに、今の声……わたしの、頭の中から……響いて、きて……？）

　突とつ如じよ、頭痛と共に湧わき上がってきたのは、勇海でも渚でもない、初めて聞く女性の声。初めて聞くはずなのに、どこか懐なつかしささえ感じる、優しい声だった。

（なんで、わたし……こんな声、聞いたことも、ないはずなのに……『救世主では、ありません』……って、勇海さんの、ご先祖様が、ですか？　……ッ！）

　湧き上がってきた声は幻げん聴ちようなどではないと、来夢は本能的に理解する。そして、その声によって呼び起こされた疑問に囚とらわれてしまうと、来夢はどうしようもなくなった。

（もし、勇海さんのご先祖様が、《救世主》じゃなかったら？　……《救世主》の末裔として、この学園に来た、勇海さんは……どうなってしまうん、ですか？）

　勇海の事となれば、気にしないほうが、来夢にとっては不可能だ。ずきっ、と一際強い頭痛が響く中、最終チェックを終えたティティが、若じやつ干かん疲つかれ顔で語りかけてくる。

「ふう～……とりあえず音響設備にも問題は無いようですし、これで本番もバッチリですね。わたしの通信魔ま法ほうなら、リアルタイムで細かく確かく認にんしつつ効果音も鳴らせますし……頼りにしてくださいね、来栖さんっ」

「………あ、はいっ!?　そ、そうですね、ティティ先生、よろしくお願いしますぅ！」

「わあっ、は、はいっ。……んー、来栖さん、もしかして疲れてませんか？　〝学園祭実行委員〟、大変ですもんね……実はわたしも、手続きとかでかなり疲れちゃって。歳としですかねぇ……って、いえいえいえ!?　七十八歳なんてエルフ的には全然、もう全然若いんですけどね!?　むしろわたしなんて、まだまだ小こ娘むすめですしーっ！」

「………あ、はいっ!?　そ、その通りです、ティティ先生なんて小娘さんですぅ！」

「人に言われると結構つらい！　いえまあ、ほぼ自じ爆ばくですけれどっ！」

　勝手にショックを受けてしまうティティ、だが、来夢はすぐに集中力を失しつしてしまう。耳の奥で反はん響きようして離はなれず、来夢の頭痛を呼び起こす、一つの言葉。

『──救世主では、ありません──』

　なぜ、こんな何気ない一言が気になってしまうのか、分からない。けれど、もし。もしも、と来夢が危き惧ぐしてしまった事を、ティティに尋たずねる事にした。

「あ、あのっ、ティティ先生……一つ、質問していいですかぁ？」

「えっ？　は、はいはいっ。先生は先生ですからねっ、遠えん慮りよなくどうぞ！」

「は、はい。あの、すごく変なこと、聞いちゃうんですけど……そんな深い意味なんて、ないんですけど。もしも……もしも、ですよ？　その……」

　暫しばし逡しゆん巡じゆんした来夢の口が、途と中ちゆうで止まってしまう。これから自分のする質問が、その答えを聞くのが、怖こわい。確証なんて、何も無いのに。

　けれど、聞かずにはいられない──来夢は暫しばらくして、ようやく問うた。

「もしも、勇海さんのご先祖様が……《救世主》さんが、ですね」

「？　は、はい……《救世主》様が、どうかしましたか？」

「……《救世主》じゃなかったら、勇海さんは……ど、どうなるん、でしょう？」

「へ？　……《救世主》様が《救世主》様じゃなかったら、ですか？」

「は、はいっ。えと、勇海さんは、《救世主》の末裔だから、この学園に転入してきた、と最初に聞いて……けど、そうでなかったら、その……どうなるのかなあ、って」

「ふ、ふむふむ？　仮定の話ですよね？　……う～ん、その場合は……」

　むん、とティティが小さな口に人差し指を当て、考え込む。固かた唾ずを吞のんで待つ来夢に、やがて彼女が出してきた答えとは。

「それは、やっぱり──この学園には、いられなくなっちゃうかも、ですね？」

「………えっ!?」

「わたしも担任として聞いた話ですが、名目上は『救世主の末裔だから』ということでしたし……その前提が成り立たなくなっちゃうのは、問題なんじゃないかなー、と」

「……そ、そんな……」

　ティティの答えを受け、来夢の心臓が大きく波打つ。ぎゅっ、と来夢が胸を押さえていると、ティティは気付かぬまま話を続けてきた。

「でもまあ、単純にそうとは言えませんし、学園長に聞かないと分かりませんけどね。それに結ゆう城きくんは、まさかの《吸きゆう精せい主しゆ》だった訳ですし……〝問題児〟さんの暴走を止められる、世界で唯ゆい一いつの男の子ですから。おいそれと追い出したりはしないはずですよ」

「そ、そうですよね……そのはず、ですよね」

「はいっ。それに……彼は間ま違ちがいなく《救世主》様の末裔ですし、《救世主》様は紛まぎれもなく世界を救った方ですからっ。〝もし、そうでなかったら〟なんて考える必要はありませんよ。ふふっ……来栖さんの仮定の話、面おも白しろかったですけどねっ」

「あ……は、はい、そう……ですよね」

　同意しようにも、来夢は自分の言葉がどんどん弱くなっている事に、気付いてしまう。と、そうして話し込んでいたところで、ティティが少し慌あわてた声を上げてきた。

「って……あっ！　来栖さんも、そろそろ衣い装しように着き替がえないとっ。まだ時間に余よ裕ゆうはありますけど、初めて着る衣装ですからね。念のため、早めに準備しておきましょう！」

「……あ、はいっ!?　そ、その通りですね……わかりました、ティティ先生っ」

「はいっ。先生はこのまま、機器の調整をしてますから……では、来栖さん。先生も応おう援えんしてますからね、がんばってくださいっ」

　ぐっ、と小さな両手で握にぎり拳こぶしを作ったティティに、来夢は頷うなずいて返す。ティティがそのまま作業を再開すると、来夢も音響設備の備えられた部屋から退室した。そしてそのまま、更こう衣い室へ向けて歩きだそうとする。

　けれど、その足取りは、酷ひどく重い。自身の惑まどいが、鉛なまりとなったかのように。

（もし、《救世主》さんが、《救世主》じゃなかったら……勇海さんは、この学園に、いられなくなってしまう……かも、しれない？）

　それはあくまで仮定だし、事はそう単純ではないと、ティティも言っていた。

　けれど、可能性はある──それが果たして何％かなんて分からないが、覆くつがえらないと思っていた大前提が覆ってしまえば、結果は分からない。

『──救世主では、ありません──』

「………っ！」

　耳の奥から響ひびく声を、頭かぶりを振ふって追い払はらおうとする。けれど、それは出て行ってはくれない。ここが己おのれの住すみ処かだと言わんばかりに、その言葉がしつこく居座る。

　頭を振る度たび、いつも以上に汁しるが飛び散り、けれどそれを気にしてさえいられない。出て行け、出て行けと、何度も頭を振っていると──

「──来夢っ！」

「！　あ……い、勇海さん……」

　響いてきた声に、来夢は顔を上げた。目の前には、来夢の顔を覗のぞき込んでくる、勇海の心配そうな目があった。

「来夢……大だい丈じよう夫ぶか!?　やっぱり調子、悪いんじゃないか……？　皆みんなには俺から言っておくし、来夢は演劇に出ず、休んでたほうが……」

「！　い、いいえっ、調子は全然、悪くないですようっ。その、ちょっと緊きん張ちようしちゃってるだけで……でも、全然平気ですぅ！」

「そんなコト言って……明らかにいつもと違ちがうぞ？　ほら、汗あせだってこんなに──」

「お汁ですけど。勇海さん、これは汗じゃない、と言いました……お汁、ですからね？」

「お、おおぅ……そこだけは、頑かたくななんだな……」

　どんな状じよう況きようだろうと、譲ゆずれないモノはある。女の子なので。

　が、そんなやり取りをしている間に、来夢の気持ちも何となく落ち着き、力強く言う。

「と、とにかくですっ。わたしなら、大丈夫ですからぁ。この通り、調子なんて悪くないですし……平気なんですからねっ」

「うーん……けど、やっぱり心配なんだけどな……」

「も、もうっ、過保護すぎますようっ。それに、わたし……演劇の衣装、着るの楽しみにしてましたから。綺き麗れいな衣装で……憧あこがれてたり、しまして」

「そ、そうなのか？　あ、でも確かに……さっきより、顔色良くなってきたな」

「ふえ？　あ……言われてみれば、そうかも……です？　……だ、だとすれば、多分……勇海さんと、お話ししてたからかなぁ……って」

「俺と？　それは何か、照れ臭くさいけど……ちょっと、大げさじゃないか？」

「お、大げさなんかじゃないですぅ……ほらほらっ、行きましょう、勇海さんっ？　わたしなら、この通り大丈夫ですから。ねっ？」

「え……うわっと？　そんなに引っ張ったら、転んじゃうぞ？」

　勇海の手を引き、来夢は力強く歩き始める。先ほどの言葉は、大げさなどではない。

　勇海の顔を見ていると、どうしてだろう、来夢は何となく、力が湧いてくるのだ。出会った時から、来夢は彼の笑え顔がおに、言葉に、力を貰もらって来た。

　だからこそ、来夢は彼が『──《救世主》ではない──』

（！　……あ、うぅ……）

　──もし彼が、いなくなってしまうとしたら、どうなるのだろう？

（……勇海さんが、いなくなったら……もう、会えなく、なっちゃう？　一いつ緒しよに……いられなく、なっちゃう？）

　ほんの数日前に、勇海と交かわした、ささやかな誓ちかい──『一緒にいてください』と、そう言った来夢に、彼は『もちろん』と笑ってくれた。

　世間話程度の、勇海だって忘れているかもしれない、他愛たわいない話だ。けれど、なぜだか胸が一いつ杯ぱいになってしまった来夢は、自分でも無意識の内に立ち止まっていた。

「んっ？　来夢……どうしたんだ？」

「………あっ。え、えっと……その」

「う、うん。……やっぱり調子悪いか？　それなら、休んだほうが──」

「い、いいえっ。そうじゃなく……あ、あの、ですねっ！」

　来夢が両手で、ぎゅっ、と勇海の右手を握る。自分自身でも分かる《スライム》のひんやりとした手で、彼の温かな手を感じながら、口にしようとしたのは。

（ずっと、一緒にいて、くれますか？）

　そう、問いかけたかった。心の中では、問いかけていた。

　けれど、暫くして、ようやく来夢が口にした言葉とは。

「勇海さん、わたし……演劇、がんばりますからっ。ちゃんと見ててくださいねっ？」

「えっ？　……あ、ああ！　もちろん、俺も裏方としてサポートするからな！」

「はいっ！　えへへぇ……それじゃ、行きましょうっ！　張り切っていきますようっ……ぷるぷるーっ！」

　自分自身でも分かる空元気を発する事しか、出来なかった。




　　　　■■■




　二日に亘わたって続いた《聖デミグリーン学園》の学園祭も、次の最終プログラムを終えた後、閉会となる。最後を締しめくくるのが、まさに〝問題児クラス〟の行う演劇だ。

《金竜女王と救世の少女達》──今から百年前、相争っていた人じん魔まを、《救世主》と彼女に味方した魔ま物もの達が、最後には《金竜王》と講和を成し遂とげたという伝説。

　それを《亜あ人じん》の少女達が演じやすいよう、改変した演劇だ。『人魔の友好を再認する』という名目においても、これほど適した題材は他ほかにないだろう。

　学園祭の最後というだけあって、全校生徒も招待客も、ほぼ全すべてが集まっているらしい。これほど大勢の前で演じる事は、とてつもない重圧だろう、と勇海は思っていたが。

「ふむ、なかなかの入りだな……《金竜》の舞ぶ台たいとしては、悪くないか」

「仕方ないな。ルゥの孤こ高こう、見せつけてやるか……るぅ、るぅ」

　エイミとルゥは、プレッシャーとは無む縁えんのようだ。むしろ大おお舞ぶ台たいに強いのか、メンタルが鋼鉄なのか、やる気のほうが漲みなぎっているように見える。

　しかし当然、誰だれもがそうではないらしく、ミミなどは長い兎うさぎ耳みみを軽く震ふるわせていた。

「はあ……んっ。大勢に、注目されるなんて……苦手だわ。ふう……」

「ミミ……大丈夫か？　冷たい水、あるぞ？」

「あ、イサミさん。……う、ううん、それより、その……手、握ってもらって、いい？」

「手を？　けど、ミミは体質が……」

「そ、そんなに強くじゃないからっ。こう、包むように……優やさしく、してほしいの」

「な、なるほど。それじゃ……こんな感じで、どうだ？」

「んっ。……ふう……」

　触ふれた瞬しゆん間かんだけ、ほんの少しミミの体は跳はねたが、どうやらすぐに落ち着いたらしい。冷え性しようなのか少し冷たいミミの手は、微かすかに震えていたが、徐じよ々じよに収まっていく。

「……ん、イサミさんの手……あったかい、わ。それに、とても、落ち着く」

「そっか？　裏方だし、こんなコトしかできないけど、少しでも役立てるなら……うん、俺の手くらい、いくらでも使ってくれてイイからな？」

「ふふ、ええ、頼たよりになる裏方さん。この手で、包まれちゃったら……震えなんて、止まっちゃうわ。ワタシだけでなく……きっと、ミンナも同じ、ね」

「う、うーん、そうだったら嬉うれしいけど……何かミミまで、大げさな気がするぞ？　来夢といい、最近なんか、やけにそう言ってくれるけど」

「だって、事実だもの。これはきっと、イサミさんの力だから……自信、持って？」

「わ、わかった。……って俺、いつの間にか逆に励はげまされてないか？」

「あ、ホントね。ちょっと、おかしいけど……おかげで、落ち着いちゃったわ。ふふっ」

　くすっ、と不意打ち気味に微笑ほほえんできたミミの顔が、あまりにも神秘的な美しさを湛たたえていたもので、思わず勇海もドキリとしてしまう。

　だが、そこで間かん髪はつを容れず、勇海の背後から声が響いてきた。

「う、うあうあぅ……イサミ様ぁ……わわわたくし、きき緊張がフルマッハでぇ……」

「え。……か、カーミラ、大丈夫か!?　なんか生まれたての仔こ鹿じかみたいに震えまくってるぞ!?　ていうかカーミラ、こういう舞台に強そうなのに!?」

「ふおあぉぉぉ……《吸血鬼ヴアンパイア》は闇やみに生きる種族、ダムピールとて例外ではありませんわ……だめですわ、あかんですわ……ぎゅー、してくださいまし、ぎゅー」

「ぎゅーって……こ、こんな感じか？　軽くだぞ？　よいせっ」

「おっ。……ほ、ほほー、むふーん……く、苦しゅうない、苦しゅうないですの……」

　言われた通り、ほんの軽くではあるがハグしてみると、カーミラの震えは落ち着いてきた。まだちょっぴり不安は残るが、当のカーミラは満足そうである。

　しかし不安と言えば、と宝箱の中から顔を出す小匣が、何やら呟つぶやいてきた。

「にしても……ぷるるん、遅おそいね～。衣い装しようの着き替がえ、手間取ってるのかな～？　下手したら、間に合わなくなっちゃうかもよ～？」

「ぷ、ぷるるんって来夢のコトか？　変なあだ名だけど、小匣も来夢が心配に──」

「もしかして……生ローションで滑すべって転んでたりして～。大変だよ～、いさみん～」

「うーん、何か微び妙みような溝みぞを感じるなー？　もしかして小匣、〝七不思議〟の時、来夢にドロドロにされたの、根に持ってるのか？　それ絶対、来夢に言っちゃダメだぞ？」

　と言いつつ、勇海も来夢が心配になってしまう。生ローションはともかくとして。

　アンが付き添そって着替えを手伝っているはずだが、来夢が微妙に元気が無かったのは確かだ。もしかしたら倒たおれてなどいないか、と危き惧ぐしていると──

「……あ～っ、来夢ちゃんが来たわ～っ。来夢ちゃ～ん、アンちゃん～っ」

　カナ子の声で、来夢とアンが無事に間に合った事を知る。遠目には、ぐっ、と親指を天に突つき上げるアンと……そして。

「来夢、よかった！　間に合って……えっ？」

　一いつ瞬しゆん、勇海は自分の目が、夢ゆめ幻まぼろしに迷い込んだのかと思ってしまう。

　来夢の衣装は、まるで天てん女によを彷ほう彿ふつとさせる羽は衣ごろもだった。柔らかな桃色を基調とし、光の加減で陽かげ炎ろうが揺ゆらめくように見え、まるで天上の光景かと錯さつ覚かくする。

　そんな風ふう雅がな衣装の中で、きらり、彼女の首元で輝かがやくのは。

（あっ……来夢、俺があげたネックレス……つけてくれてるのか）

　それは、以前の買い出しデートの最さ中なか、来夢にプレゼントしたものだ。零こぼれる水すい滴てきのような、アクアマリンのモチーフをあしらったネックレス。

　この大事な舞台にまで付けてきてくれた事を、勇海は嬉しく思う……がしかし、来夢その人は、どうにも自信がなさそうで。

「あの、勇海さん……へ、変じゃないですかぁ？　この衣装……どう、でしょう？」

「……えっ!?　あ、ああ……そ、そうだな、えっと」

「ぁぅ。や、やっぱり、似合ってませんよね……衣装は素す敵てきなのに、うう」

「いやナニ言ってるんだ、めちゃくちゃ似合ってるぞ!?　見た瞬間、本物の天女が舞まい降りたのかと思っちゃったしさ！　ホントもう、すっごい綺麗で──！」

「ふえっ。えっ、えっ……そ、そんな、こと……」

「あっ、いや、今のは……ご、ごめん。変に興奮して、勢いでまくし立てちゃったけど……お世辞じゃないし、本心だ。それに……ペンダントも付けてくれてて、嬉しいしさ」

「はわっ。ぁ、ぁゎ……ぷ、ぷるぷるっ……」

　取り繕つくろう事もやめた勇海が、素直な感情をぶつけると、来夢は沸ふつ騰とうする勢いで顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。大だい丈じよう夫ぶだろうか、と来夢の顔を覗のぞき込もうとした勇海だが、横腹をアンの肘ひじで小こ突づかれ、動きを止められた。

「ぐふっ。あ……アン？　何で肘打ちを……」

「無神経に追い討うちしようとしてるからよっ。それに……もう時間なんだからねっ」

「！　そっか……そうだな、分かった！」

　アンの言う通り、〝問題児クラス〟の上演時間は、既すでに目前まで迫せまっていた。館内の客席からざわめきが聞こえてくる中、クラスメイト達は合図するまでもなく、自然と全員が一ヶ所に……勇海の周りに集まってくる。

　誰もが沈ちん黙もくする中、ミリィがゆっくりと口を開いた。

「皆みなさん。これから、この学園祭の大一番です。緊きん張ちようしている方もいらっしゃいますし、不安もあるかもしれません。……まあ、全然いつも通りな方もいらっしゃいますけど。……ですが、大切な事なんて、たった一つです。……そうですよね？」
















　言いながら、ミリィが微笑み、勇海に目配せしてくる。

　その視線に応こたえるように、勇海は大きく頷うなずき、皆に向けて言った。

「皆、最後まで、目一杯──楽しんでいこうっ！」

「「「──お───っ！」」」

　声を揃そろえて呼応した、《亜人》の少女達。

　そして間髪を容れず、スピーカーを通して聞こえてきたのは、ティティの声。

『それではこれより、《聖デミグリーン学園》の学園祭、最終プログラム──学園生と人間さんのゲストによる演劇、《金竜女王と救世の少女達》を開始いたしますっ』

　その言葉を聞いて、クラスメイト達は互たがいに顔を見合わせ、頷き合う。そんな中、舞台へと駆かけだす直前、渚は勇海に声をかけてきた。

「お兄様っ。見ていてください……わたし、しっかりと、やってきますからっ」

「渚……ああ、分かった！　渚も、楽しんでこいよ！」

「はいっ！　ふうっ……では、皆さん……行きますよっ！」

　主役級である《救世主》役の渚が先頭に立ち、皆がそれに続いていくと。

「……あっ……」

　舞台裏から彼女達を見送った勇海が、小さく声を漏もらす。

　眩まばゆい光の下へ、彼女達は飛び出して行った。その誰もが、それぞれ違ちがった魔物の特とく徴ちようを有する《亜人》。人間である渚を含ふくめ、種族も異なる彼女達が、同じ舞台に立っていて。

　その幻げん想そう的な光景を、瞬まばたき一つせず、勇海は見つめていたが。

「っ。………あ、あれっ？」

　不意に、勇海の目め頭がしらが熱くなる。なぜだか胸が、一いつ杯ぱいになってしまう。




　まるで、その光景が──遠い昔から、待ち望んでいた事のように──




　なぜそう思うのか、勇海自身にも分からない。けれど、不思議な実感だけがあった。

　楽しそうに演劇に臨のぞむ皆を見て、感傷的になってしまったのだろうか。そう思うと、何となく気き恥はずかしくなって、勇海は軽く鼻の頭を擦こすった。

「な……なんか、恥はずかしいな。けど、こういうの……いいよな、うん」

　本当に楽しそうなクラスメイト達を見ていると、感傷的になってしまうのも、無理はない。今日まで準備を頑がん張ばってきた事の反動も、あるのだろう。あのひきこもりたがりの小匣でさえ、文句を言いながらも、ちゃんと手伝ってくれていたのだから。

　この演劇は〝友好〟が主題、そのため戦いの描びよう写しやはなく、代わりに舞ぶ踏とうを挿そう入にゆうする。

《亜あ人じん》の少女達が舞い踊おどる、煌きらびやかな舞台の上で、《救世主》が《金竜女王》と、対話を交かわす。渚も、エイミも、役に入りきっていた。

『人魔は最も早はや、争う必要はありません。戦いは、もう終わるのです』

『なぜだ、なぜそんな事が言える。お前は、お前は一体、何者なのだ』

　暫しばし、勇海は皆の晴れ姿を、感かん慨がい深く眺ながめていた。先ほどのように、不思議な感傷に襲おそわれる事はなかったが、それでもやはり、別の感動はある。

　うん、うん、と頷いていると、何となく親にでもなったような気分だ。いや、それはさすがに行きすぎじゃないか、と勇海が一人で考えていると。

「……ん？　あれ……来夢？」

　舞ぶ台たいに立つ少女達の中で、来夢の様子が少しだけ、おかしい事に気付く。台詞せりふは喋しやべれている、足も動いている。けれど、何かがおかしい。

　まるで、何かを気にしているように──いや、〝別の何かが見えている〟ように、周囲を気にし、時々戸と惑まどうような素そ振ぶりを見せていた。

「来夢……やっぱり、調子が悪いのか？　一体、どうしたんだ……？」

　勇海は舞ぶ台たい袖そでまで歩み寄るも──演劇の最中に割り込んでいく訳にもいかず、ただ心配する以外に、術すべが無いのだった。




　　　　■■■




　演劇の舞台に、来夢は立っている。立っている、はずだった。

　けれど、来夢の目の前をよぎる光景は、明らかに普ふ通つうではなかった。

（わたしは、今……なにを、見てるんですか？）

　見慣れた体育館の光景に、見た事もないはずの、草原の光景が重なる。

　見慣れたクラスメイト達の姿に、それぞれの特徴である、魔ま物ものの姿が重なる。

　その中で見覚えがあるのは、ミリィと重なる《エルフの賢けん者じや》である学園長と、エイミとのサイズ差は大きすぎるが《金竜王》の姿くらいだった。他ほかのクラスメイトと重なる魔物には会った事もなく、中には一度として見た事のない魔物もいる。

（これは、一体……ッ！　あ、頭が、また……あ、んっ！）

　以前にも感じていた頭痛が、再び来夢を襲う。頭の奥底から、泉が湧わき上がるように、響ひびいてくる鈍どん痛つう。今は演劇の真っ最中なのに、と危惧する来夢だが、しかし。

「わたしは……スライム、です。人じん魔まの講和を、成すため……仲間達と、共に……ここへ、きました」

　台詞は、幸いというべきか、不思議というべきか、口から出ていた。更さらに不思議といえば、演劇に使っているこの語り口も、重なってくる光景と嚙かみあってしまっている。他のクラスメイト達が紡つむぐ言葉も、見知らぬ草原の光景と、なぜか合がつ致ちしていた。

　その見覚えのないはずの、草原の光景も、まるで本当に、あった事のようで。

　──いいや、これは本当に、あった事なのだ──

（っ!?　何で、わたし……そんなことが、わかって……!?）

　それは直感や憶おく測そくのような、不確定なものではなく、完全な確信だった。

　なぜ、そんな確信があるのか、来夢自身にも分からない。暫しばらく、演劇と草原の光景が、同時再生されるように流れるのを、来夢は抗あらがう事も出来ずに眺めていた。

　けれど、渚が台詞を放とうとした時、不意に変容が訪おとずれる。

『私は救世主です──』『いいえ、違います』

（……えっ？）

『人魔の争いを収め、講和を成すために遣つかわされた者です』

（渚さん、今、台詞を間ま違ちがえて……いえ、今の声って、どこかで……あ、あれっ？）

　一瞬、渚の台詞と台詞の間に、ほんの少し前に聞いた事がある、別の声が割って入った。そして、その声を聞いた途と端たん、同時再生されていた二つの景色が、ぐらりと揺れる。

　自分がよろめいたのだと、来夢はすぐに気付けなかった。隣となりにいたミリィと、彼女と重なる《エルフの賢者》が、心配そうな顔で覗き込んできて。

「来夢さん、大丈夫ですか？　『スライムさん、大丈夫ですか？』……調子が悪いのでしたら、こっそり舞台袖に行って、勇海ちゃんに休ませてもらっても──来夢さん？」

　ミリィの言葉を受け、どくん、と来夢の心臓が強く跳はねる。頭痛に襲われながらも、辛かろうじて顔を動かし、舞台袖にいるという、勇海の顔を見ようとした。

　勇海の顔を見れば、来夢には、力が湧いてくる。出会った時から、そうだった。今だって、勇海の顔を見れば、頑張れるはずだと、そう思ったのに。

　どうして、こんなイジワルをするのだろう──重なっていた二つの光景が、混ざり合い、くしゃくしゃになって、全すべてが真っ暗になってしまい。

　勇海の顔も、周りの光景も、何もかも、見えなくなってしまった。




　……そして来夢は、暗くら闇やみの中で、確かに聞いた。

　外から聞こえたのではなく、それはまるで、細さい胞ぼうの奥底に刻まれていたように。

　最後に台本を確かく認にんしていた時に、頭の中に響いてきたのと、全く同じ声で。

《救世主》と呼ばれていた、優やさしそうな目をした彼女自身が発した──一つの真実を。




『私は───《救世主》では、ありません───』




　その言葉が、引き鉄がねとなるように──来夢の意識は、ぷつり、そこで途と切ぎれた。




　　　　■■■




　舞台袖で来夢の様子を見守っていた勇海は、信じられない光景を目まの当たりにした。

　それは、あまりにも突とつ然ぜんの出来事。ミリィに話しかけられていた来夢が、不意によろめいたかと思いきや、次の瞬しゆん間かん──暴走を、始めたのだ。

『ウ、うう……ああああァ───ッ！』

　普ふ段だんの来夢からは想像もつかないような雄お叫たけびを上げ、柔じゆう軟なんな体を鞭むちのように振ふり回す。すると、至近距きよ離りにいたミリィが宙を舞まい、勇海のいる舞台袖に飛び込んできた。

「───きゃあっ!?」

「う──わっと!?　み、ミリィ、大丈夫か!?」

「ふわっ!?　あ……い、勇海ちゃん！　受け止めてくれて、ありがとうございます……ええと、来夢さん自体は柔やわらかかったので、痛くはありませんでした……けど」

　ミリィの曇くもった表情が示す通り、来夢の様子は明らかに異常だ。水が足りなくなった時に起こるような暴走とは、明らかに質が違う。けれど勇海には、微かすかに覚えがあった。

『はあ、はあ……ううッ……いや……イヤッ……』

「これは、エイミの時と……似てる？」

　以前、《金竜王》と戦った時、エイミは異様なまでの力を発揮した事がある。その時、エイミは確か、いつの間にか黒衣を纏まとっていたが──今の来夢も、同じだ。

　身に纏っていた天てん女によのような羽は衣ごろもが、真っ黒に染まり、まるで闇やみの羽衣とでも呼ばれそうな様相を醸かもしている。そして、彼女が揮ふるう力も、また。

『イヤ……そンなの……なイ、でっ……う、ウウ……ウアアアアアッ！』

　来夢から、彼女の体積より明らかに多量の水が発射され、舞台上に飛散する。黒色の羽衣の下から、まるで無む尽じん蔵ぞうに湧き出ているような、高水圧による攻こう撃げきだ。勇海と同様、状じよう況きようが把は握あくできていないクラスメイト達は、身を躱かわしながらも困こん惑わくしていた。

　しかしそんな中で、《救世主》を演じている渚が、果か敢かんに飛び出していき。

「楔くさび　革あらためて　地に杭くいを穿うがて

　鎖くさり　戒いましめて　縛ばくを成し封ふうぜ」

　前方に両手を翳かざした渚が、来夢を見つめて声を上げる。

「スライムさん、少々手て荒あらですが……《救世主》として、止めますから！

　───《地逆縛影陣グラ・シエド・バインド》！」

　解き放たれた魔ま力りよくが、細長い木の根のようなものを形作り、来夢を一いつ瞬しゆんで拘こう束そくする。だが、その拍ひよう子しに、来夢の首元に飾かざられていたネックレスの紐ひもが千切れてしまい。

『!?　あ、あッ……いや……いかナイ、で……ッ！』

「少し大人しくしてくださいね、来栖さん。……ふう」

　渚は床ゆかに落ちたペンダントには気付かぬまま、安あん堵どの息を吐つくが、そこで間かん髪はつを容れずにエイミの声が飛んできて。

「義妹いもうと──ダメだ、逃にげろっ！」

「？　エクリシアさん、義妹と呼ばないでくださいって……もうっ、なにを焦あせって」

『───みッ！』

「…………えっ？」

　来夢の短い声と共に、彼女の体から鋭するどく飛び出した液体が、拘束していた木の根を一瞬で千切り飛ばしてしまう。形作られていた魔力が崩ほう壊かいして消え失うせてしまい、その呆気あつけなさに呆ぼう然ぜんとしていた渚だが、状況は一いつ切さいの予断を許さなかった。

『いかせ……ナイ』

「……なっ!?　これは、いつの間にっ……きゃあっ!?」

　いつの間にか、来夢の纏う闇の羽衣の袖そでから、粘ねん液えきの塊かたまりが蔓つるのように伸のびていた。その粘液に囚とらわれた渚は、そのまま引き寄せられ、拘束されてしまう。

「う、くうっ……あっ。っ……」

　結果、《救世主》の末まつ裔えいとして確かな実力を持つ渚が、大した抵てい抗こうも出来ず捕つかまり、気を失ってしまった。それを見ていた観客達が、かなり遅おくれて、舞台の異変を察し始める。

『え……な、なに？　《救世主》の子……捕まっちゃったんだけど』

『これ……演劇の演出とかじゃないの？　まさか、ホントのトラブル？』

　観客席にざわめきが起こり始めると、来夢がついに、そちらへ目を向ける。

　いや、そもそも今までそちらに向いていなかったのが、不思議なほどだ。来るべき時が来た、と言わんばかりに、観客席に向けて来夢が手をかざすと。

『……えっ!?　うそ、逃げられなっ……きゃ、きゃあっ!?　……あ、あれっ？』

　来夢の放った、高水圧による一いち撃げきは──けれど、途と中ちゆうで遮さえぎられた。

　遮ったのは、舞台と観客席との間を区切るように張り巡めぐらされた、氷の壁かべ。そしてそれを作ったのは、《キラー・ラビット》の娘むすめ、ミミだった。

『あ……あの兎うさぎ耳みみの人が、助けてくれたの？』

『けど、あのスライムの子……危ないんじゃない？　やっぱり、魔物って──』

「………あの」

『……えっ？』

　ざわつく観客達に向け、小さく口を開いたミミが、おずおずと放った一言は。

「これ……演出です、演劇の。ええと、だから……問題、ないわ」

『え……え、えええええ!?』『ウソでしょ!?』『無理がないっ!?』

「ウソじゃないわ、本当だもの。だから、その……た、楽しんでね。ぴょん」

『ぴょんて！』『めっちゃ無表情だし！』『何かもう全然読めないわあの子！』

　何とか誤ご魔ま化かそうとしているミミだが、勇海もさすがに無理がないか、と思う。けれど、隣にいたミリィは、勢いよく顔を上げた。

「──そう、そうです！　この暴走は……演出として処理するんです、勇海ちゃん！」

「み、ミリィ？　えっと……どういうコトだ？」

「はいっ。そもそも、この演劇は人魔の友好を再認するという名目があります。けれど、その舞ぶ台たいで大暴れしてしまった、というのでは……来夢さんには、何らかの責任が課せられるかもしれません。最悪……退学、という可能性も」

「なっ……そ、そんなのって無いだろ？　あの来夢が、好き好んで暴れてるはずないし……そもそも暴走なんて、本人が制せい御ぎよできないのに──」

「はいっ、だから……これはあくまで、演劇の一いつ環かんなんですよ、勇海ちゃんっ！」

「えっ？　そ、それって……つまり？」

『──み、ミリィ様ぁ!?　何がどうなってるんですか、あのーっ!?』

「うわっ!?　この声……てぃ、ティティ先生？」

　勇海が問おうとした瞬間、不意に虚こ空くうから、ティティの声が割り込んできた。恐おそらく通信魔ま法ほうを使っているのだろうが、ミリィはむしろ僥ぎよう倖こうとばかりに声を送り返す。

「ティティ先生、ナイスタイミングです！　私の声を……体育館内に放送できるよう、通信機器に繫つないでくださいっ。……質問は不要！　急ぎ、務めを果たしますように！」

『ふぇっ!?　は、はい……了りよう解かいです！　えっと……ど、どうぞっ！』

　ティティの声が返ってくると、ミリィが一つ深呼吸し、改めて口を開く。すると、きちんとミリィの声は通信機器を介かいしているらしく、館内に声が響ひびき始めた。

『今よりおよそ百年前──《救世主》と、その仲間の魔ま物もの達と、《金竜女王》の手で、人じん魔まの講和は実現しようとしていました。けれどある存在が、それを許さなかったのです』

　ナレーションのような言葉は、ミリィのアドリブだろうが、それでも明確に紡つむがれていた。そして、ミリィが語り始めたのは、およそ誰だれも聞いた事のない話。

『それは、《魔ま王おう》と呼ばれる存在──意志を持った災害、混こん沌とんよりの使者が、心優しい《スライム》の少女の体を乗っ取ってしまいました。人類の希望たる《救世主》まで捕とらえられ、もはや絶望の暴ぼう威いだけが広がっていく中……けれど、彼は現れました』

　そこで一つ、ミリィは溜ためを作ってから、厳おごそかに言い放った。

『その名も、結城勇海──その青年こそが、もう一人の《救世主》だったのです！』

「……えっ!?　お、俺!?」

　突然の名指しに驚おどろく勇海だが、観客席のざわめきは、それ以上らしく。

『いや……誰よ、青年って。百年前の《救世主》って女の子だったんでしょ？』

『魔王とか何とかも、そんな話、聞いたことないし……な～んか変なのっ』

『あれ？　イサミさん、って……コスプレカフェで、確か……』

『……ん？　結城って、渚ちゃんと同じ姓せいじゃん……あ、あーっ、もしかして!?　その勇海って人……渚ちゃんのお兄さんなの!?』

　観客席の一部から、一ひと際きわ大きく上がってきた声が、場の空気を変動させる。

『え……ちょっとアナタ、何か知ってるの？　《救世主》役の子と、知り合い？』

『あ、はい。同じ学園っていうか、友達っていうか……そっかぁ、何かすごいカッコイイお兄さんがいる、って言ってたし……サプライズとか言ってたのも、このことかぁ～』

『サプライズ？』『じゃあこれ、ホントに演出？』『な～んだ、怖こわがって損したぁ』

『今から出てくる《救世主》さん、カッコイイんだぁ～、へぇ～……楽しみだなぁ～』

　観客席のざわめきから、恐きよう怖ふの色が消え、代わりに期待の熱を帯び始める。それを確かく認にんしたミリィが、勇海に声をかけてきた。

「うんうん……これでバッチリ、登場しやすくなりましたね。ねっ、勇海ちゃんっ」

「いや、えらくハードル上がりまくって、むしろ出てくのに勇気がいりそうなんだけど……そ、それより！　俺がやるコトって、まさか」

「はい。来夢さんを《魔王》の支配から解放するため……唇くちびるに、愛の口づけ、です！」

「く、唇に!?　いや、でも……ほっぺとかじゃ、ダメなのか!?」

「あらっ、お伽とぎ話ばなしで、ヒロインをキスで救うのなんて、鉄板中の鉄板ですよ？　それに……あれほどの暴走を起こす魔力は、ほっぺだけの軽いキスでは、吸い切れないはずです。勇海ちゃんの《吸きゆう精せい》は……どうやら経口で行うのが、最も効率的なようですし。……はあ、まあ私としても、不満がない訳じゃないんですけどね～……」

　何やら不服そうな顔をするミリィだが、勇海は熱くなるのを感じつつ続けた。

「そ、それで《吸精》して、暴走を収める、ってコトだよな……この大おお舞ぶ台たいで」

「ええ、その通りです！　……とはいえ、危険ですし、おイヤでしたら──」

　と、ミリィが問いかけようとしてくるが、勇海の答えは聞かれる前に決まっていた。

「いいや、ミリィ。危険なんて、関係ない──俺が来夢を、救ってみせる」

「！　……ふふっ、そうですよね。勇海ちゃんが転入してきた、あの日も……勇海ちゃんは、同じ事を言いました。私はずっと、勇海ちゃんを……信じていますよっ」

「ああ、任せとけ！　まあ、特に衣い装しようとかは無いし……ちょっとみすぼらしい《救世主》だけど、そこは我が慢まんしてもらうとして──」

「──そこは安心しなよ～、いっさみ～ん」

　急に割り込んできたのは、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな小匣の声。いつの間に舞ぶ台たい袖そでに来ていたのか不明だが、宝箱から顔を出す彼女が、一枚の大きな布を勇海に差し出してくる。

「こ、小匣？　これ、何だ？」

「マントだよ～。《救世主》っぽいかは、まあよく分かんないけど～……ないより、マシでしょ～？　せっかくの大舞台なんだし～……ちょっとはカッコつけていきなよ～」

「そっか……ありがとな、小匣！　……にしても、こんなのよくあったな？」

「ん。それね～、エイミンが、あたしの箱ん中に入れといて、ってさ～。いさみんにも、用意だけでもしときたい、っなんて言ってね～」

「！　エイミが……そっか。結局、俺の分まで作ってくれてたんだな」

　寮りようで衣装を繕つくろっていた、エイミの姿を思い出す。きっと彼女は、あの時からずっと、一いち途ずに頑がん張ばってくれていたのだろう。勇海と同じ舞台に立つ光景を、想像しながら。

「ホントに、よくできた〝ドラゴン嫁よめ〟だよな……エイミ」

『──かかってこい、スライムの娘に憑とりついた《魔王》めっ！　真の《救世主》が現れるまで、この《金竜女王》が相手してやるっ！』

　華か美びなドレスを翻ひるがえし、足止めするように、エイミは来夢と対たい峙じし続ける。そんな彼女を、これ以上は待たせておけないな、と勇海はマントを羽織って、歩を進めた。

　舞台袖から、クラスメイト達のいる光の差すステージに、勇海も踏ふみ込む。

　すると、勇海の姿を確認したらしい観客席から、徐じよ々じよに声が上がってきて。

『おおっ！　あの人が………うーん、まあまあかな』

『アリっちゃアリだけど、期待してた程ほどじゃないっていうか～』

『ん～……背は結構ありそうだけど、そこそこかなぁ。まあがんばれ～』

「おい貴様ら……イサミが何だとほざいた……？　イサミは世界で一番カッコいいだろうが……貴様らから滅めつしてやろうか……？」

「やめてエイミ、それ俺が一番恥はずかしいヤツだから！　ていうか微び妙みように黒いオーラ出てない!?　この状じよう況きようで《魔王》だとかに憑りつかれるの二人目とか、勘かん弁べんだぞ!?」

　ゆらり、修しゆ羅らの気き迫はくを放つエイミを、勇海が慌あわてて諫いさめる。と、そうこうしている間に、女騎き士し姿のユニが這ほう這うの体ていで下がってきた。

「ひん、ひん……あの心優やさしい来夢殿どのが、こんなに強いとは……近寄ろうとしたら吹ふっ飛ばされるし、手も足も出ないぞ……これは、まさに……くっ、殺せっ！」

「ゆ、ユニ、大だい丈じよう夫ぶか!?　色んな意味で！　まさか、怪け我がでもしたんじゃ……」

「へ？　勇海殿、何を言う……怪け我がなんてしてないぞ？　ほら、見てみるといい」

「えっ……──！　来夢、まさか！」

　勇海も、少し遅れて気付いた。そう、来夢は今、確かに暴れている、けれど。

　来夢の攻こう撃げきは──ほとんど全すべて、空を切っていた。舞台の飾かざり付けや床ゆかなどは壊こわされていたが、クラスメイトが怪我をするような事態にまでは、及およんでいない。

　それが無意識下の行動かまでは分からないが、来夢は、やはり来夢なのだ。唯ゆい一いつ、渚だけは捕まってしまったが、あれは自衛本能による反はん撃げきだったのかもしれない。

　勇海がそんな事を考えていると、ルゥが軽かろやかにバック転しながら隣となりに立ってきた。

「よ、っと。んーむ、らいむ……戦う気、あまりないようだ。いさみも、気付いたか？　体の底の魔ま力りよく、安定せず暴れちゃってるが……《吸精》すれば、何とかなりそーだな」

「ルゥも気付いてたのか？　ああ……後は何とか、近づければな」

「んむ。そしたらこれ、らいむに返してやれ。拾っといたぞ、るるる……」

「返す？　……！　そっか、ルゥ……よく見つけてくれたな！」

　ルゥが手て渡わたしてきたのは、勇海が以前、来夢にプレゼントしたネックレス。騒そう動どうの最さ中なかに紐ひもが千切れてしまったのだろうが、しかし簡単に結び直すだけで、直せそうだ。

　ルゥに感謝し、彼女の頭を撫なでると、「るぅ♪」と小気味よい声が漏もれてくる。

　さて、どう来夢に近づくかという問題だが、勇海は舞台袖の小匣に語りかけた。

「なあ、小匣ってさ、短い距きよ離りをテレポートできたよな？　たとえば何だけど、俺が小匣を《吸精》したとして……あれって、俺にも出来るようになるか？」

「ん？　ん～……無理かな～。あれ《ミミック》の特性じゃなく、あたしの魔法だし～」

「魔法？　魔法だと、何か違ちがうのか？」

「だよん。いさみんの《吸精》って、精力……つまり魔力の源を吸い取るんでしょ～？　けど、魔力は性質や体質で、魔法は技術だから～。技術は練習ナシじゃ、扱あつかえないよ～」

「そっか……じゃあ仕方ないな。ミリィもナレーションで忙いそがしいし、どうするか──」

　勇海が考えていた時、和服を着た《鬼オーガ》の少女が宙を舞まい、足あし下もとに転がって来て。

「──きゃあ～っ。ああ、やられちゃったわ～。もう、私はダメよ～……短い人生だったわ、くすん、くすん……」

「か……カナ子さん!?　え、でも来夢は、攻撃なんて……そんな、噓うそだろ!?」

「……うふふ、演技よ～？　怪我なんてしてないし、全然平気だわ～」

「ちょっ、何でこの状況で、そんな演技を!?」

「ふふ～、それは……勇海くんに、用があったからよ～。はい、どうぞっ♪」

「え。……カナ子さん、一体ナニを？」

　勇海が倒たおれたカナ子の上半身を抱だき上げると、彼女はそのままの体勢で、なぜか胸を持ち上げ差し出して来る。勇海が戸と惑まどっていると、カナ子はこう続けてきた。

「来夢ちゃんを救うため、私を、《吸精》して～？　普ふ通つうにじゃ、近づけないと思うけど～……力ちから尽ずくなら、何とか近づけるかもだから、ね～？」

「！　カナ子さん……」

「私も、来夢ちゃんを救いたいもの～……壊しちゃうしか脳のない、こんな私の力でも……役立ててもらえたら、嬉うれしいわ～。だから、お願い……ね、勇海くん～」

　更さらにカナ子は、ぐいっ、と胸を押し上げてくる。彼女の真しん摯しな思いを耳にし、これ以上、勇海に何を言う事があるだろうか。

「……『心優しい《鬼》の娘むすめさん。あなたの遺志、俺が受け継つぎます』……んっ」

　台詞せりふを述べ、勇海は、口づけた。彼女の胸に──ではなく、二本の角の間、おでこに。

「あんっ。……う、うう～ん、吸いやすいように、持ち上げてたのに～……勇海くんってば、いけずだわ～……けど、これはこれで、あうん～……」

「いや言っとくけど、何がどういう状況であったとしても、そこには口づけないからね？　俺、ホントに色んな意味でアウトにされちゃうからね？」

　それはともかく、《吸精》の影えい響きようで脱だつ力りよくしきったカナ子をユニ達に預け、勇海はゆっくりと立ち上がる。すると、吸い取った精力の影響か、尋じん常じようならざる力が漲みなぎるのを感じた。

「これなら確かに、何とかなりそうだな。よし……行くぞっ！」

　カナ子の《鬼》の力を感じながら、勇海は一度だけ深呼吸し、覚かく悟ごを決めて──舞ぶ台たい上で演じるように、大声を発する。

「──『皆みな！　彼女を救おうとしてくれて、ありがとう！　後は俺に任せてくれ！』」

「……は、はあ!?　勇海……いや『救世主様、ナニを仰おつしやるのです、危険ですよ!?』」

　真っ先に反論してきたのは、アン──だが、勇海は演技ではなく、自身の言葉で。

「大丈夫だ。俺を……信じてくれ」

「し、信じろって、アンタねえ……はあ～っ」

　呆あきれ顔でため息を吐ついたアンが、そのまま口にした答えとは。

「『当然ですわ、救世主様。私はあなたを』──信じてるからっ！」

　その言葉を皮切りに、アンだけでなく、エイミも、その場にいる全員が来夢から距離を取る。ただ一人、《魔ま王おう》と化した来夢に歩み寄るのは、《救世主》役の男一人。

　ついに二人が対峙すると、来夢の弾だん性せいに富んだ体が不意に震ふるえ出し、そして。

『い……いさ、みさん……う、ああ、あ……っ、止まら、ナイ……ッ!?』

「くっ！　……来夢！」

　安定せず、暴走してしまっている来夢が、周囲へと無む尽じんの液体を放つ。いくらカナ子の力を分けられているとはいえ、これでは近づく事は夢のまた夢。

　けれどその時、《金竜》の少女──いや、《金竜女王》エイミが、勇海の前に降り立つ。

「──『真しんの救世主よ！　魔王に囚とらわれし少女を救わんとする、あなたの心意気に、私は胸を打たれた！　ここは、この《金竜女王》に任せろ！』──はあああっ！」

　叫さけびながら、エイミが《金きん炎えん》を吐き出し、来夢の発射する液体を撃うち落としていく。そうしながら、エイミは微かすかに振ふり向き、勇海に微笑ほほえみと小声を送ってくる。

「私も以前、来夢と同じように暴走してしまった……が、皆のおかげで、救われた。だからこそ、今度は私が……来夢の事を、救う番だ」

「！　……エイミ……」

「だから、行くんだ、イサミっ。イサミの道は──ドラゴン嫁が、支えてやるぞっ！」

「……ああ、わかった！　──ありがとう、エイミ！」

　エイミの援えん護ごを受けながら、大量の水と《金炎》がぶつかり弾はじける濁だく流りゆうの渦うずを、勇海が駆かけ抜ぬけていく。そんな中、来夢に囚われていた渚が、微かに目を開き。

「っ、う……？　お、お兄様……？　……はっ!?」

　目覚めた渚が、すぐ現状を把は握あくしたのか、勇海に向けて呼びかけてくる。

「だ、ダメです、危険ですっ！　逃にげてくださいっ！」

『う、うあ……い、いさみ、さん？　だ、だめ……わたし、はっ……ああっ！』

　闇やみの羽は衣ごろもから伸のびてきた粘ねん液えきの塊かたまりが、鞭むちのようにしなり、勇海を直接的に襲おそう。こればかりはエイミも撃ち落とせず、いつもの勇海なら、耐たえられず弾き飛ばされていたはずだ……が、《鬼》の力を有する今は、違う。

「！　お、お兄様、なぜ、そんな力を……いえ、それより……なぜ、そこまでして」

　心配する渚に見つめられながら、幾いく度どとなく身を打たれても、勇海は地に足を踏みしめ、前に進んだ。決して退ひく事はないと、強い意志を、己おのれの瞳ひとみに湛たたえて。

『あっ……勇海、さん……』

　攻撃を加えている来夢のほうが、苦しげに表情を歪ゆがめている。

　勇海が近づくごとに、来夢を覆おおう闇が、徐々に色いろ濃こくなっていき。

『わたしは……わたし、は……』

　彼女の瞳から、意志の光が、消えていくと。

『………………』

　ようやく、あと一歩の距離まで勇海は辿たどり着き、口上を口にする。

「来夢、渚、待たせてごめんな。……『俺は、《救世主》です』」

『！　………ッ』

「ええと……『スライムさん、あなたを《魔王》の支配から解き放つため、遣つかわされた者です。俺が、あなたを救ってみせましょう』……いくぞ、来夢」

　あとは《吸精》をするだけ──だが、来夢の口から、溢あふれ出てきた一言は。

『……なくたって、いいですから……』

「……えっ？　ら、来夢？」

『《救世主》なんかじゃ、なくたって……いいです、からぁ……！』

　その小さな口から、震える口から、紡つむぎだされるのは、直向きな言葉。

『あなたがいると、わたしは、力が湧わくんです……あなたがいれば、弱いわたしでも、がんばれるんです……あなたがいないと……わたしは、だめなんですっ……』

「…………！」

『《救世主》なんかじゃなくても、いいです……だから……だからっ……！』

　来夢の言葉の真意は、勇海には分からない。けれど、彼女が惑まどい、悩なやみ、こうなってしまった理由が、そこにあるのだろうという事くらい、理解できる。

　そして来夢は、言った──零こぼれる涙なみだと共に、彼女の願う、たった一つの事を。




『ずっと、一いつ緒しよにいてくださいっ……勇海さんっ……！』

「────！」




　その言葉に、勇海は暫しばし沈ちん黙もくした。渚もまた、発せられるのは小さな声だけ。

「……来栖さん……」

　スポットライトの下で、勇海は来夢を見つめ、ようやく口を開いた、が。

「『スライムさん、俺は』………いや」

　違う、こうでは、ない。周囲に向けて取り繕つくろうために、台詞に乗せるのは、違う。

　だからこそ、勇海は選せん択たくした。今、この時、己自身の言葉を発する事を。

「来夢──俺はさ、来夢といると、安心するよ。《救世主》としての力なんて無いような俺でも、来夢に何度も救われてきたから、今まで頑がん張ばってこられたんだよ」

『……勇海、さん……？』

「《救世主》の末まつ裔えいだからとか、変な力があるとか、関係ないんだ。俺にはもう、そんなコト、大した理由じゃない。俺は、俺自身の意志で、皆と……来夢と、一緒にいたい」

　それは勇海が心から思う、真実の言葉。そして、交かわした誓ちかいを、確かく認にんするように。

「言ったろ？　一緒にいるって──俺はあの時のコト、忘れてないぞ？」

『…………！』

「だけど……もう一度、誓うよ。……来夢」

　ついに勇海は、最後の一歩を踏ふみ出し、来夢の目と鼻の先まで近づく。そして彼女の首の後ろに、ゆっくりと手を回し、ネックレスを彼女の首にかけ直した。

　最後に、来夢の目を真っ直すぐに見つめながら──勇海は、微笑んで。




「ずっと、一緒にいる──〝約束〟だ、来夢。……んっ！」

『！　勇海さっ……んっ!?　……ん……んんっ……ふ、あっ』




　勇海は、来夢と、口づけを交わした。そして、思い切り吸い込み、《吸精》すると。

『うわっ、うわわっ……あれ、ホントにキスしてない!?』

『ま、まさかぁ、フリでしょ？　……って、あれっ？　黒いの、消えてってない？』

　来夢を覆っていた闇が、霧む散さんし、消え去っていく。彼女を《魔王》のような姿に変へん貌ぼうさせていた、闇色の羽衣も、元の天てん女によを思わせる衣い装しように戻もどっていった。

　すると、くてん、と来夢が脱力し、渚も解放し、勇海は慌あわてて二人を支える。

「うわっ……っと!?　大だい丈じよう夫ぶか、二人とも！」

「きゃっ。お、お兄様……ありがとうございます。けど、ええと……来栖さんは」

「……すう、すう……」

　来夢は、穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。どうやら大事ないらしく、勇海が安心していると、響ひびいてきたのはミリィのナレーション。

『──こうして、世界を滅ほろぼさんとした《魔王》は潰ついえました。《スライム》の娘を救ったのは、人間であった《救世主》の──真実の愛。こうして、二人は……いいえ』

　もったいぶるように間を置いたミリィが、改めて発した一言は、力強く。

『人間も魔ま物ものも、《亜あ人じん》もエルフも──全すべての種族は、分け隔へだてなく、愛を分かち合えると証明し。……世界は、恒こう久きゆうの平和への道を、歩むのでした』

　そのナレーションを最後に、舞台に幕が下りていく。ミミも観客席を隔てていた氷の壁かべを解き、舞台裏へと去っていくと、観客席から上がってきた反応は、等しく同じ。

　それは、拍はく手しゆ──幕の下りゆくこの舞台へと、惜おしみなく、注がれてきて。

　雨のような拍手の音を聞きながら、勇海は来夢の頰ほおを、軽く撫なでる。

「……〝学園祭実行委員〟、よく頑張ったよな。最後まで、ちょっと大変だったけど……お疲つかれ様、来夢」

　そんな言葉を贈おくって、来夢の寝ね顔がおに向け、小さく笑いかけたのだった。




　　　　■■■




　学園祭を終え、後片付けに忙せわしない夕暮れ時、《聖デミグリーン学園》の門前で、勇海は自身の妹を見送ろうとしていた。

　しかし、彼女は何やら不ふ機き嫌げんそうに、大きくため息を吐いている。

「はあ～……お兄様は《救世主》ではなく、《吸精主》の力を持ち……魔ま力りよくが強すぎて暴走の危機を持つ〝問題児〟を救うため、ここにいる……だなんて。そんな話、隠かくすようなことじゃないですっ。しかも妹にまで……もう、もう、もうもうもうっ」

「い、いや、部外秘だから、仕方なくてさ……ホント、悪かったって！」

「はあ、もういいです。生徒会長さんに改めて説明されましたし。部外秘なのも理解しましたから、渚も外には漏もらしませんので、ご安心ください。はあ～……」

　勇海の《吸精主》の力や、〝問題児〟達に勇海が必要な理由に関しては、学園長からの許可も得て、渚に全て説明した。

　しかしそれでも不満そうな渚に、勇海はバツが悪くて頭を搔かくも、妹は容よう赦しやがない。

「とにかくっ。結局のところ……お兄様は、帰ってこれないわけですね。そんな事情があるとも知らず、渚だけ空回りさせるなんて、ひどいお兄様です、本当にっ」

「う、うおお……ホントに容赦ないな……いやホント、申し訳ないと……」

「もういいですっ。それに、渚だって……うん。……決めちゃいましたから」

「え？　決めた、って……ナニをだ？」

　勇海が尋たずねた、その瞬しゆん間かん──勇海の後ろから、不意に声が響いてくる。

『──渚ちゃ～ん、また来てね～っ！』『次も歓かん迎げいするぞーっ！』

「う、うわっと!?　皆みんな、いつの間に……？」

　そこにいたのは、勇海のクラスメイト達。どうやら渚を見送りに来てくれたらしい。

　しかし、そんな彼女達に向けて、渚は不敵な笑えみを浮うかべ、意外な一言を。

「ええ──渚も来年は、この学園に入学しますからっ！」

「え……な、渚!?　それ、本気で言ってるのか!?」

「む、もちろんです。《亜人》さんの学園とはいえ、渚だってお兄様と同じ《救世主》の末裔ですし、名目上でも問題ないはずです。……いけませんかっ？」

「いや、いけなくはないけど……」

　しどろもどろになる勇海だが、不意にクラスメイト達の中から、水色に潤うるおう髪かみを持つ《スライム》の少女・来夢が歩み寄ってきた。

「あ、あの、渚さん。ええと……この度たびは、ご迷めい惑わくをおかけして、本当に──」

　申し訳なさそうな顔をしつつ、頭を下げようとする来夢だが──その直前、渚は。

「──ごめんなさい、来栖さん」

「……ふえっ!?　あ、あの、渚さん？　謝らないといけないのは、わたしのほうで……」

「いいえ。聞けば今回、来栖さんが〝暴走〟してしまったのは……渚が、お兄様は『救世主ではない』と言ってしまったのが原因といいますし。渚の言葉が、そんな波は紋もんを呼んでしまったんですから……渚にだって、落ち度があります。だから……ごめんなさい」

「い、いいえっ！　渚さんは、何も悪くなんてっ……些さ細さいな言葉を聞き流すことも出来なかった、わたしが悪いんですぅ！　わたしのほうこそ……ごめんなさいっ！」

「いーえ、悪いのは、わたしのほうで……もうっ、これではキリがないですよっ」

　以前、勇海も来夢と、似たようなやり取りをした事がある。それが何となくおかしくなる勇海だが、渚は続けて来夢に語りかけていた。

「とにかく、お互たがいもう、気にするのは止やめにしましょう。お友達に、そんな顔で謝られても……こっちが悲しくなってしまいますからねっ」

「えっ？　……ええっ、渚さん!?　今、お友達ってっ……」

「……ふふっ、それでは、渚はこれで失礼します。来栖さん……いいえ」

　ふむ、と口元に手を当てた渚が、去り際ぎわに力強い声を放った。

「来夢さん──また、お会いしましょうっ！」

「！　は、はいっ……渚さん！　……またですう、渚さんっ！」

　大きく手を振ふり去っていく渚が、「皆さんも、また！」と、珍めずらしく笑顔を見せながら、駆かけ去っていく。最後に渚に名前を呼ばれ、胸を押さえていた来夢に、勇海は声をかけた。

「来夢……渚と仲良くなってくれて、ありがとな。ホント、兄として嬉うれしいよ」

「あ……そんなっ。わたしのほうこそ、仲良くなってくれて、嬉しくってっ……！」

「ははっ、言っただろ？　来夢と渚は、どこか似てるって。だから俺は、二人ならきっと仲良くなれるって、最初から分かってたよ」

「むむぅっ。……似てる、ですかぁ……それって、妹っぽいところ、ですかぁ？」

「ああ、そうそう。何となく、和なごんじゃうっていうかさ。よしよし」

「ぷるっ。きゅ、きゅう……んっ！　むむうっ」

　来夢の頭を撫でると、彼女の頰が緩ゆるみかけたが、なぜか表情を引き締しめてきた。

『？』と勇海が首を傾かしげていると、来夢は耳打ちするように、顔を寄せてきて。

「勇海さん……わたし、実は秘密にしてたことがありましてぇ……勇海さんは知らないと思うんですけど、ここでお伝えしても、いいですかぁ？」

「ん？　ああ、もちろん……なんだなんだ？　それって──」

　軽く身を屈かがめ、勇海が聞き耳を立てようとした──瞬間、来夢の唇くちびるが、頰に当たり。

「──ちゅっ♡」

「えっ。……ら、来夢!?　今……え、ええっ!?」

「……わたし、来栖来夢は……どうやら妹では、イヤみたいですよ？　……ぷるんっ♡」

「──！　お、おお……おお」

　来夢が口にしたのと同様、柔やわらかく弾はずむような笑顔を見せつけられ、勇海は言葉があやふやになる。互いに顔を真っ赤にしていると、そこで割り込んできたのは、事の成り行きを見つめていた《ドラゴン娘むすめ》と《ゾンビ＆聖女》。

「ちょっ……なな何をしている、来夢!?　ずるいぞっ、私も勇海と、するーっ！」

「来夢、アンタ人には色々言っといて、自分だってやらかしてんじゃないのよーっ！」

「はうっ!?　こ、怖こわいですぅ……助けてください、勇海さんっ♪」
















「こ、こらあっ!?　イサミを盾たてにするなぁっ!?」

　勇海を挟はさみ、エイミとアンの二人を、来夢が楽しそうに相手取る。何となく、以前より逞たくましくなった気がする来夢が、勇海の背中で呟つぶやいたのは。

「〝約束〟、ですからね……ず～っと一いつ緒しよに、いてくださいね、勇海さんっ♡」

「！　ああ……分かってるって、来夢！」

　そう言って、勇海と来夢は、顔を合わせて笑うのだった。




　　　　■■■




　学園祭を終えた翌日、来夢は居住区の奥まった場所にある、学園長の邸てい宅たくに呼ばれていた。すぐ真横にはミリィが、正面には絢けん爛らんな卓たくにつく学園長の姿がある。

　来夢が呼ばれたのは、学園祭の演劇にて、来夢が暴走してしまった理由について。来夢は包つつみ隠さず、自身が演劇中に見た不思議な光景の事を、全て明かした。

　そして、来夢が発した、この一言で──学園長の顔色が変わる。

「私は──《救世主》では、ありません──」

「!!　……………」

　常に落ち着いた物もの腰ごしを崩くずさず、柔にゆう和わな微笑ほほえみを絶やさない学園長が、怖さすら感じさせる真顔になる。そんな彼女に、娘たるミリィが問いかけた。

「お母様。来夢さんが見た光景というのは、その……一体」

「……ええ、今の話は、本当にあった事です。百年前、有力な魔物達が集まる中で……私も見聞きした事と、完全に一いつ致ちします」

「で、ですが……なぜ来夢さんが、そんな記き憶おくを？」

　それは来夢にも分からず、ゆえに知りたい事だった。すると、さすが《エルフの賢けん者じや》というべきか、学園長は確かな答えを述べてくる。

「《スライム》という種族は本来、〝分ぶん裂れつ〟という特性を持つ種族です。雌し雄ゆうがあり、子を成す事も出来ますが……一つが二つになるように、核かくと細さい胞ぼうを分かち、個体を増やす事も可能です。すると、分かたれた個体も、同じ記憶を有すると聞きます。人と交わり、《亜人》となったとはいえ……来栖さんにも微かすかに、その性質が受け継つがれたのでしょう」

「えっ……では、来夢さんも、それでご先祖様の記憶を？」

「無論、そう単純な話ではありません。むしろ人間の要素の方が強い来栖さんに受け継がれた記憶は、それゆえにごく一部。けれど、私にとっての旧ふるき友であった、あのスライムさんは……この記憶を大切なものとして受け継ぎ、そして酷こく似じしたシチュエーションにあった、あの演劇が刺し激げきとなり、呼び起こされたのでしょうね」

　学園長の話に、なるほど、と来夢が恐きよう縮しゆくしながらも納得する。しかし、学園長の話は終わりではなく、もう少しだけ続いた。

「そして。……来栖さん、あなたは彼女の、その後の言葉は……覚えていますか？　細胞に刻まれ、呼び起こされた記憶の中に……〝その言葉〟は、ありますか？」

「！　…………」

　学園長の問いに、来夢は一いつ瞬しゆん、答えを躊ちゆう躇ちよする。けれど、刺さすような眼まな差ざしで見つめてくる彼女に、来夢は真実を明かす以外に術すべはなかった。

「……はい。覚えて……います。あの方の……次の、言葉を」

「……そう、そうですか……その言葉は、こうでしたね？」

　百年前に彼女が述べた、『私は《救世主》ではありません』──その、次の言葉を。

　来夢と、そして学園長は、同時に述べた。




『私は、《魔ま王おう》の末まつ裔えい───《真の救世主》は、他ほかにいます』




　それから、長い沈ちん黙もくが、室内に流れた。誰だれもが口を閉とざし、黙だまり込む。

　そして、ようやく口を開いたのは、来夢で。

「これって……一体、どういう意味なんですか？　勇海さんのご先祖様は、《救世主》じゃなくて……《魔王》で。それって一体、なんなんです──」

「──来栖来夢さん、落ち着いてください」

「っ！　は、はい……ごめんなさい」

　我に返った来夢が、しゅん、とうなだれると、対する学園長は優やさしく微笑んできた。

「たとえ彼女が何者だろうと……彼女の言う通り、《魔王の末裔》だとしても。百年前に人じん魔まの講和を成し、世界を救った事に、変わりはありません。当時は人類にも《救世主》というシンボル的な存在が必要でしたし、今さらそこを変える必要もないでしょう。……もちろん、無用の混乱を避さけるために、極ごく秘ひにはしてほしいですが」

「そ、それはもちろん……誰にも、言ったりなんてしませんっ」

「ありがとう、来栖さん。……けれど、あなたで良かった……記憶を呼び起こし、結果、《魔ま王おう症しよう候こう群ぐん》が発はつ症しようしてしまったとしても……結城勇海くんが、あなたを救った事で。私は、ようやく……結城勇海くんの事を、本心から信じられそうです」

《魔王症候群》の話については、来夢も『誰にも言わない』という条件の下もと、学園長とミリィから聞いていた。〝問題児クラス〟の皆に、余計なストレスを与あたえないようにとのことで、それには来夢も納なつ得とくしている。そして、学園長はそのまま言葉を発した。

「《魔王の末裔》を名乗った彼女が、一体何を目的とし、人魔の講和を成し、世界を救ったのか……それは秘中の秘、明かす事はできません。ですが、来栖さん……お尋たずねしても、よろしいですか？」

「えっ……は、はいっ。ええと、何を……」

　少し間を置き、学園長は微笑みながら、質問してきたのは。

「あなたは結城勇海くんを、信じま──」

「───はいっ、当然ですぅ！」

「……うふふっ、聞くまでもなかったですね」

「……あっ!?　ご、ごめんなさい、わたしったら、大声で……」

「いえいえ、構いませんよ。ねえ、ミリィさん？」

　学園長が娘に話を振ると、ミリィは「当然ですっ」と胸を張り、来夢に向けて同意するように頷うなずいてみせた。

　そんな娘を見て笑った学園長が、こほん、と咳せき払ばらいし、話を締め括くくった。

「来栖さん、ミリィさんも……今日はわざわざ、ありがとうございました。報告は、以上で結構です。それでは……今後とも健すこやかに、学業にお励はげみくださいね」

「あ……は、はいっ！　ええと、こちらこそ、ありがとうございましたぁ！」

「それでは……失礼しますね、学園長」

　先に歩いて扉とびらを開いたミリィに促うながされ、来夢は部屋を出ようとする。

　けれど、退出間ま際ぎわに振り返ると、小さく俯うつむいた学園長が、小声で呟いたのは。

「そう……きっと、あなた達が……《運命の子達》……」

　その言葉だけを来夢の耳に残し、音を立てて、扉は閉められた。学園長の言葉は気になった。その場で逡しゆん巡じゆんする来夢だが、隣となりに立つミリィに声をかけられる。

「それでは……勇海さん達の所へ帰りましょうか。……来夢さんっ」

「！　……はいっ、ミリィさん！」

　信じる者の下へ向かう、その足取りには──迷いなど、微み塵じんもない。
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「皆みなさん、学園祭──お疲つかれ様ですう～っ！」

『───カンパ───イっ！』

〝学園祭実行委員〟の来らい夢むが、精せい一いつ杯ぱいの大声で音おん頭どを取ると、勇いさ海みの寮りように集まっていたクラスメイト達が、それぞれにグラスを掲かかげて声を揃そろえる。

　来夢とミリィが学園長に呼ばれ、帰ってきたその日の夜、勇海達は学園祭の〝打ち上げパーティー〟を開いていた。暴走してしまった来夢の処しよ遇ぐうを心配していたが、どうやら責任の追つい及きゆうなどはなかったらしく、安心感でリビングは大盛り上がりになってしまう。

　ようやく肩かたの荷にを下ろし、ソファに座り込んだ来夢の右みぎ隣どなりに、勇海が軽く腰こしかけた。

「よいせ、っと。一時はどうなるかと思ったけど、結果を見れば《亜あ人じんコスプレメイドカフェ》も演劇も上手うまくいったし、学園祭は大成功だったよな、来夢！」

「あ……は、はいっ！　これも勇海さんが、〝学園祭実行委員〟を手伝ってくれたおかげでぇ……わたし一人じゃ、きっと全然、だめだめでしたようっ」

「いやいや、来夢が誰よりも頑がん張ばってくれたおかげだって。皆だって、すごく協力してくれたし……うん、そうだな。皆で力を合わせたおかげだよ」

「あ……はい、そうですねっ。えへへ……みんなで、がんばりましたぁ♪」

　この言い方なら、来夢は素す直なおに納得してくれるらしい。どこまでも謙けん虚きよな彼女に勇海が苦く笑しようしていると、後ろからエイミが手を回して抱だき着いてきた。

「もーっ、イサミっ！　学園祭の時といい、準備の時といい……来夢にばかり、かまいすぎじゃないかっ!?　私だってイサミに、かまってほしいんだぞーっ!?」

「え……わっちょっ!?　だ、だからそういう、過か剰じようなスキンシップはダメだって……わ、わかったから、ちゃんとかまうから!?　よ、よしよし」

「あ……ふえへへ♪　ん～、よしよし、苦しゅうないぞ、だんなさまっ♪」

「むむっ。う～、エイミさんってば、また勇海さんにくっついて……むむむっ」

　上じよう機き嫌げんな声を隠かくさないエイミに、勇海も失笑しそうになるが、来夢はぷくーっと頰ほおを膨ふくらませる。が、すぐさま来夢は表情を引き締しめ、真しん剣けんな様子で勇海に語りかけてきた。

「こほんっ。……あの、勇海さん。わたし、学園祭が終わるまで、この寮に住まわせてもらう、って言いましたけど……えっと、ですねっ」

「あ、そっか。今日で学園祭、終わっちゃったもんな。何か、寂さびしくなるな……」

「い、いえっ。寂しくなんて、なりませんっ。わたし……決めましたからっ」

　すう、と一つ深呼吸した来夢が、勇海を真っ直すぐ見つめながら声を上げてくる。

「わたしも、この寮で──勇海さんと、このまま同居させてもらいますからっ！」

「へ？　同居、って……え、ええっ!?　それって来夢も、本格的にってコト!?」

　突とつ然ぜんの申し出に戸と惑まどう勇海だが、エイミは驚おどろきもせず声を上げてきた。

「まあ、遅おそかったくらいだな。ドラゴン嫁よめは懐ふところが広いし、歓かん迎げいするが……ふっ、来夢よ」

「は、はいっ？　なんでしょう……エイミさん？」

「イサミの事で負けるつもりは、無い──アンと同様、来夢も覚かく悟ごしておけっ♪」

「！　の……望むところですぅ！　わたしだって、負けませんっ。……勇海さんっ♪」

　勇海の左ひだり腕うでに、ぷるんっ、と抱き付きながら、来夢は微笑んでくる。

「これからずっと、末永く……よろしくお願いします、ねっ♡」

「！　ああ、もちろん、〝約束〟だからな！　来夢、よろしく！」

　これ以上は、戸惑う事もせず、勇海は来夢の笑顔に、力強く頷いて応こたえた。

　暫しばし二人で微笑ほほえみあっていると──不意にカーミラとユニが席を立つ。

「ふう……イサミ様、ちょっと汗あせかいちゃったので、お部屋で着き替がえてきますわねっ」

「おっと、私も制服のままでは、少しな。というわけで……くっ、着き替がえっ！」

「か、カーミラ？　ユニまで……着替えって、わざわざ家まで帰るのか？　??」

　リビングを出て行ったカーミラとユニだが、玄げん関かんの扉が音を立てるのは聞こえなかった。代わりに、階段を上がる音が聞こえた気はしたが、気のせいだろうか。

　勇海とエイミ、そして隣に座る来夢も、揃って首を傾かしげる。何だか変な雰ふん囲い気きだな、と勇海が思っていると、リビングの隅すみからアンの大声が聞こえてきて。

「ちょ、ちょっと……ルゥ、こんなトコでクッションなんて広げてんじゃないわよ!?　ていうか、小匣も！　ナニよ、この宝箱の山！　邪じや魔まになるでしょーが！」

「るっ。そうはいかぬ……ここはルゥの、定位置にするのだからな。るるるーっ♪」

「この場所、あたしがと～った。ひきこもり空間は、ゆずらないのだよ～……」

「いや、ここアタシ達の寮だし……定位置とか譲ゆずらないとか、意味分かんないわよ？」

　戸惑うアンだが、ルゥと小こ匣はこは持ち前のマイペースさで取り合わない。何だか嫌いやな予感がしてくる勇海だが、直後、リビングに現れた《鬼オーガ》娘むすめの姿はインパクト絶大で。

「──は～、お風ふ呂ろ、と～っても気持ち良かったわ～♪　うふふ～♪」

「ぼへあっ。……か、カナ子こさん!?　なな何でバスタオル一枚で!?　ていうか人の家の風呂にいきなり入るとか、さすがにアグレッシブすぎない!?」

「え～？　違ちがうわよ、勇海くん～……人の家、じゃないわ～？　うふふっ」

「へ？　いや、ナニを言って……あれ、それって──」

　まさか、そんな──徐じよ々じよに迫せまっていた予感が、明確な形になっていく。そして、トドメを刺さすように、いつの間にか傍かたわらに迫っていた、《暗殺兎うさぎ》のミミが告げるのは。

「ええ、カナ子さんの言う通り。ここは、もう……よそ様のおうちじゃ、ないわ」

「えっ。それって……ミミ、ちょ、まさか、そんな──」

「ワタシ達も、来夢さんと同じで──ここに、住むつもりだから」

「───────」

　その場にいた、勇海、エイミ、アン、来夢と、既すでにこの寮に住んでいた四名が揃って絶句する。そんな中、生徒会長たるミリィが、はっ、と顔を上げて一言。

「……あっ、じゃ、じゃあ私も一いつ緒しよに、住んじゃいますーっ♪」

「──いや生徒会長さん、それ以上に問題があると思うんですけど、ちょっと!?」

「お、お部屋は有り余ってますし、今さら一人くらい、ですよっ。ふ、ふふふのふー」

「そんな調子でいいの!?　ちょ、これ……ど、どうなるんだ、これからーっ!?」

　先行きの不安を叫さけぶ勇海、だが──〝問題児〟の鑑かがみな気がしてきた《亜人》の少女達は、それぞれ、同どう棲せい生活を強行する気満々で、不敵な笑えみを浮うかべるのだった。
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　今日も元気にフェチを叫さけぶ、フェティシズムの奴ど隷れい、初はつ美み陽よう一いちでございます。

　無事、第三巻を迎むかえる事が出来ました『ドラゴン嫁よめはかまってほしい』。こうして物語を続けられるのも、読者の皆みな様さまが応おう援えんしてくださるおかげ。そう、皆様がフェティシズムの志を繫つないでくださるからこそ（また巻き込む）、続けていく事が出来るのです。

　相も変わらず溢あふれる感謝の気持ち、ほんの少しでも届いていれば幸いです……！




　三巻では《スライム》娘むすめの来らい夢むが〝実行委員〟となり、勇いさ海みと一いつ緒しよに〝亜あ人じん学園の学園祭〟に取り組んでいきました。普ふ段だんは気弱で大人しいけど、がんばりやさんの《スライム》娘・来夢が、ちょっぴり個性的すぎるクラスメイト達を相手に大立ち回り。

　騒そう動どうを起こさずにはいられない彼女達ですが、様々なトラブルを乗のり越こえ、絆きずなを深めていきます。何しろ亜人ちゃん達の繰くり広ひろげる、普ふ通つうのはずがない学園祭。亜人ちゃん達が心から楽しんでいるように、読者の皆様にもお楽しみ頂けていれば、幸いです。




　そう、三巻では本当に、色々なトラブルが起こって……ところで私、メイドさんって大好きなんですよ（急変する話題）。服装もさることながら、その敬けい虔けんなまでの奉ほう仕しの心、もはや〝メイドさん〟という概がい念ねんそのものに、信しん奉ぽうさえ禁じ得ません。

　そんな亜人ヒロインちゃん達のメイド姿を、Syroh様にはいつも通り美び麗れいなイラストで描えがいて頂き……スク水風メイド服って、もはやフェチの神様の領域じゃね……？

　心が鼻血を噴ふいて天に昇のぼっていくレベル、これが最高のフェティシズムだァァァ！

　もちろんスライム娘ちゃんだけでなく、クラスメイト達全員が可愛かわいらしいメイドさんとして大活かつ躍やくしています。私の思おもい描く桃とう源げん郷きようは、ここにあるんや……（？）




　しかも今回、何とあの『小林さんちのメイドラゴン』のクール教信者様から、推薦コメントを頂いてしまいました……！　本当に、本当にありがたいです。こんな幸せな事があっても良いのでしょうか。うちの亜人ちゃん達も、飛び上がって喜んでおります。




　もはや自重など遥はるか彼方、フェチ精神全開で『ドラゴン嫁はかまってほしい』は爆ばく走そう中。今後とも読者の皆様に、亜人ヒロインちゃん達を見守って頂ければ幸いです。

　最後にもう一度、読者の皆様にお伝えしたくてしかたない『ありがとう！』を叫びつつ、次巻もお会いできるよう全力で邁まい進しんして参ります！





初美陽一










初美陽一

●はつみよういち



第23回ファンタジア大賞の大賞＋読者賞「ライジン×ライジン」にてデビューした、広島生まれの小心者。スライム娘ちゃんが可愛くてひたすら愛でまくりたい毎日。スライムの《亜人》、つまりスライム娘ちゃんのぷるぷるボディには、問答無用で癒されるしかないのです。ああもうぷるぷるしたい、ぷにぷにしたい。暑い季節なんかは、そのひんやりボディがたまらないのです。押せば跳ね返ってくるお肌の弾力もスライム娘ならでは。さあ、みんなもスライムたんの魅力に溺れるのデス……！
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